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『
河
東
記
』
訳
注
稿
（
二
）

赤

井

益

久

岡

田

充

博

澤

崎

久

和

第
二
話

蕭
洞
玄

（
卷
四
十
四
・
神
仙
四
十
四
）

【
全
文
】

王
屋
靈
都
觀
道
士
蕭
洞
玄
。
志
心
學
錬
神
丹
。
積
數
年
。
卒
無
所
就
。

無
何
。
遇
神
人
授
以
大
還
祕
訣
曰
。
法
盡
此
耳
。
然
更
須
得
一
同
心
者
。

相
爲
表
裏
。
然
後
可
成
。
盍
求
諸
乎
。
洞
玄
遂
周
遊
天
下
。
歷
五
岳
四

瀆
。
名
山
異
境
。
都
城
聚
落
。
人
跡
所
輳
。
罔
不
畢
至
。
經
十
餘
年
。

不
得
其
人
。
至
貞
元
中
。
洞
玄
自
浙
東
抵
揚
州
。
至
庱
亭
埭
。
維
舟
於

逆
旅
主
人
。
于
時
舳
艫
萬
艘
。
隘
於
河
次
。
堰
開
爭
路
。
上
下
衆
船
。

相
軋
者
移
時
。
舟
人
盡
力
擠
之
。
見
一
人
船
頓
。
蹙
其
右
臂
且
折
。
觀

者
爲
之
寒
慄
。
其
人
顏
色
不
變
。
亦
無
呻
吟
之
聲
。
徐
歸
船
中
。
飮
食

自
若
。
洞
玄
深
嗟
異
之
。
私
喜
曰
。
此
豈
非
天
佑
我
乎
。
問
其
姓
名
。

則
曰
終
無
爲
。
因
與
交
結
。
話
道
欣
然
。
遂
不
相
捨
。
卽
倶
之
王
屋
。

洞
玄
出
還
丹
祕
訣
示
之
。
無
爲
相
與
揣
摩
。
更
終
二
三
年
。
修
行
備
至
。

洞
玄
謁
無
爲
曰
。
將
行
道
之
夕
。
我
當
作
法
護
持
。
君
當
謹
守
丹
竈
。

但
至
五
更
無
言
。
則
携
手
上
昇
矣
。
無
爲
曰
。
我
雖
無
他
術
。
至
於
忍

斷
不
言
。
君
所
知
也
。
遂
十
日
設
壇
場
。
焚
金
鑪
。
飾
丹
竈
。
洞
玄
遶

壇
行
道
歩
虚
。
無
爲
於
藥
竈
前
。
端
拱
而
坐
。
心
誓
死
不
言
。
一
更
後
。

忽
見
兩
道
士
自
天
而
降
。
謂
無
爲
曰
。
上
帝
使
問
爾
。
要
成
道
否
。
無

爲
不
應
。
須
臾
。
又
見
群
仙
。
自
稱
王
喬
、
安
期
等
。
謂
曰
。
適
來
上

帝
使
左
右
問
爾
所
謂
。
何
得
不
對
。
無
爲
亦
不
言
。
有
頃
。
見
一
女
人
。

年
可
二
八
。
容
華
端
麗
。
音
韻
幽
閑
。
綺
羅
繽
紛
。
薫
灼
動
地
。
盤
旋

良
久
。
調
戲
無
爲
。
無
爲
亦
不
顧
。
俄
然
有
虎
狼
猛
獸
十
餘
種
類
。
哮

叫
騰
擲
。
張
口
向
無
爲
。
無
爲
亦
不
動
。
有
頃
。
見
其
祖
考
父
母
先
亡
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眷
屬
等
。
竝
在
其
前
。
謂
曰
。
汝
見
我
。
何
得
無
言
。
無
爲
涕
涙
交
下
。

而
終
不
言
。
俄
見
一
夜
叉
。
身
長
三
丈
。
目
如
電
赩
。
口
赤
如
血
。
朱

髮
植
竿
。
鋸
牙
鉤
爪
。
直
衝
無
爲
。
無
爲
不
動
。
旣
而
有
黃
衫
人
。
領

二
手
力
至
。
謂
無
爲
曰
。
大
王
追
。
不
願
行
。
但
言
其
故
卽
免
。
無
爲

不
言
。
黃
衫
人
卽
叱
二
手
力
可
拽
去
。
無
爲
不
得
已
而
隨
之
。
須
臾
至

一
府
署
。
云
是
平
等
王
。
南
面
憑
几
。
威
儀
甚
嚴
。
厲
聲
謂
無
爲
曰
。

爾
未
合
至
此
。
若
能
一
言
自
辨
。
卽
放
爾
廻
。
無
爲
不
對
。
平
等
王
又

令
引
向
獄
中
。
看
諸
受
罪
者
。
慘
毒
痛
楚
。
萬
狀
千
名
。
旣
廻
。
仍
謂

之
曰
。
爾
若
不
言
。
便
入
此
中
矣
。
無
爲
心
雖
恐
懼
。
終
亦
不
言
。
平

等
王
曰
。
卽
令
別
受
生
。
不
得
放
歸
本
處
。
無
爲
自
此
心
迷
。
寂
無
所

知
。
俄
然
復
覺
。
其
身
託
生
於
長
安
貴
人
王
氏
家
。
初
在
母
胎
。
猶
記

宿
誓
不
言
。
旣
生
。
相
貌
具
足
。
唯
不
解
啼
。
三
日
滿
月
。
其
家
大
會

親
賓
。
廣
張
聲
樂
。
乳
母
抱
兒
出
。
衆
中
遞
相
憐
撫
。
父
母
相
謂
曰
。

我
兒
他
日
必
是
貴
人
。
因
名
曰
貴
郎
。
聰
慧
日
甚
。
祗
不
解
啼
。
纔
及

三
歳
便
行
。
弱
不
好
弄
。
至
五
六
歳
。
雖
不
能
言
。
所
爲
雅
有
高
致
。

十
歳
操
筆
。
卽
成
文
章
。
動
靜
嬉
遊
。
必
盈
紙
墨
。
旣
及
弱
冠
。
儀
形

甚
都
。
擧
止
雍
雍
。
可
爲
人
表
。
然
自
以
瘖
瘂
。
不
肯
入
仕
。
其
家
富

比
王
室
。
金
玉
滿
堂
。
婢
妾
歌
鐘
。
極
於
奢
侈
。
年
二
十
六
。
父
母
爲

之
娶
妻
。
妻
亦
豪
家
。
又
絶
代
姿
容
。
工
巧
伎
樂
。
無
不
妙
絶
。
貴
郎

官
名
愼
微
。
一
生
自
矜
快
樂
。
娶
妻
一
年
。
生
一
男
。
端
敏
惠
黠
。
略

無
倫
比
。
愼
微
愛
念
。
復
過
常
情
。
一
旦
妻
及
愼
微
。
倶
在
春
庭
遊
戲
。

庭
中
有
盤
石
。
可
爲
十
人
之
坐
。
妻
抱
其
子
在
上
。
忽
謂
愼
微
曰
。
觀

君
於
我
。
恩
愛
甚
深
。
今
日
若
不
爲
我
發
言
。
便
當
撲
殺
君
兒
。
愼
微

爭
其
子
不
勝
。
妻
擧
手
向
石
撲
之
。
腦
髓
迸
出
。
愼
微
痛
惜
撫
膺
。
不

覺
失
聲
驚
駭
。
恍
然
而
寤
。
則
在
丹
竈
之
前
。
而
向
之
盤
石
。
乃
丹
竈

也
。
時
洞
玄
壇
上
法
事
方
畢
。
天
欲
曉
矣
。
俄
聞
無
爲
歎
息
之
聲
。
忽

失
丹
竈
所
在
。
二
人
相
與
慟
哭
。
卽
更
錬
心
修
行
。
後
亦
不
知
所
終
。

出
河
東
記

【
原
文
】
１

王
屋
靈
都
觀
道
士
蕭
洞
玄
、
志
心
學
錬
神
丹
、
積
數
年
、
卒
無
所
就
。

無
何
、
遇
神
人
、
授
以
大
還
祕
訣
曰
、
法
盡
此
耳
。
然
更
須
得
一
同
心

者
、
相
爲
表
裏
、
然
後
可
成
。
盍
求
諸
乎
。
洞
玄
遂
周
遊
天
下
、
歷
五

岳
四
瀆
、
名
山
異
境
、
都
城
聚
落
、
人
跡
所
輳
①
、
罔
不
畢
至
。
經
十

餘
年
、
不
得
其
人
。

【
訓
読
】
１

王
屋
の
霊
都
観
の
道
士
蕭
洞
玄
は
、
志
心
し
て
神
丹
を
錬
る
を
学
び
、

ね

数
年
を
積
む
も
、
卒
に
就
る
所
無
し
。

何

も
無
く
し
て
、
神
人
に
遇

つ
ひ

な

い
く
ば
く

あ
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ふ
に
、
授
く
る
に
大
還
秘
訣
を
以
て
し
て
曰
く
、
「
法
は
此
に
尽
く
る
の

み
。
然
れ
ど
も
更
に

須

ら
く
一
同
心
の
者
を
得
て
、
相
ひ
表
裏
を
為
す

す
べ
か

べ
く
ん
ば
、
然
る
後
に
成
る
べ
し
。
盍
ぞ
諸
を
求
め
ざ
る
や
」
と
。
洞

な
ん

こ
れ

玄

遂
に
天
下
を
周
遊
し
、
五
岳
四
瀆
、
名
山
異
境
、
都
城
聚
落
を
歴へ

て
、
人
跡
の
輳
ま
る
所
、

畢

く
至
ら
ざ
る
は
罔
し
。
十
余
年
を
経
る

あ
つ

こ
と
ご
と

な

も
、
其
の
人
を
得
ず
。

【
訳
】
１

王
屋
山
の
霊
都
観
の
道
士
蕭
洞
玄
は
、
仙
丹
を
錬
る
術
の
習
得
に
専

念
し
、
数
年
を
費
や
し
た
も
の
の
結
局
成
功
し
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く

し
て
道
家
の
真
人
に
出
会
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
は
『
大
還
秘
訣
』
を
授
け
、

「
そ
の
術
法
は
こ
こ
に
尽
く
さ
れ
て
お
る
。
じ
ゃ
が
、
志
を
同
じ
く
す

る
者
一
人
を
得
て
、
表
裏
と
な
っ
て
臨
ん
で
こ
そ
、
は
じ
め
て
事
は
成

就
し
よ
う
。
ぜ
ひ
と
も
そ
の
人
物
を
探
し
求
め
る
こ
と
じ
ゃ
」
と
助
言

し
て
く
れ
た
。
か
く
て
洞
玄
は
天
下
を
周
遊
し
、
五
岳
四
瀆
、
名
山
異

境
、
都
市
や
村
落
を
め
ぐ
っ
て
、
人
跡
の
集
ま
る
と
こ
ろ
、
訪
れ
ぬ
場

所
と
て
な
か
っ
た
。
し
か
し
十
余
年
を
経
て
も
、
そ
の
よ
う
な
人
物
を

探
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

【
校
記
】
１

①
輳

会
校
本
校
記
に
「
孫
本
作
『
臻
』」
と
あ
る
。

【
注
】
１

○
王
屋

山
名
。
山
西
省
の
陽
城
、
垣
曲
両
県
の
間
に
位
置
す
る
。
一

名
、
天
壇
山
。
山
が
三
重
で
、
形
が
屋
根
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
。
道
家
の
修
行
の
地
・
神
仙
の
山
と
し
て
知
ら
れ
、
唐
・

王
維
の
「
送
張
道
士
歸
山
」
詩
に
も
、「
先
生
何
處
去
、
王
屋
訪
茅
君
（
先

生

何
処
に
か
去
か
ん
と
す
、
王
屋
に
茅
君
を
訪
ね
ん
）」
と
詠
わ
れ
て

ゆ

い
る
（
『
王
右
丞
集
』
巻
八
、
『
全
唐
詩
』
巻
一
百
二
十
六
、
「
茅
君
」
は

一
に
「
毛
君
」
に
作
る
）
。
『
太
平
広
記
』
に
お
い
て
も
、
巻
十
五
・
神

仙
十
五
・
「
阮
基
」
（
出
典
は
五
代
十
国
・
前
蜀
・
杜
光
庭
『
神
仙
感
遇

伝
』
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
神
仙
部
や
女
仙
部
を
中
心
に
そ
の
名
が
散
見

さ
れ
る
。

○
靈
都
觀

道
観
の
名
。
『
太
平
寰
宇
記
』
巻
五
・
河
南
道
の
王
屋
県
の

条
に
は
、
「
靈
都
觀
在
縣
東
三
十
里
」
と
あ
る
。
『
太
平
広
記
』
で
は
、

本
話
中
に
登
場
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
『
全
唐
文
』
に
よ
る
と
道
士
の
蔡

瑋
「
唐
東
京
道
門
威
儀
使
…
…
靈
都
仙
臺
貞
玄
（
一
作
元
）
先
生
張
尊

師
遺
烈
碑
」
（
巻
九
百
二
十
七
）
、
杜
光
庭
「
天
壇
王
屋
山
聖
蹟
序
」
（
巻

九
百
三
十
一
）
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
杜
光
庭
の
序
文
が
「
唐
睿
宗
皇

帝
時
、
玉
眞
公
主
於
金
仙
觀
修
道
。
今
卽
靈
都
觀
是
也
（
唐
の
睿
宗
皇

帝
の
時
、
玉
真
公
主

金
仙
観
に
於
い
て
道
を
修
む
。
今
の
即
ち
霊
都
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観
は
是
な
り
）
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
初
唐
期
に
は
金

仙
観
と
称
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ほ
か
に
中
唐
の
白
居
易
に
「
早
冬
遊
王

屋
自
靈
都
抵
陽
臺
上
方
、
望
天
壇
、
偶
吟
成
章
、
…
」
（
『
白
氏
文
集
』

巻
五
十
二
、『
全
唐
詩
』
巻
四
百
四
十
五
）
、
張
籍
に
「
靈
都
觀
李
道
士
」

の
詩
が
あ
る
（
『
張
司
業
集
』
巻
三
、
『
全
唐
詩
』
巻
三
百
八
十
四
）
。

○
志
心

一
心
に
志
す
。
専
念
す
る
。
『
太
平
広
記
』
で
は
、
巻
九
十
四

・
異
僧
八
・
「
法
將
」
の
「
法
將
方
與
道
俗
正
開
義
理
、
共
志
心
聽
之
（
法

将

方
に
道
俗
と
正
に
義
理
を
開
き
、
共
に
志
心
し
て
之
を
聴
か
ん
と

す
）
」
（
出
典
は
唐
・
牛
粛
『
紀
聞
』
）
、
巻
一
百
五
・
報
応
四
・
金
剛
経

・
「
三
刀
師
」
の
「
昨
因
被
不
測
罪
、
唯
志
心
念
經
爾
（
昨
は
不
測
の
罪

を
被
る
に
因
り
て
、
唯
だ
志
心
し
て
経
を
念
ず
る
の
み
）
」
（
出
典
は
唐

・
戴
孚
『
広
異
記
』）
な
ど
数
例
。

○
神
丹

仙
人
と
な
る
こ
と
の
出
来
る
霊
薬
。
晋
・
葛
洪
『
抱
朴
子
』

内
篇
・
金
丹
巻
第
四
に
「
余
問
諸
道
士
、
以
神
丹
金
液
之
事
、
及
三
皇

内
文
召
天
神
地
祇
之
法
、
了
無
一
人
知
之
者
（
余

諸
道
士
に
問
ふ
に
、

神
丹
金
液
の
事
及
び
『
三
皇
内
文
』
の
天
神
地
祇
を
召
す
の
法
を
以
て

す
る
に
、
了
に
一
人
の
之
を
知
る
者
無
し
）
」
と
あ
る
。
『
太
平
広
記
』

つ
ひ

に
も
、
巻
二
・
神
仙
二
・
「
魏
伯
陽
」
（
出
典
は
晋
・
葛
洪
『
神
仙
伝
』
）

を
は
じ
め
、
神
仙
部
に
頻
見
さ
れ
る
。

○
就

成
功
す
る
。
完
成
す
る
。

○
無
何

間
も
な
く
。
『
太
平
広
記
』
に
も
常
見
の
語
。
『
河
東
記
』
で

は
他
に
「
崔
紹
」（
巻
三
百
八
十
五
・
再
生
十
一
）
に
一
例
。

○
神
人

真
を
修
め
道
を
得
た
不
死
長
生
の
人
。
神
仙
。
古
く
は
『
荘

子
』
巻
一
・
逍
遙
遊
、
『
史
記
』
巻
二
十
八
・
封
禅
書
、
巻
八
十
二
・
田

単
列
伝
な
ど
に
見
え
る
語
。
『
太
平
広
記
』
に
お
い
て
も
、
巻
一
・
神
仙

一
・
「
老
子
」
に
「
關
令
尹
喜
占
風
氣
、
逆
知
當
有
神
人
來
過
、
乃
掃
道

四
十
里
（
関
令
の
尹
喜

風
気
を
占
ひ
、
逆
へ
て
当
に
神
人
の
来
過
す

む
か

る
有
る
べ
き
を
知
り
、
乃
ち
道
四
十
里
を
掃
ふ
）
」
（
出
典
は
晋
・
葛
洪

『
神
仙
伝
』
）
と
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
頻
見
さ
れ
る
。『
河
東
記
』

で
は
、
「
崔
紹
」（
前
出
）
に
も
見
え
る
。

○
大
還
祕
訣

「
大
還
」
は
、
道
教
の
仙
薬
と
し
て
知
ら
れ
る
大
還
丹

の
こ
と
。
『
太
平
広
記
』
か
ら
は
、
巻
三
十
七
・
神
仙
三
十
七
の
「
賣
藥

翁
」
（
出
典
は
十
国
・
呉
・
沈
汾
『
続
仙
伝
』
）
を
は
じ
め
と
し
て
六
例

が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
唐
・
李
白
「
草
創
大
還
贈
柳
官
迪
」
（
『
李
太
白
文

集
』
巻
八
、
『
全
唐
詩
』
巻
一
百
六
十
九
）
や
、
白
居
易
「
尋
黃
道
士
藥

堂
因
有
題
贈
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
、
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
三
十
九
、

た
だ
し
『
全
唐
詩
』
で
は
、
「
黃
道
士
」
を
「
王
道
士
」
に
作
る
）
、「
天

壇
峯
下
贈
杜
録
事
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
二
十
七
、
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
五
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十
）
な
ど
に
も
、
そ
の
名
が
見
え
る
。
「
大
還
祕
訣
」
と
は
、
大
還
丹
の

製
法
の
秘
訣
を
記
し
た
書
物
で
あ
ろ
う
。
『
正
統
道
蔵
』
洞
神
部
・
衆
術

類
に
は
、
『
霊
砂
大
丹
秘
訣
』
一
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
任
継
愈
主

編
『
道
蔵
提
要
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
六
六
一
～

二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
南
宋
期
の
成
立
で
あ
っ
て
時
代
が
後
れ
る
。
た
だ
、

同
じ
洞
神
部
衆
術
類
に
は
、
唐
・
金
竹
『
大
丹
鉛
汞
論
』
や
唐
・
還
陽

子
『
大
還
丹
金
虎
白
龍
論
』
な
ど
、
「
大
還
」
「
大
丹
」
を
冠
し
た
書
名

が
見
ら
れ
、
当
時
「
大
還
丹
」
に
関
す
る
著
述
が
幾
種
類
も
あ
っ
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。

○
周
遊

あ
ち
こ
ち
を
旅
し
て
回
る
。
『
河
東
記
』
で
は
、
他
に
「
板
橋

三
娘
子
」（
巻
二
百
八
十
六
・
幻
術
三
）
に
一
例
。

○
五
岳

東
岳
泰
山
、
西
岳
華
山
、
南
岳
衡
山
、
北
岳
恒
山
、
中
岳
嵩

山
の
五
つ
の
名
山
。
歴
代
、
天
帝
・
神
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
、
天
子
が

巡
行
し
て
こ
れ
を
祭
っ
た
。

○
四
瀆

長
江
、
黄
河
、
淮
水
、
済
水
の
四
つ
の
大
河
。

○
都
城

天
子
ま
た
は
諸
侯
の
み
や
こ
。
城
郭
の
あ
る
ま
ち
。
常
用
の

語
で
、
『
太
平
広
記
』
に
も
頻
見
さ
れ
る
が
、
『
河
東
記
』
で
は
こ
の
一

例
の
み
。

○
人
跡
所
輳

「
輳
」
は
、
車
輪
の
輻
が
軸
に
集
ま
る
よ
う
に
、
一
所

や

に
あ
つ
ま
る
。
集
中
す
る
。
四
字
句
と
し
て
は
、
「
人
跡
所
至
」
「
人
跡

所
及
」
の
用
例
が
一
般
的
。
『
河
東
記
』
で
は
「
王
錡
」
（
卷
三
百
一
十

・
神
二
十
）
に
、
逆
の
意
味
で
あ
る
が
、「
人
跡
所
稀
」
の
例
が
見
え
る
。

【
原
文
】
２

至
貞
元
中
、
洞
玄
自
浙
東
抵
揚
州
、
至
庱
亭
埭
②
、
維
舟
於
逆
旅
主

人
。
于
時
舳
艫
萬
艘
、
隘
於
河
次
。
堰
開
爭
路
、
上
下
衆
船
、
相
軋
者

移
時
。
舟
人
盡
力
擠
之
、
見
一
人
船
頓
、
蹙
其
右
臂
且
折
。
觀
者
爲
之

寒
慄
、
其
人
顏
色
不
變
、
亦
無
呻
吟
之
聲
。
徐
歸
船
中
、
飮
食
自
若
。

洞
玄
深
嗟
異
之
、
私
喜
曰
、
此
豈
非
天
佑
我
乎
。
問
其
姓
名
、
則
曰
終

無
爲
。
因
與
交
結
、
話
道
欣
然
。
遂
不
相
捨
、
卽
倶
之
王
屋
。

【
訓
読
】
２

貞
元
中
に
至
り
、
洞
玄

浙
東
よ
り
揚
州
に
抵
ら
ん
と
し
、
庱

亭

埭

い
た

ち
ょ
う
て
い
た
い

に
至
り
て
、
舟
を
逆
旅
の
主
人
に
維
ぐ
。
時
に
于
い
て
舳
艫
は
万
艘
、

つ
な

お

ぢ

く

ろ

河
次
に
隘
し
。
堰
開
き
て
路
を
争
ひ
、
上
下
す
る
衆
船
は
、
相
ひ
軋
む

せ
ま

せ
き

き
し

こ
と
時
を
移
す
。
舟
人

力
を
尽
く
し
て
之
を
擠
す
に
、
一
人
の
船
頓

お

と
ど

ま
り
、
其
の
右
臂
に
蹙
り
て
且
に
折
れ
ん
と
す
る
を
見
る
。
観
る
者
は

せ
ま

ま
さ

之
が
為
に
寒
慄
す
る
も
、
其
の
人
は
顏
色
変
は
ら
ず
、
亦
た
呻
吟
の
声

無
し
。

徐

ろ
に
船
中
に
帰
り
、
飲
食
す
る
こ
と
自
若
た
り
。
洞
玄

深

お
も
む
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く
之
を
嗟
異
し
、
私
か
に
喜
び
て
曰
く
、
「
此
れ
豈
に
天
の
我
を
佑
く
る

ひ
そ

た
す

に
非
ず
や
」
と
。
其
の
姓
名
を
問
ふ
に
、
則
ち
終
無
為
と
曰
ふ
。
因
り

て
与
に
交
結
し
、
道
を
話
す
こ
と
欣
然
た
り
。
遂
に
相
ひ
捨
て
ず
、
即

と
も

ち
倶
に
王
屋
に
之
く
。

ゆ

【
訳
】
２

貞
元
年
間
と
な
り
、
洞
玄
は
浙
東
か
ら
揚
州
に
行
こ
う
と
し
て
、

庱

亭

埭
ま
で
来
て
舟
を
宿
の
主
人
の
も
と
に
繋
い
だ
。
時
に
連
な
る
船

ち
ょ
う
て
い
た
い

舶
は
万
を
数
え
る
ほ
ど
で
、
河
の
泊
ま
り
に
犇
め
き
合
っ
て
い
た
。
堰

ひ
し

が
開
く
と
我
先
に
航
路
を
争
い
、
上
り
下
り
の
多
く
の
船
が
軋
み
合
う

状
態
が
続
い
た
。
船
頭
た
ち
が
力
の
限
り
船
を
押
し
つ
づ
け
て
い
る
と
、

一
人
の
船
が
押
し
止
め
ら
れ
、
そ
の
右
腕
が
拉
が
れ
て
今
に
も
折
れ
そ

ひ
し

う
に
な
る
の
が
見
え
た
。
こ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
々
は
ぞ
っ
と

身
震
い
し
た
が
、
そ
の
男
は
顏
色
ひ
と
つ
変
え
ず
、
う
め
き
声
も
あ
げ

る
こ
と
な
く
、
お
も
む
ろ
に
船
中
に
戻
る
と
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
食
事
を
と
っ
た
。
洞
玄
は
深
く
感
じ
入
り
、
ひ
そ
か
に
喜
ん
で
、「
こ

れ
こ
そ
天
が
私
を
助
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
呟

い
た
。
そ
の
男
の
姓
名
を
尋
ね
る
と
、
「
終
無
為
で
す
」
と
い
う
。
そ
こ

で
交
誼
を
結
び
、
欣
然
と
し
て
道
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
か
く
て
互

い
に
離
れ
が
た
く
、
た
だ
ち
に
連
れ
立
っ
て
王
屋
山
へ
と
赴
い
た
の
で

あ
っ
た
。

【
校
記
】
２

②
庱
亭
埭

許
刻
本
は
、
「
庱
」
字
を
「
度
」
に
作
る
。
「
庱
」
が
正
し

い
。
会
校
本
校
記
に
は
、
「
孫
本
作
『
度
亭
埭
』
。
沈
本
作
『
度
亭
』
」
と

あ
る
。

【
注
】
２

○
貞
元

唐
・
徳
宗
の
時
の
年
号
（
七
八
五
～
八
〇
五
）
。
『
河
東
記
』

に
お
い
て
貞
元
の
年
号
を
記
す
作
品
は
多
く
、
他
に
「
獨
孤
遐
叔
」
（
巻

二
百
八
十
一
・
夢
六
・
夢
遊
上
）
を
始
め
八
例
。

○
浙
東

浙
江
省
東
部
の
総
称
。

○
揚
州

江
蘇
省
江
都
県
の
地
。
唐
代
で
は
船
舶
交
通
の
要
衝
と
し
て

栄
え
た
繁
華
な
都
会
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
伝
奇
小
説
の
舞
台
に
も
な
っ

て
い
る
。『
太
平
広
記
』
に
お
い
て
も
、
巻
十
六
・
神
仙
十
六
・
「
張
老
」

（
出
典
は
唐
・
李
復
言
『
続
玄
怪
録
』
）
、
巻
二
十
三
・
神
仙
二
十
三
・
「
王

遠
知
」
（
出
典
は
唐
・
胡
瑳
『
談
賓
録
』
）
、
巻
二
十
七
・
神
仙
二
十
七
・

「
劉
白
雲
」
（
出
典
は
五
代
十
国
・
前
蜀
・
杜
光
庭
『
仙
伝
拾
遺
』
）
な

ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
揚
州
を
舞
台
と
し
た
話
は
多
い
。『
河
東
記
』
で

は
、
「
李
敏
求
」
（
巻
一
百
五
十
七
・
定
数
十
二
）
に
こ
の
地
名
が
見
え

る
が
、
物
語
の
舞
台
で
は
な
い
。
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○
庱
亭
埭

「
庱
亭
」
は
地
名
。
江
蘇
省
の
丹
陽
県
の
東
に
位
置
す
る
。

「
埭
」
は
、
水
路
中
に
土
を
盛
っ
て
築
い
た
堰
。
こ
こ
で
往
来
す
る
船

せ
き

舶
の
通
行
税
を
徴
収
し
た
。
唐
・
李
吉
甫
『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
二
十

五
・
江
南
道
一
・
浙
西
観
察
使
・
潤
州
の
「
庱
亭
壘
」
の
項
に
、
「
在
縣

東
四
十
七
里
。
本
蘇
峻
將
管
商
攻
略
晉
陵
、
郗
道
徽
以
此
地
東
據
要
路
、

北
當
武
進
、
故
遣
督
護
李
閎
築
此
拒
之
。
今
置
埭
（
県
の
東
四
十
七
里

に
在
り
。
本
と
蘇
峻
の
将
の
管
商

晋
陵
を
攻
略
せ
ん
と
し
、
郗
道
徽

此
の
地
を
以
て
東
の
か
た
要
路
に
拠
り
、
北
の
か
た
武
進
に
当
た
ら

ん
と
す
。
故
に
督
護
の
李
閎
を
遣
は
し
て
此
を
築
き
て
之
を
拒
む
。
今
、

埭
を
置
く
）
」
と
あ
る
。

○
逆
旅

旅
館
、
宿
屋
。
「
逆
」
は
旅
人
を
迎
え
る
意
。
『
河
東
記
』
で

は
、
他
に
「
韋
丹
」
（
巻
一
百
一
十
八
・
報
応
十
七
・
異
類
）
を
始
め
三

例
。

○
舳
艫

「
舳
」
は
船
尾
（
と
も
）
、「
艫
」
は
船
首
（
へ
さ
き
）
。
船
尾

に
別
の
船
の
へ
さ
き
が
接
す
る
さ
ま
を
い
う
。『
漢
書
』
巻
六
・
本
紀
第

六
・
武
帝
紀
「
舳
艫
千
里
、
薄
樅
陽
而
出
」
の
顔
師
古
の
注
に
、
後
漢

・
李
斐
の
説
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。「
舳
、
船
後
持
柂
處
也
。
艫
、

船
前
頭
刺
櫂
處
也
。
言
其
船
多
、
前
後
相
銜
、
千
里
不
絶
也
（
舳
は
、

船
後
の
柂
を
持
つ
処
な
り
。
艫
は
、
船
の
前
頭
の
櫂
を
刺
す
処
な
り
。

か
ぢ

か
い

其
の
船
の
多
く
し
て
、
前
後
相
ひ
銜
み
、
千
里

絶
へ
ざ
る
を
言
ふ
な

り
）
」
。
晋
・
郭
璞
「
江
賦
」
に
は
、
「
舳
艫
相
屬
、
萬
里
連
檣
（
舳
艫
は

相
ひ
屬
な
り
、
万
里
に
檣
を
連
ぬ
）
」
と
あ
る
（
『
文
選
』
巻
十
二
・
賦

つ
ら

己
・
江
海
）。

○
河
次

「
次
」
は
、
宿
。
河
の
船
着
き
場
。
『
太
平
広
記
』
巻
三
百
三

十
四
・
鬼
十
九
・
「
韋
栗
」
に
、
「
至
揚
州
泊
河
次
（
揚
州
に
至
り
て
河

次
に
泊
ま
る
）
」
（
出
典
は
唐
・
戴
孚
『
広
異
記
』
）
と
あ
る
の
は
、
場
所

も
揚
州
で
あ
る
。

○
移
時

し
ば
ら
く
時
が
経
過
す
る
。
常
用
の
語
で
、
『
太
平
広
記
』
に

も
頻
見
さ
れ
る
が
、
『
河
東
記
』
で
は
こ
の
一
例
の
み
。

○
擠

外
に
押
し
や
る
。

○
舟
人

舟
を
あ
や
つ
る
人
。
船
頭
。
『
河
東
記
』
の
「
柳
澥
」
（
巻
三

百
八
・
神
十
八
）
に
も
、「
舟
人
盡
力
乃
過
」
と
見
え
る
。

○
蹙

せ
ま
る
。
踏
み
つ
け
る
、
つ
ぶ
す
。

○
寒
慄

恐
ろ
し
さ
で
、
体
が
震
え
る
。
鳥
肌
立
つ
。
『
太
平
広
記
』
で

は
、
巻
四
百
一
・
宝
二
・
水
銀
・
「
呂
生
」
に
「
田
生
竟
以
寒
慄
而
卒
（
田

生

竟
に
以
て
寒
慄
し
て
卒
す
）
」
、
巻
四
百
七
十
六
・
昆
虫
四
「
石
憲
」

に
「
衣
盡
濕
、
而
寒
慄
且
甚
（
衣
は
尽
く

湿

ひ
、
而
し
て
寒
慄
す
る
こ

う
る
ほ

と
且
つ
甚
だ
し
）
」
と
あ
る
（
出
典
は
、
共
に
唐
・
張
読
『
宣
室
志
』
）
。
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○
呻
吟

苦
し
ん
で
う
め
く
。
『
河
東
記
』
で
は
、
「
盧
佩
」
（
巻
三
百
六

・
神
十
六
）
に
も
一
例
。

○
自
若

普
段
と
変
わ
ら
ず
、
動
ず
る
と
こ
ろ
が
な
い
様
子
。
「
飮
食
自

若
」
は
、『
漢
書
』
巻
九
十
二
・
陳
遵
伝
に
「
旣
免
歸
長
安
、
賓
客
愈
盛
、

飮
食
自
若
（
既
に
免
ぜ
ら
れ
て
長
安
に
帰
る
も
、
賓
客
は
愈
よ
盛
ん
に
、

飲
食
自
若
た
り
）
」
と
あ
り
、
顔
師
古
の
注
は
「
言
自
如
其
故
（
自
ら
其

の
故
の
如
き
を
言
う
）
」
と
説
明
す
る
。
他
に
『
三
国
志
』
巻
六
・
董
卓

伝
の
「
會
者
皆
戰
慄
亡
匕
箸
、
而
卓
飮
食
自
若
（
会
す
る
者
は
皆
戦
慄

し
て
匕
箸
を
亡
ふ
も
、
卓
は
飲
食
す
る
こ
と
自
若
た
り
）
」
な
ど
、
成
語

と
し
て
史
書
な
ど
に
屡
々
見
え
る
。

○
嗟
異

感
心
し
て
ほ
め
る
。
常
用
の
語
で
、『
太
平
広
記
』
に
も
頻
見

さ
れ
る
が
、
『
河
東
記
』
で
は
こ
の
一
例
の
み
。

○
終
無
爲

こ
の
人
物
の
名
前
は
、
「
終
に
為
す
無
し
」
の
意
味
で
、
物

語
の
結
末
を
暗
示
し
て
い
る
。
終
姓
は
極
め
て
珍
し
い
が
、
『
漢
書
』
巻

六
十
四
下
に
終
軍
の
伝
が
見
え
、
実
際
に
存
在
し
た
姓
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
た
だ
、
唐
五
代
関
係
の
人
名
索
引
類
に
は
、
終
を
姓
と
す

る
人
物
は
見
当
た
ら
な
い
。

○
交
結

つ
き
あ
う
。
仲
間
に
な
る
。
『
太
平
広
記
』
中
に
も
散
見
さ
れ

る
が
、
同
じ
『
河
東
記
』
の
用
例
と
し
て
、
「
申
屠
澄
」
（
巻
四
百
二
十

九
・
虎
四
）
の
「
妻
力
以
成
家
、
交
結
賓
客
（
妻
は
力
め
て
以
て
家
を

つ
と

成
し
、
賓
客
と
交
結
す
）」
が
あ
る
。

○
欣
然

喜
び
楽
し
む
さ
ま
。
『
河
東
記
』
で
は
、
他
に
「
韋
丹
」
（
巻

一
百
一
十
八
・
報
応
十
七
・
異
類
）
と
「
李
敏
求
」
（
巻
一
百
五
十
七
・

定
数
十
二
）
に
見
え
る
。

○
不
相
捨

見
捨
て
な
い
。
『
太
平
広
記
』
巻
一
百
六
・
報
応
五
・
金
剛

経
・
「
宋
衎
」
に
「
誓
存
没
不
相
捨
（
誓
っ
て
存
す
る
も
没
す
る
も
相
ひ

捨
て
ず
）
」
（
出
典
は
唐
・
盧
求
『
報
応
記
（
金
剛
経
報
応
記
）
』
）、
巻
四

百
八
十
七
・
雑
伝
記
四
・
「
霍
小
玉
傳
」
に
「
粉
骨
碎
身
、
誓
不
相
捨
（
粉

骨
砕
身
す
る
も
、
誓
っ
て
相
ひ
捨
て
ず
）
」
（
作
者
は
唐
・
蔣
防
）
の
用

例
が
見
え
る
。
『
河
東
記
』
で
は
、
「
韋
齊
休
」
（
巻
三
百
四
十
八
・
鬼
三

十
三
）
に
「
未
相
捨
」
、「
辛
察
」（
巻
三
百
八
十
五
・
再
生
十
一
）
に
「
當

相
捨
」
の
用
例
が
あ
る
。

○
話
道

道
に
つ
い
て
話
す
、
話
し
合
う
。
『
太
平
広
記
』
で
は
、
「
蕭

洞
玄
」
と
同
巻
の
神
仙
四
十
四
に
載
る
「
穆
將
符
」
に
も
、「
飮
酒
話
道
、

彌
日
累
夕
（
酒
を
飲
み
道
を
話
し
、
日
を
彌
り
夕
を
累
ぬ
）
」
と
あ
る
（
出

わ
た

か
さ

典
は
五
代
十
国
・
前
蜀
・
杜
光
庭
『
神
仙
拾
遺
（
仙
伝
拾
遺
）
』
）
。
ま
た

唐
代
の
詩
人
で
は
、
中
唐
の
斉
己
に
「
話
道
」
、
「
與
聶
尊
師
話
道
」
な

ど
の
作
品
が
あ
り
（
『
白
蓮
集
』
巻
五
、
六
、
『
全
唐
詩
』
巻
八
百
四
十



- 77 -

二
、
八
百
四
十
三
）
、
貫
休
に
も
「
寄
李
道
士
」
の
「
致
身
同
槁
木
、
話

道
出
忘
詮
（
身
を
致
し
て
槁
木
に
同
じ
く
、
道
を
話
し
て
詮
を
忘
る
に

出
づ
）
」
（
『
禅
月
集
』
巻
十
七
、
『
全
唐
詩
』
巻
八
百
三
十
三
）
な
ど
、

幾
つ
か
用
例
が
見
ら
れ
る
。

【
原
文
】
３

洞
玄
出
還
丹
祕
訣
示
之
。
無
爲
相
與
揣
摩
、
更
終
二
三
年
、
修
行
備

至
。
洞
玄
謁
無
爲
曰
、
將
行
道
之
夕
。
我
當
作
法
護
持
、
君
當
謹
守
丹

竈
。
但
至
五
更
無
言
、
則
携
手
上
昇
矣
。
無
爲
曰
、
我
雖
無
他
術
、
至

於
忍
斷
不
言
、
君
所
知
也
。
遂
十
日
③
設
壇
場
、
焚
金
鑪
、
飾
丹
竈
。

洞
玄
遶
壇
行
道
歩
虛
、
無
爲
於
藥
竈
前
、
端
拱
而
坐
、
心
誓
死
不
言
。

【
訓
読
】
３

洞
玄

還
丹
秘
訣
を
出
し
て
之
に
示
す
。
無
為

相
ひ
与
に
揣
摩
し
、

と
も

更
に
二
三
年
を
終
へ
て
、
修
行
備
は
り
至
る
。
洞
玄

無
為
に
謁
げ
て

つ

曰
く
、
「
将
に
道
を
行
は
ん
と
す
る
の
夕
な
り
。
我
は
当
に
法
を
作
し
て

な

護
持
す
べ
く
、
君
は
当
に
丹
竈
を
謹
守
す
べ
し
。
但
だ
五
更
に
至
り
て

た
ん
さ
う

言
無
く
ん
ば
、
則
ち
携
手
し
て
上
昇
せ
ん
」
と
。
無
為
曰
く
、
「
我
は
他

術
無
し
と
雖
も
、
忍
び
て
断
じ
て
言
は
ざ
る
に
至
り
て
は
、
君
の
知
る

所
な
り
」
と
。
遂
に
十
日
に
し
て
壇
場
を
設
け
、
金
鑪
を
焚
き
、
丹
竈

を

飾

ふ
。
洞
玄
は
壇
を
遶
り
て
道
を
行
ひ
歩
虚
し
、
無
為
は
薬
竈
の
前

と
と
の

に
於
い
て
端
拱
し
て
坐
し
、
心
に
死
す
と
も
言
は
ざ
る
を
誓
ふ
。

【
訳
】
３

洞
玄
が
『
還
丹
秘
訣
』
を
出
し
て
示
す
と
、
無
為
は
共
に
そ
の
内
容

を
推
し
量
り
、
さ
ら
に
二
三
年
か
け
て
修
行
を
積
み
終
え
た
。
そ
こ
で

洞
玄
は
無
為
に
告
げ
て
言
っ
た
、
「
い
よ
い
よ
道
術
の
実
行
の
夜
が
や
っ

て
き
た
。
私
は
法
術
を
護
り
行
う
か
ら
、
君
は
錬
丹
の
竈
を
慎
重
に
守

っ
て
く
れ
。
五
更
に
な
っ
て
も
言
葉
を
発
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
私
た

ち
は
手
を
携
え
て
天
に
昇
る
こ
と
が
出
来
よ
う
」
。
す
る
と
無
為
は
言
っ

た
、
「
私
は
他
に
取
り
柄
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
堪
え
忍
ん
で
決
し
て
言
葉

を
発
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
な
た
も
御
存
知
の
通
り
で
す
」
と
。

そ
こ
で
十
日
で
祭
壇
を
設
け
、
金
鑪
を
焚
き
、
丹
竈
を
整
え
た
。
洞
玄

は
壇
を
廻
り
道
術
を
行
っ
て
経
を
唱
え
、
無
為
は
薬
竈
の
前
に
姿
勢
を

正
し
両
手
を
組
ん
で
坐
し
、
死
ん
で
も
物
言
い
は
し
な
い
と
心
に
誓
っ

た
。

【
校
記
】
３

③
十
日

会
校
本
は
「
卜
日
」
と
し
、
校
記
に
「
原
作
『
十
』
。
現
據
孫

本
改
」
と
あ
る
。
「
卜
日
」
な
ら
、
吉
日
を
占
っ
て
壇
を
築
く
意
味
に
な

り
、
通
り
が
よ
い
。
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【
注
】
３

○
還
丹
祕
訣

前
出
の
「
大
還
祕
訣
」
に
同
じ
。
な
お
『
正
統
道
蔵
』

洞
真
部
方
法
類
に
は
、
『
還
丹
秘
訣
養
赤
子
神
方
』
の
名
が
見
え
る
が
、

著
者
の
許
明
道
は
南
宋
の
人
で
、
や
は
り
時
代
が
降
る
。
『
道
蔵
提
要
』

の
書
名
索
引
に
よ
れ
ば
（
一
五
二
六
頁
）
、
「
還
丹
」
の
二
字
を
冠
す
る

道
教
典
は
他
に
も
見
ら
れ
る
が
、
同
一
の
も
の
は
な
く
、
ま
た
概
ね
五

代
・
宋
以
降
の
成
立
で
あ
る
。

○
揣
摩

推
し
量
る
。
研
究
す
る
。
常
見
の
語
で
あ
る
が
、『
太
平
広
記
』

で
は
こ
の
一
例
の
み
。

○
護
持

し
っ
か
り
と
守
る
。
『
太
平
広
記
』
で
は
、
他
に
二
例
。

○
丹
竈

仙
薬
を
錬
成
す
る
か
ま
ど
。
『
太
平
広
記
』
巻
七
十
二
・
道
術

二
・
「
輔
神
通
」
に
「
有
藥
囊
丹
竈
、
牀
下
悉
大
還
丹
（
薬
嚢
・
丹
竈
あ

り
て
、
牀
下
は
悉
く
大
還
丹
な
り
）
」（
出
典
は
唐
・
戴
孚
『
広
異
記
』
）
、

巻
三
百
九
十
七
・
山
・
「
玉
笥
山
」
に
「
漢
武
帝
好
仙
、
於
玉
笥
山
頂
上
、

置
降
眞
壇
大
還
丹
竈
、
道
士
晝
夜
祈
禱
（
漢
の
武
帝

仙
を
好
み
、
玉

笥
山
の
頂
上
に
於
い
て
、
降
真
の
壇
・
大
還
丹
の
竈
を
置
き
、
道
士

昼
夜
祈
祷
す
）
」
（
出
典
は
撰
者
不
詳
『
玉
笥
山
録
』
）
と
あ
り
、
「
大
還

丹
」
の
名
も
見
え
る
。

○
五
更

午
前
三
時
か
ら
五
時
頃
ま
で
の
時
間
帯
。
ま
た
午
前
四
時
前

後
。
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で
の
一
夜
を
五
等
分
し
て
、
初
更
、
二
更
、

三
更
、
四
更
、
五
更
と
数
え
る
。

○
携
手

手
を
と
り
あ
う
。
親
密
な
さ
ま
。
『
河
東
記
』
で
は
「
黑
叟
」

（
巻
四
十
一
・
神
仙
四
十
一
）
に
、
「
夫
妻
已
出
、
攜
手
而
行
（
夫
妻
は

已
に
出
で
、
手
を
携
へ
て
行
く
）
」
と
あ
る
。

○
金
鑪

金
属
製
の
香
炉
、
ま
た
香
炉
の
美
称
。
こ
こ
で
は
「
丹
竈
」

と
対
に
な
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
香
を
焚
い
て
壇
を
清
め

る
の
で
あ
ろ
う
。
南
朝
・
梁
の
江
淹
「
別
賦
」
に
、
「
同
瓊
珮
之
晨
照
、

共
金
鑪
之
夕
香
（
瓊
珮
の
晨
照
を
同
じ
う
し
、
金
鑪
の
夕
香
を
共
に
す
）
」

と
あ
る
（
『
文
選
』
巻
十
六
・
賦
辛
・
志
下
）
。

○
飾

と
と
の
え
る
。

○
歩
虛

神
仙
や
道
士
が
空
中
を
歩
行
す
る
、
あ
る
い
は
空
中
を
歩
い

て
経
を
誦
す
る
。
転
じ
て
、
道
士
の
唱
経
を
い
う
。
『
太
平
広
記
』
に
お

い
て
も
神
仙
部
・
女
仙
部
に
散
見
さ
れ
る
語
で
あ
る
が
、
巻
四
十
五
・

神
仙
四
十
五
・
「
瞿
道
士
」
に
「
仙
樂
滿
庭
、
復
有
歩
虛
之
聲
（
仙
楽
庭

に
満
ち
、
復
た
歩
虚
の
声
有
り
）
」（
出
典
は
唐
・
盧
肇
『
逸
史
』
）
と
あ

る
用
例
な
ど
は
、
明
ら
か
に
唱
経
の
意
味
で
あ
る
。

○
端
拱

姿
勢
を
正
し
て
両
手
を
胸
の
前
で
組
む
。
謹
ん
で
仕
え
る
さ

ま
。『
太
平
広
記
』
で
は
、
こ
の
一
例
の
み
。
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【
原
文
】
４

一
更
後
、
忽
見
兩
道
士
自
天
而
降
。
謂
無
爲
曰
、
上
帝
使
問
爾
。
要

成
道
否
。
無
爲
不
應
。
須
臾
、
又
見
群
仙
。
自
稱
王
喬
、
安
期
等
、
謂

曰
、
適
來
上
帝
使
左
右
問
爾
所
謂
、
何
得
不
對
。
無
爲
亦
不
言
。
有
頃
、

見
一
女
人
。
年
可
二
八
、
容
華
端
麗
、
音
韻
幽
閑
、
綺
羅
繽
紛
、
薫
灼

動
地
。
盤
旋
良
久
、
調
戲
無
爲
。
無
爲
亦
不
顧
。
俄
然
有
虎
狼
猛
獸
十

餘
種
類
、
哮
叫
騰
擲
、
張
口
向
無
爲
。
無
爲
亦
不
動
。
有
頃
、
見
其
祖

考
父
母
先
亡
眷
屬
等
。
竝
在
其
前
、
謂
曰
、
汝
見
我
、
何
得
無
言
。
無

爲
涕
涙
交
下
、
而
終
不
言
。
俄
見
一
夜
叉
、
身
長
三
④
丈
、
目
如
電
赩
、

口
赤
如
血
。
朱
髮
植
竿
、
鋸
牙
鉤
爪
、
直
衝
無
爲
、
無
爲
不
動
。

【
訓
読
】
４

一
更
の
後
、
忽
ち
両
道
士
の
天
よ
り
降
る
を
見
る
。
無
為
に
謂
ひ
て

曰
く
、
「
上
帝

爾

に
問
は
し
む
。
道
を
成
さ
ん
と
要
む
る
や
否
や
」

な
ん
ぢ

も
と

と
。
無
為
応
へ
ず
。
須
臾
に
し
て
、
又
た
群
仙
を
見
る
。
自
ら
王
喬
、

こ
た

安
期
等
と
称
し
、
謂
ひ
て
曰
く
、
「
適
来
、
上
帝

左
右
を
し
て
爾
の
謂

さ
き
ご
ろ

ふ
所
を
問
は
し
む
る
に
、
何
ぞ
対
へ
ざ
る
を
得
ん
や
」
と
。
無
為
亦
た

こ
た

言
は
ず
。
頃
有
り
て
、
一
女
人
を
見
る
。
年
は
二
八
可
り
に
し
て
、
容

こ
ろ

ば
か

華
は
端
麗
、
音
韻
は
幽
閑
、
綺
羅
繽
紛
た
り
て
、
薫
灼
と
し
て
地
を
動

か
す
。
盤
旋
す
る
こ
と
良
久
し
く
し
て
、
無
為
を
調
戯
す
。
無
為
亦
た

や
や

顧
み
ず
。
俄
然
と
し
て
虎
狼
・
猛
獣
十
余
種
類
あ
り
、
哮
叫
騰
擲
し
、

口
を
張
き
て
無
為
に
向
か
ふ
。
無
為
亦
た
動
ぜ
ず
。
頃
有
り
て
、
其
の

ひ
ら

祖
考
・
父
母
・
先
亡
の
眷
屬
等
を
見
る
。
並
び
に
其
の
前
に
在
り
、
謂

ひ
て
曰
く
、
「
汝

我
を
見
て
、
何
ぞ
言
無
き
を
得
ん
や
」
と
。
無
為

涕
涙
交
ご
も
下
る
も
、
終
に
言
は
ず
。
俄
か
に
一
夜
叉
を
見
る
に
、
身

こ
も

長
三
丈
、
目
は

電

の
如
く
赩
く
、
口
は
赤
き
こ
と
血
の
如
し
。
朱
髪

い
な
づ
ま

あ
か

は
竿
を
植
て
、
鋸
牙
に
し
て
鉤
爪
、
無
為
に
直
衝
す
る
も
、
無
為
は
動

た

ぜ
ず
。

【
訳
】
４

二
時
間
ほ
ど
経
つ
と
、
不
意
に
二
人
の
道
士
が
天
か
ら
降
っ
て
く
る

の
が
見
え
た
。
彼
等
は
無
為
に
「
上
帝
が
お
前
に
お
尋
ね
じ
ゃ
。
道
術

を
成
就
さ
せ
よ
う
と
し
て
お
る
の
か
」
と
尋
ね
た
が
、
無
為
は
答
え
な

か
っ
た
。
す
る
と
す
ぐ
に
ま
た
仙
人
た
ち
が
現
れ
た
。
彼
等
は
、
王
子

喬
あ
る
い
は
安
期
生
な
ど
と
称
し
、
「
今
し
が
た
上
帝
が
左
右
の
近
侍
を

遣
わ
し
て
お
前
の
話
を
お
尋
ね
に
な
っ
た
と
い
う
の
に
、
ど
う
し
て
お

答
え
し
な
い
で
済
ま
さ
れ
よ
う
か
」
と
言
う
。
し
か
し
無
為
は
今
度
も

ま
た
話
さ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
一
人
の
女
性
が
現
れ
た
。
年
は

十
六
ば
か
り
、
容
姿
端
麗
で
、
言
葉
使
い
は
優
雅
で
物
静
か
、
き
ら
び
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や
か
な
衣
装
を
風
に
舞
わ
せ
、
そ
の
輝
き
は
地
を
動
か
す
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
彼
女
は
長
ら
く
無
為
の
ま
わ
り
を
廻
っ
て
、
彼
に
戯
れ
か
け
た
が
、

無
為
は
振
り
返
ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
す
る
と
急
に
虎
や
狼
な
ど
十

幾
種
類
も
の
猛
獣
が
現
れ
、
吼
え
叫
び
躍
り
上
が
り
、
口
を
開
い
て
無

為
に
向
か
っ
て
き
た
。
し
か
し
無
為
は
動
じ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
彼
の
亡
き
祖
父
や
父
母
・
先
に
死
去
し
た
眷
屬
た
ち
の
姿
が
見
え

た
。
彼
等
は
無
為
の
前
に
立
っ
て
言
っ
た
、
「
お
前
は
私
た
ち
を
目
の
前

に
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
声
も
か
け
な
い
で
い
ら
れ
る
の
か
い
」
と
。

無
為
は
涕
涙
こ
も
ご
も
流
れ
落
ち
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
と

う
と
う
一
言
も
発
し
な
か
っ
た
。
ま
た
急
に
一
人
の
夜
叉
が
現
れ
た
。

身
の
た
け
は
三
丈
、
目
は
稲
妻
の
よ
う
に
紅
く
輝
き
、
口
は
血
の
よ
う

に
真
っ
赤
、
朱
色
の
髪
は
竹
竿
の
よ
う
に
突
っ
立
ち
、
鋸
の
歯
と
鈎
の

爪
を
む
き
出
し
に
し
て
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
無
為
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た

が
、
無
為
は
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た
。

【
校
記
】
４

④
三

会
校
本
校
記
に
「
孫
本
、
沈
本
作
『
二
』」
と
あ
る
。

【
注
】
４

○
上
帝

天
の
神
。
天
帝
。
『
河
東
記
』
で
は
、「
王
錡
」
（
巻
三
百
一
十

一
・
神
二
十
）
、「
崔
紹
」（
巻
三
百
八
十
五
・
再
生
十
一
）
に
も
見
え
る
。

○
須
臾

し
ば
ら
く
。
少
し
の
間
。
『
河
東
記
』
に
も
頻
見
さ
れ
る
。

○
王
喬

王
子
喬
の
こ
と
。
名
は
晋
、
子
喬
は
字
。
周
の
霊
王
の
太
子
。

嵩
山
で
神
仙
に
な
っ
た
と
い
う
記
事
が
、
漢
・
劉
向
『
列
仙
伝
』
巻
上

に
見
え
る
。

○
安
期

秦
の
時
代
の
仙
人
、
安
期
生
の
こ
と
。
安
期
先
生
と
も
称
す

る
。
薬
を
海
辺
に
売
り
、
学
を
河
上
丈
人
に
受
け
、
長
寿
を
得
て
千
歳

翁
と
呼
ば
れ
た
。
『
史
記
』
巻
二
十
八
・
封
禅
書
や
『
列
仙
伝
』
巻
上
な

ど
に
記
事
が
見
え
る
。

○
適
來

今
し
が
た
。
先
ほ
ど
。
『
太
平
広
記
』
中
に
も
、
巻
十
四
・
神

仙
十
四
・
「
許
眞
君
」
の
「
眞
君
謂
門
人
曰
、
適
來
年
少
乃
是
蛟
蜃
之
精

（
真
君

門
人
に
謂
ひ
て
曰
く
、
適
来
の
年
少
は
乃
ち
是
れ
蛟
蜃
の
精

な
り
）
」
（
出
典
は
唐
・
胡
慧
超
『
十
二
真
君
伝
（
晋
洪
州
西
山
十
二
真

君
内
伝
）
』
）
な
ど
、
用
例
が
散
見
さ
れ
る
。『
河
東
記
』
で
は
、
他
に
「
韋

齊
休
」
（
巻
三
百
四
十
八
・
鬼
三
十
三
）
に
一
例
。

○
二
八

十
六
歳
。
適
齢
期
の
若
く
美
し
い
女
性
を
意
味
し
、
『
太
平
広

記
』
に
お
い
て
も
、
巻
六
十
・
女
仙
五
・
「
樊
夫
人
」
に
「
年
二
八
、
艷

美
（
年
は
二
八
に
し
て
、
艶
美
な
り
）
」
（
出
典
は
五
代
・
闕
名
『
女
仙

伝
』
）
、
巻
三
百
三
十
九
・
鬼
二
十
四
・
「
崔
書
生
」
に

「
乃
二
八
絶
代

之
姝
也
（
乃
ち
二
八
の
絶
代
の
姝
な
り
）
」
（
出
典
は
唐
・
鄭
還
古
『
博
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異
志
』
）
な
ど
と
あ
る
。

○
容
華
端
麗

「
容
華
」
は
顔
か
た
ち
の
美
し
い
こ
と
。
「
容
姿
端
麗
」

と
同
義
で
あ
る
が
、
「
容
華
端
麗
」
は
珍
し
い
よ
う
で
、
他
に
例
が
見
当

た
ら
な
い
。

○
音
韻
幽
閑

「
音
韻
」
は
声
、
言
葉
遣
い
。「
幽
閑
」
は
、
女
性
が
静

か
で
奥
ゆ
か
し
い
さ
ま
。
『
詩
経
』
周
南
「
關
雎
」
の
「
窈
窕
淑
女
」
の

句
に
、
毛
伝
が
「
窈
窕
、
幽
閒
也
」
と
注
す
る
の
に
基
づ
く
。
た
だ
、

四
字
句
と
し
て
の
用
例
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。

○
綺
羅
繽
紛

「
綺
羅
」
は
、
彩
絹
と
薄
絹
。
美
し
い
衣
服
。
ま
た
そ

れ
を
着
た
貴
婦
人
・
美
女
を
指
す
。
「
繽
紛
」
は
、
乱
れ
入
り
交
じ
る
さ

ま
。
風
に
ひ
る
が
え
っ
て
舞
う
さ
ま
。
『
河
東
記
』
の
「
崔
紹
」
（
巻
三

百
八
十
五
・
再
生
十
一
）
に
も
見
え
る
。
「
綺
羅
」
も
「
繽
紛
」
も
常
見

の
語
で
あ
る
が
、
「
綺
羅
繽
紛
」
の
四
字
句
も
珍
し
い
よ
う
で
、
他
に
例

が
見
当
た
ら
な
い
。

○
薫
灼

煙
火
で
く
す
べ
焼
く
。
転
じ
て
、
勢
い
が
盛
ん
で
人
を
圧
倒

す
る
さ
ま
。
『
太
平
広
記
』
の
用
例
で
は
、
巻
三
百
三
十
五
・
鬼
二
十
・

「
楊
國
忠
」
の
「
權
勢
薫
灼
、
朝
廷
無
比
（
権
勢
薫
灼
た
る
こ
と
、
朝

廷
に
比
ぶ
る
無
し
）
」（
出
典
は
唐
・
牛
粛
『
記
聞
』）
な
ど
。

○
盤
旋

ぐ
る
ぐ
る
回
る
。
『
太
平
広
記
』
に
も
散
見
さ
れ
、
例
え
ば
巻

七
十
・
女
仙
十
五
・
「
裴
玄
靜
」
に
は
、
「
五
雲
盤
旋
、
仙
女
奏
樂
（
五

雲
は
盤
旋
し
、
仙
女
は
楽
を
奏
す
）
」
と
あ
る
（
出
典
は
五
代
十
国
・
呉

・
沈
汾
『
続
仙
伝
』
）。

○
調
戲

か
ら
か
う
。
悪
ふ
ざ
け
を
す
る
。
男
女
が
ふ
ざ
け
あ
う
性
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伴
う
場
合
が
多
く
、
こ
こ
も
そ
う
し
た
用
例
。
『
太
平

広
記
』
巻
四
百
三
十
九
・
畜
獣
六
・
羊
・
「
楊
氏
」
に
、
「
長
安
楊
氏
宅

恒
有
青
衣
婦
人
、
不
知
其
所
由
來
。
因
出
外
間
、
與
男
子
調
戲
（
長
安

の
楊
氏
の
宅
に
恒
に
青
衣
の
婦
人
有
り
、
其
の
由
り
て
来
た
る
所
を
知

ら
ず
。
外
間
に
出
づ
る
に
因
り
て
、
男
子
と
調
戯
す
）
」
（
出
典
は
唐
・

戴
孚
『
広
異
記
』
）
、
巻
四
百
六
十
二
・
禽
鳥
三
・
「
錢
塘
士
人
」
に
、「
錢

塘
士
人
姓
杜
、
船
行
、
時
大
雪
日
暮
、
有
女
子
素
衣
來
。
杜
曰
、
何
不

入
船
。
遂
相
調
戲
（
銭
塘
の
士
人
の
姓
杜
な
る
も
の
、
船
行
し
、
時
に

大
い
に
雪
ふ
り
て
日
暮
る
る
に
、
女
子
の
素
衣
に
て
来
る
有
り
。
杜
曰

く
、
何
ぞ
船
に
入
ら
ざ
る
、
と
。
遂
に
相
ひ
調
戯
す
）
」
（
出
典
は
東
晋

・
陶
潜
『
続
捜
神
記
（
捜
神
后
記
）
』
）
と
あ
る
。

○
哮
叫

ほ
え
さ
け
ぶ
。
『
河
東
記
』
の
「
蘊
都
師
」
（
巻
三
百
五
十
七

・
夜
叉
二
）
も
、
夜
叉
を
「
鋸
牙
植
髮
、
長
比
巨
人
。
哮
叫
拏
獲
、
騰

踔
而
出
（
鋸
牙
に
し
て
植
髪
、
長
は
巨
人
に
比
す
。
哮
叫
拏
獲
し
、
騰

た
け

踔
し
て
出
づ
）
」
と
描
写
し
て
い
る
。
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○
騰
擲

躍
り
上
が
る
。
飛
び
か
か
る
。
唐
・
皇
甫
湜
「
石
佛
谷
」
に

「
枯
松
間
槎
枿
、
猛
獸
恣
騰
擲
（
枯
松

槎
枿
を
間
へ
、
猛
獣

騰
擲

ま
じ

を

恣

に
す
）
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
百
六
十
九
）
と
あ
る
。

ほ
し
い
ま
ま

○
祖
考

亡
く
な
っ
た
祖
父
。
先
祖
。『
太
平
広
記
』
で
は
、
他
に
三
例
。

○
涕
涙
交
下

「
涕
涙
」
は
、
鼻
水
と
な
み
だ
。
鼻
水
と
涙
が
入
り
ま

じ
っ
て
流
れ
落
ち
る
。
『
北
魏
書
』
巻
十
八
・
太
武
五
王
伝
、
臨
淮
王
譚

の
子
彧
の
伝
に
「
彧
聞
樂
聲
歔
欷
、
涕
涙
交
下
（
彧

楽
声
を
聞
き
て

歔
欷
し
、
涕
涙
交
ご
も
下
る
）
」
と
あ
る
。

○
夜
叉

イ
ン
ド
の
神
話
や
仏
典
に
見
え
る
、
凶
悪
な
姿
を
し
た
鬼
神
。

『
河
東
記
』
で
は
上
記
の
「
蘊
都
師
」
に
登
場
す
る
。

○
三
丈

「
丈
」
は
長
さ
の
単
位
、
一
尺
の
十
倍
。
唐
代
の
一
尺
は
、

約
三
十
一
セ
ン
チ
。
「
三
丈
」
は
、
神
や
鬼
、
妖
怪
な
ど
の
巨
大
さ
を
描

写
す
る
際
の
常
套
句
で
、
『
太
平
広
記
』
中
に
も
屡
々
見
え
る
。
『
河
東

記
』
で
は
、
「
踏
歌
鬼
」
に
「
鸛
鵲
樓
下
見
二
鬼
、
各
長
三
尺
許
…
（
鸛

鵲
楼
下
に
二
鬼
を
見
る
に
、
各
お
の
長
さ
三
尺
許
り
に
し
て
…
）
」
、「
盧

ば
か

燕
」
に
「
見
一
婦
人
、
長
三
丈
許
（
一
婦
人
の
長
三
丈
許
り
な
る
を
見

た
け

る
）
」
な
ど
と
あ
る
（
い
ず
れ
も
卷
三
百
四
十
六
・
鬼
三
十
一
）
。

○
目
如
電
赩

「
赩
」
は
、
あ
か
く
照
り
映
え
る
。
『
太
平
広
記
』
巻
三

百
五
十
七
・
夜
叉
二
・
「
陳
越
石
」
で
は
、
夜
叉
の
相
貌
を
「
赤
髮
蓬
然
、

兩
目
如
電
、
四
牙
若
鋒
刃
之
狀
（
赤
髪
は
蓬
然
と
し
、
両
目
は
電
の
如

く
、
四
牙
は
鋒
刃
の
状
の
若
し
］
）
」
と
形
容
す
る
（
出
典
は
唐
・
張
読

『
宣
室
志
』
）。

○
朱
髮
植
竿

赤
い
髪
が
竹
竿
の
よ
う
に
、
ま
っ
す
ぐ
突
っ
立
っ
て
い

る
さ
ま
を
言
う
。
「
植
」
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
つ
、
た
て
る
。
『
太
平
広

記
』
巻
二
百
九
十
九
・
神
九
・
「
韋
道
安
」
に
「
有
物
朱
髮
鋸
牙
、
…
（
物

有
り
て
朱
髪
鋸
牙
…
）
」
と
あ
り
（
出
典
は
唐
・
李
玖
『
異
聞
録
（
纂
異

記
）
』
）
、「
鋸
牙
」
と
並
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
鋸
牙
鉤
爪

ノ
コ
ギ
リ
の
よ
う
な
歯
と
カ
ギ
の
よ
う
な
爪
。
『
太
平
広

記
』
巻
九
十
五
・
異
僧
九
・
「
洪
昉
禪
師
」
で
は
、
や
は
り
夜
叉
の
相
貌

を
「
鋸
牙
鈎
爪
」
と
形
容
し
て
い
る
（
出
典
は
唐
・
牛
粛
『
紀
聞
』
）
。

他
に
巻
三
百
六
十
二
・
妖
怪
四
・
「
李
林
甫
」
（
出
典
は
唐
・
鄭
綮
『
開

天
伝
信
記
』
）
、
巻
四
百
八
十
一
・
蛮
夷
二
・
「
新
羅
」（
出
典
は
『
紀
聞
』
）

に
も
用
例
が
見
え
る
。
ま
た
『
白
孔
六
帖
』
巻
九
十
七
・
虎
は
、
唐
・

李
翰
「
射
虎
圖
贊
」
か
ら
「
鋸
牙
鈎
爪
、
雷
聲
電
視
」
の
句
を
引
く
。『
河

東
記
』
「
蘊
都
師
」
の
夜
叉
の
描
写
に
も
、
上
述
の
よ
う
に
「
鋸
牙
」
と

あ
る
。
な
お
、
『
太
平
広
記
』
巻
四
百
八
十
一
・
蛮
夷
二
・
「
新
羅
」
に

は
、
新
羅
国
の
東
隣
の
長
人
国
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
描
写
が
見
え

る
。
「
長
人
身
三
丈
、
鋸
牙
鈎
爪
、
不
火
食
、
逐
禽
獸
而
食
之
（
長
人
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身
の
た
け
三
丈
、
鋸
牙
に
し
て
鈎
爪
、
火
食
せ
ず
、
禽
獣
を
逐
ひ
て
之

を
食
ふ
）
」
（
出
典
は
『
紀
聞
』
）
。
辺
境
未
開
異
民
族
に
対
す
る
当
時
の

認
識
は
、
夜
叉
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

○
直
衝

ま
っ
す
ぐ
に
突
き
当
た
る
。
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
む
。
『
太

平
広
記
』
で
は
他
に
二
例
。
巻
四
百
五
十
七
・
蛇
二
・
「
杜
暐
」
に
は
、

「
直
衝
蛇
頭
、
蛇
遂
裂
而
死
（
蛇
頭
に
直
衝
し
、
蛇

遂
に
裂
け
て
死

す
）
」
と
あ
る
（
出
典
は
『
紀
聞
』
）。

【
原
文
】
５

旣
而
有
黃
衫
人
。
領
二
⑤
手
力
⑥
至
、
謂
無
爲
曰
、
大
王
追
、
不
願

行
。
但
言
其
故
卽
即
免
。
無
爲
不
言
。
黃
衫
人
卽
叱
二
手
力
、
可
拽
去
。

無
爲
不
得
已
而
隨
之
。
須
臾
至
一
府
署
。
云
是
平
等
王
、
南
面
憑
几
、

威
儀
甚
嚴
。
厲
聲
謂
無
爲
曰
、
爾
未
合
至
此
。
若
能
一
言
自
辨
、
卽
放

爾
廻
。
無
爲
不
對
。
平
等
王
又
令
引
向
獄
中
。
看
諸
受
罪
者
、
慘
毒
痛

楚
、
萬
狀
千
名
。
旣
廻
、
仍
謂
之
曰
、
爾
若
不
言
、
便
入
此
中
矣
。
無

爲
心
雖
恐
懼
、
終
亦
不
言
。
平
等
王
曰
、
卽
令
別
受
生
。
不
得
放
歸
本

處
。
無
爲
自
此
心
迷
、
寂
無
所
知
。

【
訓
読
】
５

既
に
し
て
黄
衫
の
人
有
り
。
二
手
力
を
領
し
て
至
り
、
無
為
に
謂
ひ

て
曰
く
、
「
大
王
追
は
る
る
に
、
行
く
を
願
は
ず
。
但
だ
其
の
故
を
言
は

ば
即
ち
免
れ
ん
」
と
。
無
為
言
は
ず
。
黄
衫
の
人

即
ち
二
手
力
を
叱

し
て
、
「
拽
き
去
ら
し
む
べ
し
」
と
。
無
為

已
む
を
得
ず
し
て
之
に
随

ふ
。
須
臾
に
し
て
一
府
署
に
至
る
。
是
れ
平
等
王
な
り
と
云
ひ
、
南
面

し
て
几
に
凭
り
、
威
儀
甚
だ
厳
な
り
。
声
を
厲
ひ
て
無
為
に
謂
ひ
て
曰

よ

ふ
る

く
、
「

爾

未
だ
合
に
此
に
至
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
能
く
一
言
し
て
自

な
ん
ぢ

ま
さ

も

ら
弁
ず
れ
ば
、
即
ち
爾
を
放
ち
て
廻
さ
ん
」
と
。
無
為
対
へ
ず
。
平
等

か
へ

こ
た

王
又
た
引
き
て
獄
中
に
向
か
は
し
む
。
諸
々
の
罪
を
受
く
る
者
の
慘
毒

痛
楚
せ
る
こ
と
、
万
状
千
名
な
る
を
看
る
。
既
に
廻
り
、
仍
り
て
之
に

よ

謂
ひ
て
曰
く
、「
爾

若
し
言
は
ず
ん
ば
、
便
ち
此
の
中
に
入
れ
ん
」
と
。

無
為

心
は
恐
懼
す
る
と
雖
も
、
終
に
亦
た
言
は
ず
。
平
等
王
曰
く
、「
即

ち
別
に
生
を
受
け
し
め
ん
。
本
処
に
放
ち
帰
す
こ
と
を
得
ず
」
と
。
無

為

此
よ
り
心
迷
ひ
、
寂
と
し
て
知
る
所
な
し
。

【
訳
】
５

間
も
な
く
し
て
黄
衫
を
着
た
人
物
が
現
れ
た
。
彼
は
二
人
の
小
役
人

を
率
い
て
や
っ
て
来
る
と
、
無
為
に
「
大
王
様
が
お
呼
び
で
あ
る
の
に
、

行
く
こ
と
を
願
わ
な
い
の
だ
な
。
た
だ
そ
の
理
由
を
言
い
さ
え
す
れ
ば
、

許
し
て
や
ろ
う
」
と
言
っ
た
が
、
無
為
は
口
を
き
か
な
か
っ
た
。
す
る
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と
黄
衫
の
人
物
は
、
小
役
人
を
大
声
で
呼
ん
で
「
引
っ
立
て
い
！
」
と

命
じ
た
。
そ
こ
で
無
為
は
や
む
を
得
ず
彼
等
に
つ
き
従
っ
た
。
し
ば
ら

く
し
て
一
つ
の
役
所
に
着
い
た
が
、
閻
魔
大
王
の
居
所
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
大
王
は
南
を
向
い
て
脇
息
に
寄
り
か
か
り
、
重
々
し
い
立
居
振

舞
に
は
大
層
威
厳
が
あ
っ
た
。
彼
は
大
音
声
で
無
為
に
言
っ
た
、
「
汝
は

ま
だ
此
処
に
来
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
し
も
一
言
自
ら
弁
明
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
す
ぐ
に
赦
し
て
返
し
て
つ
か
わ
そ
う
」
と
。
し
か
し
無

為
は
答
え
な
か
っ
た
の
で
、
大
王
は
彼
を
獄
中
に
引
い
て
行
か
せ
た
。

そ
こ
で
諸
々
の
罪
を
受
け
た
者
た
ち
が
、
有
り
と
あ
ら
ゆ
る
酷
た
ら
し

い
責
め
苦
に
苛
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
戻
る
と

大
王
は
言
っ
た
、
「
汝
が
も
し
言
わ
な
い
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
も
こ
の
中
に

入
れ
て
し
ま
う
ぞ
」
。
無
為
は
内
心
震
え
上
が
っ
た
が
、
最
後
ま
で
言
お

う
と
し
な
か
っ
た
。
す
る
と
王
は
言
っ
た
、
「
す
ぐ
に
別
に
生
を
受
け
さ

せ
よ
う
。
元
の
と
こ
ろ
に
返
す
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
」
と
。
無
為
は
そ
こ

か
ら
意
識
が
遠
の
き
、
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
た
ま
ま
何
も
分
か
ら
な

く
な
っ
た
。

【
校
記
】
５

⑤
二

会
校
本
校
記
に
「
孫
本
作
『
一
』」
と
あ
る
。

⑥
手
力

会
校
本
は
「
刀
手
」
に
作
り
、
校
記
に
「
原
作
『
手
力
』
。
現

據
孫
本
改
。
下
同
」
と
あ
る
。「
手
力
」
で
意
味
は
通
じ
る
上
、「
刀
手
」

は
見
慣
れ
な
い
熟
語
。
強
い
て
本
文
を
改
め
る
必
要
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

【
注
】
５

○
黃
衫

黄
色
の
短
い
着
物
。
隋
唐
時
代
、
富
貴
な
家
の
少
年
や
任
侠

の
客
が
着
た
。『
太
平
広
記
』
中
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
巻
一
百

三
十
二
・
報
応
三
十
一
・
「
張
縱
」
（
出
典
は
唐
・
戴
孚
『
広
異
記
』
）
に

登
場
す
る
「
黃
衫
吏
」
の
よ
う
に
、
冥
界
の
使
者
の
着
衣
で
も
あ
っ
た
。

『
河
東
記
』
で
は
、
「
李
敏
求
」
（
巻
一
百
五
十
七
・
定
数
十
二
）
、
「
許

琛
」
（
巻
三
百
八
十
四
・
再
生
十
）
、
「
崔
紹
」
（
巻
三
百
八
十
五
・
再
生

十
一
）
、「
辛
察
」
（
巻
三
百
八
十
五
・
再
生
十
一
）
に
見
え
る
が
、
い
ず

れ
も
こ
れ
に
属
す
る
。

○
手
力

雑
役
の
小
吏
。
小
役
人
。
『
旧
唐
書
』
巻
四
十
四
・
職
官
三
・

武
官
・
「
神
威
軍
」
に
、
「
大
將
軍
二
員
、
將
軍
二
員
、
職
田
俸
錢
手
力

粮
科
等
、
同
六
軍
諸
衛
（
大
将
軍
は
二
員
、
将
軍
は
二
員
、
職
田
・
俸

銭
・
手
力
・
粮
科
等
は
、
六
軍
の
諸
衛
に
同
じ
）
」
と
見
え
る
。
『
太
平

広
記
』
中
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
『
河
東
記
』
の
用
例
と
し
て
は
、
「
李

敏
求
」
（
前
出
）
に
、
「
可
將
一
兩
箇
了
事
手
力
、
兼
所
乘
鞍
馬
、
送
二

郎
歸
（
一
両
箇
の
了
事
の
手
力
、
兼
ぬ
る
に
乗
る
所
の
鞍
馬
を
将
て
、

も
つ

二
郎
の
帰
る
を
送
る
べ
し
）
」
と
あ
る
。
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○
追

役
所
が
呼
び
出
す
、
あ
る
い
は
追
い
か
け
て
逮
捕
す
る
。
江
藍

生
・
曹
広
順
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』（
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）

は
、
敦
煌
変
文
の
「
漢
將
王
陵
變
」
や
唐
・
張
鷟
『
朝
野
僉
載
』
の
用

例
を
引
い
て
「
官
府
伝
呼
或
捉
拿
人
」
と
説
明
す
る
（
四
五
六
頁
）
。
小

説
に
お
い
て
は
、
冥
府
か
ら
の
使
者
あ
る
い
は
蘇
生
し
て
冥
府
か
ら
戻

っ
た
者
の
台
詞
に
、
こ
の
言
葉
が
し
ば
し
ば
見
え
、
官
府
の
公
用
語
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
河
東
記
』
の
「
崔
紹
」
（
前
出
）
に
お
い
て

は
、「
將
殛
之
際
。
忽
見
二
人
焉
。
一
人
衣
黃
。
一
人
衣
皂
。
手
執
文
帖
。

云
。
奉
王
命
追
公
。
一
人
衣
黃
。
一
人
衣
皂
。
手
執
文
帖
。
云
。
奉
王

命
追
公
。
（
将
に
殛
さ
れ
ん
と
す
る
の
際
、
忽
ち
二
人
を
見
る
。
一
人
は

黄
を
衣
、
一
人
は
皂
を
衣
、
手
に
は
文
帖
を
執
り
て
云
ふ
、
「
王
命
を
奉

き

じ
て
公
を
追
ふ
」
と
）
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
幾
度
も
「
追
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。（
な
お
『
太
平
広
記
』
は
、「
崔
紹
」
の
出
典
を
『
玄
怪
録
』

と
し
て
い
る
が
、
『
河
東
記
』
が
正
し
い
。
詳
し
く
は
李
剣
国
『
唐
五
代

志
怪
伝
記
叙
録
』
下
冊
六
二
三
、
六
三
九
頁
を
参
照
。）

こ
の
ほ
か
『
太
平
広
記
』
で
は
、
報
応
部
や
再
生
部
を
中
心
に
「
閻

羅
王
追
―
―
」
「
王
追
―
―
」
の
用
例
が
散
見
さ
れ
、
特
に
巻
一
百
三
十

二
・
報
応
三
十
一
・
「
張
縱
」
、
巻
三
百
七
十
七
・
再
生
三
・
「
韋
廣
濟
」
、

巻
三
百
七
十
八
・
再
生
四
・
「
隰
州
佐
史
」
、
巻
三
百
八
十
一
・
再
生
七

・
「
霍
有
鄰
」
、
「
裴
齡
」
は
、
い
ず
れ
も
唐
・
戴
孚
『
広
異
記
』
を
出
典

と
し
て
い
る
。

○
可
拽
去

「
拽
去
」
は
、
引
き
ず
っ
て
ゆ
く
、
引
っ
立
て
る
。
『
太
平

広
記
』
現
代
中
国
語
訳
は
、
い
ず
れ
も
地
の
文
の
説
明
と
し
て
訳
出
し

て
い
る
。
た
だ
、
そ
う
読
も
う
と
す
る
と
「
可
」
字
が
落
ち
着
か
な
い
。

『
太
平
広
記
選
』
は
、
こ
れ
を
黄
衫
の
人
の
言
葉
と
取
っ
て
句
読
を
施

し
て
い
る
（
上
巻
「
杜
子
春
伝
」
附
録
、
三
三
八
頁
）
。
こ
れ
に
従
う
。

○
府
署

役
所
。
『
河
東
記
』
で
は
、「
李
敏
求
」
（
巻
一
百
五
十
七
・
定

数
十
二
）
に
も
見
え
る
。

○
平
等
王

冥
界
で
死
者
の
罪
業
を
裁
く
王
の
名
。
公
平
に
生
死
罪
福

を
掌
る
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。
唐
・
慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
巻
五
に
「
梵

音
爓
魔
、
義
翻
爲
平
等
王
。
此
司
典
生
死
罪
福
之
業
（
梵
音
は
爓
魔
、

義
翻
し
て
平
等
王
と
為
す
。
此
れ
生
死
罪
福
の
業
を
司
典
す
）
」
と
あ
る
。

『
河
東
記
』
で
は
、
「
盧
從
事
」
（
巻
四
百
三
十
六
・
畜
獸
三
・
馬
）
に

も
用
例
が
見
え
る
。
も
と
は
閻
魔
を
指
し
た
が
、
唐
の
蔵
川
の
著
述
と

伝
え
ら
れ
る
『
十
王
経
』
で
は
、
秦
広
王
・
初
江
王
・
閻
羅
王
ら
と
並

ん
で
十
人
の
王
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。『
岩
波
仏
教
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、

『
十
王
経
』
は
、
十
王
信
仰
が
盛
ん
と
な
っ
た
唐
末
十
世
紀
頃
に
成
立

し
た
偽
経
と
さ
れ
る
（
四
七
六
頁
）
。
九
世
紀
中
頃
成
立
の
『
河
東
記
』
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の
「
平
等
王
」
が
い
ず
れ
を
指
す
か
微
妙
で
あ
る
が
、
二
例
と
も
冥
府

の
裁
判
官
を
極
く
一
般
的
に
指
し
て
い
る
様
子
か
ら
す
る
と
、
古
義
の

閻
魔
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

○
南
面
憑
几

「
南
面
」
は
、
南
を
向
く
。
天
子
や
王
の
玉
座
は
北
に

置
か
れ
南
向
き
で
あ
っ
た
。「
憑
几
」
の
「
几
」
は
、
ひ
じ
掛
け
、
脇
息
。

ひ
じ
掛
け
に
寄
り
か
か
る
。
『
河
東
記
』
で
は
、「
段
何
」
（
巻
三
百
四
十

九
・
鬼
三
十
四
）
に
見
え
る
。
四
字
句
の
用
例
は
、
『
北
周
書
』
巻
十
五

・
于
謹
伝
に
「
三
老
升
席
、
南
面
憑
几
（
三
老

席
に
升
り
、
南
面
し

て
几
に
憑
る
）」
と
あ
る
。

○
威
儀

礼
儀
に
か
な
っ
た
、
い
か
め
し
く
重
々
し
い
立
居
振
舞
や
身

な
り
。
常
見
の
語
で
あ
る
が
、
『
河
東
記
』
で
の
用
例
は
本
話
の
み
。

○
厲
聲

声
を
荒
げ
る
。
声
を
張
り
上
げ
る
。『
河
東
記
』
で
は
、
他
に

「
韋
齊
休
」
（
巻
三
百
四
十
八
・
鬼
三
十
三
）
に
一
例
。

○
慘
毒
痛
楚

「
慘
毒
」
は
、
酷
た
ら
し
く
人
を
そ
こ
な
う
。
「
痛
楚
」

は
、
「
楚
痛
」
に
同
じ
。
甚
だ
し
い
苦
痛
。
『
河
東
記
』
で
は
「
慘
毒
」

の
用
例
は
他
に
な
く
、
「
痛
楚
」
が
「
盧
佩
」
（
巻
三
百
六
・
神
十
六
）

に
見
え
る
。

○
萬
狀
千
名

千
や
万
も
の
あ
ら
ゆ
る
形
状
。「
萬
狀
千
形
」
あ
る
い
は

「
萬
狀
千
態
」
が
一
般
的
。
「
萬
狀
千
名
」
は
用
例
が
極
め
て
少
な
く
、

『
太
平
広
記
』
も
こ
の
一
例
の
み
。
時
代
は
降
る
が
、
宋
・
張
君
房
『
雲

笈
七
籤
』
巻
一
二
〇
・
道
教
霊
験
記
・
「
浴
爰
赤
木
古
鐘
水
洗
瘡
驗
」
に

「
奇
文
隱
鏤
、
萬
狀
千
名
（
奇
文

隠
鏤
さ
れ
、
万
状
千
名
た
り
）
」
と

あ
る
。

○
本
處

も
と
の
場
所
。
『
河
東
記
』
で
は
、
他
に
「
韋
浦
」
（
巻
三
百

四
十
一
・
鬼
二
十
六
）
に
一
例
。

○
寂
無
所
知

ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
た
な
か
で
知
覚
を
失
う
。
『
太

平
広
記
』
中
の
似
た
表
現
と
し
て
は
、
巻
三
百
五
十
一
・
鬼
三
六
・
「
王

坤
」
の
「
寂
無
所
覩
」
（
出
典
は
唐
・
張
読
『
宣
室
志
』
）
、
同
巻
・
「
段

成
式
」
の
「
寂
無
所
覩
」（
出
典
は
唐
・
尉
遅
枢
『
南
楚
新
聞
』
）
な
ど
。

【
原
文
】
６

俄
然
復
覺
、
其
身
託
生
於
長
安
貴
人
王
氏
家
。
初
在
母
胎
、
猶
記
宿

誓
不
言
。
旣
生
、
相
貌
具
足
、
唯
不
解
啼
。
三
日
滿
月
、
其
家
大
會
親

賓
。
廣
張
聲
樂
、
乳
母
抱
兒
出
、
衆
中
遞
相
憐
撫
。
父
母
相
謂
曰
、
我

兒
他
日
必
是
貴
人
。
因
名
曰
貴
郎
。
聰
慧
日
甚
、
祗
不
解
啼
。
纔
及
三

歳
便
行
。
弱
不
好
弄
、
至
五
六
歳
、
雖
不
能
言
、
所
爲
雅
有
高
致
。
十

歳
操
筆
、
卽
成
文
章
。
動
靜
嬉
遊
、
必
盈
紙
墨
。
旣
及
弱
冠
、
儀
形
甚

都
。
擧
止
雍
雍
⑦
、
可
爲
人
表
。
然
自
以
瘖
瘂
、
不
肯
入
仕
。
其
家
富
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比
王
室
、
金
玉
滿
堂
、
婢
妾
歌
鐘
、
極
於
奢
侈
。
年
二
十
六
、
父
母
爲

之
娶
妻
。
妻
亦
豪
家
、
又
絶
代
姿
容
。
工
巧
伎
樂
、
無
不
妙
絶
。

【
訓
読
】
６

俄
然
と
し
て
復
た
覚
む
る
に
、
其
の
身
は
生
を
長
安
の
貴
人
王
氏
の

家
に
託
す
。
初
め
母
胎
に
在
る
に
、
猶
ほ
宿
誓
を
記
し
て
言
は
ず
。
既

に
生
ま
る
る
や
、
相
貌
具
足
す
る
も
、
唯
だ
啼
く
こ
と
解
は
ず
。
三
日

あ
た

満
月
、
其
の
家

大
い
に
親
賓
を
会
す
。
広
く
声
楽
を
張
り
、
乳
母

児
を
抱
き
て
出
づ
れ
ば
、
衆
中

遞
ひ
に
相
ひ
憐
撫
す
。
父
母
相
ひ
謂

た
が

ひ
て
曰
く
、
「
我
が
児

他
日
必
ず
是
れ
貴
人
た
ら
ん
」
と
。
因
り
て
名

づ
け
て
貴
郎
と
曰
ふ
。
聰
慧
な
る
こ
と
日
に
甚
だ
し
き
も
、
祗
だ
啼
く

こ
と
解
は
ず
。
纔
か
に
三
歳
に
及
び
て
便
ち
行
く
。
弱
に
し
て
弄
を
好

あ
た

わ
づ

ま
ず
、
五
六
歳
に
至
り
て
、
言
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
と
雖
も
、
為
す
所
は

雅
に
し
て
高
致
あ
り
。
十
歳
に
し
て
筆
を
操
り
、
即
ち
文
章
を
成
す
。

動
静
嬉
遊
、
必
ず
紙
墨
に
盈
つ
。
既
に
弱
冠
に
及
び
、
儀
形
甚
だ
都
な

み

り
。
挙
止
は
雍
雍
と
し
て
、
人
表
と
為
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
自
ら
瘖
瘂

な
る
を
以
て
、
肯
へ
て
入
仕
せ
ず
。
其
の
家

富
は
王
室
に
比
び
、
金

な
ら

玉
は
堂
に
満
ち
、
婢
妾
歌
鐘
は
奢
侈
を
極
む
。
年
二
十
六
に
し
て
、
父

母

之
が
為
に
妻
を
娶
る
。
妻
も
亦
た
豪
家
に
し
て
、
又
た
絶
代
の
姿

容
な
り
。
工
巧
伎
楽
、
妙
絶
な
ら
ざ
る
は
無
し
。

【
訳
】
６

不
意
に
意
識
を
取
り
戻
す
と
、
彼
の
身
は
、
長
安
の
貴
人
王
氏
の
家

に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
最
初
、
母
の
胎
内
に
い
る
時
に
も
、

な
お
前
世
か
ら
の
誓
い
を
覚
え
て
い
て
口
を
利
か
な
か
っ
た
。
生
ま
れ

落
ち
る
と
、
容
姿
に
欠
け
た
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
が
、
た
だ
泣
く
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
生
ま
れ
て
三
日
目
、
満
一
ヶ
月
と
、
そ
の
家
で
は

親
戚
や
客
人
達
を
招
い
て
大
宴
会
が
開
か
れ
た
。
音
楽
が
盛
ん
に
奏
で

ら
れ
る
な
か
、
乳
母
が
子
を
抱
い
て
出
る
と
、
集
っ
た
人
々
は
可
愛
が

っ
て
彼
を
代
わ
る
代
わ
る
撫
で
た
。
父
母
は
互
い
に
「
こ
の
子
は
、
何

時
か
き
っ
と
貴
い
身
分
の
人
に
な
る
に
違
い
な
い
」
と
言
い
合
い
、
そ

こ
で
貴
郎
と
名
付
け
た
。
そ
の
聡
明
さ
は
日
ご
と
に
顕
か
に
な
っ
て
い

っ
た
が
、
た
だ
泣
く
こ
と
だ
け
は
出
来
ず
、
や
っ
と
三
歳
な
っ
て
歩
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
幼
い
頃
か
ら
遊
び
戯
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
五
、

六
歳
に
な
る
と
、
話
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
振
舞
は
優
雅
で
高

い
品
格
が
あ
っ
た
。
十
歳
で
筆
を
手
に
し
て
文
章
を
作
り
、
起
居
あ
る

い
は
行
楽
の
際
と
、
必
ず
作
品
で
溢
れ
た
。
成
人
す
る
と
容
貌
は
甚
だ

美
し
く
、
穏
和
な
立
居
振
舞
で
、
人
の
模
範
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
言
葉
が
話
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
敢
え
て
仕
官
は
し
な
か

っ
た
。
彼
の
家
は
王
室
に
並
ぶ
ほ
ど
の
富
裕
さ
で
、
金
玉
は
堂
に
満
ち
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あ
ふ
れ
、
妾
婢
や
歌
舞
は
奢
侈
を
極
め
た
。
年
二
十
六
に
な
っ
て
、
父

母
は
彼
の
た
め
に
妻
を
娶
っ
た
。
彼
女
も
ま
た
富
豪
の
家
の
出
身
で
、

そ
の
う
え
絶
世
の
美
人
、
女
性
と
し
て
の
嗜
み
や
音
楽
技
芸
な
ど
、
絶

妙
で
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

【
校
記
】
６

⑦
雍
雍

会
校
本
は
「
雍
容
」
に
作
り
、
校
記
に
「
原
作
『
雍
』
。
現
據

孫
本
、
沈
本
改
」
と
あ
る
。
「
雍
雍
」
「
雍
容
」
い
ず
れ
も
和
ら
ぎ
穏
や

か
な
さ
ま
を
言
い
、
意
味
に
大
差
は
な
い
。

【
注
】
６

○
長
安

現
在
の
陝
西
省
西
安
市
。
唐
の
都
。
漢
の
高
祖
劉
邦
が
都
を

置
い
て
以
来
、
多
く
の
王
朝
が
都
と
し
た
。
『
河
東
記
』
で
は
、
本
話
意

外
に
も
六
作
品
に
こ
の
地
名
が
見
え
る
。

○
相
貌
具
足

「
相
貌
」
は
、
顔
か
た
ち
、
容
姿
。
「
相
貌
具
足
」
は
、

も
と
は
漢
訳
仏
典
の
言
葉
。
『
賢
愚
経
』
巻
十
二
に
、
「
有
一
長
者
、
生

一
男
兒
。
相
貌
具
足
、
甚
可
愛
（
一
長
者
有
り
、
一
男
児
を
生
む
。
相

貌

具
足
し
、
甚
だ
愛
す
べ
し
）
」
と
あ
る
（
該
当
箇
所
は
『
法
苑
珠
林
』

巻
三
十
一
に
も
引
か
れ
る
）
ほ
か
、
『
菩
薩
本
生
鬘
論
』
巻
十
、
『
仏
本

行
集
経
典
』
巻
九
、『
菩
薩
念
仏
三
昧
経
』
巻
二
な
ど
に
用
例
が
見
え
る
。

た
だ
、
仏
典
以
外
で
は
、
こ
の
「
蕭
洞
玄
」
を
除
い
て
用
例
が
見
当
た

ら
な
い
。

○
不
解

…
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
不
能
」
に
同
じ
。
常
見
の
語
で

あ
る
が
、
『
河
東
記
』
で
の
用
例
は
本
話
の
み
。

○
三
日
滿
月

旧
俗
で
、
子
供
が
生
ま
れ
て
三
日
目
や
一
ヶ
月
目
に
、

親
戚
が
集
ま
っ
て
祝
い
、
湯
浴
み
を
さ
せ
る
儀
式
。
「
洗
三
」
あ
る
い
は

「
洗
兒
」
「
洗
兒
会
」
と
い
う
。
唐
・
姚
汝
能
『
安
禄
山
事
跡
』
巻
上
に

「
玄
宗
使
人
問
之
、
報
云
、
貴
妃
與
祿
山
作
三
日
洗
兒
、
洗
了
又
綳
祿

山
、
是
以
歡
笑
（
玄
宗

人
を
し
て
之
を
問
は
し
む
る
に
、
報
じ
て
云

ふ
、
貴
妃

禄
山
の
与
に
三
日
の
洗
児
を
作
し
、
洗
ひ
了
り
て
又
た
禄

た
め

な

を
は

山
を
綳
み
た
れ
ば
、
是
を
以
て
歓
笑
す
と
）
」
と
あ
る
。
五
代
十
国
・
前

く
る

蜀
・
花
蕊
夫
人
「
宮
詞
」
の
第
六
十
三
首
に
は
、
「
中
尉
傳
聞
三
日
宴
、

翰
林
當
撰
洗
兒
文
（
中
尉

伝
へ
聞
く

三
日
の
宴
、
翰
林

当
に
撰

せ
ん

洗
児
の
文
）
」
の
句
が
見
え
る
。
ま
た
宋
・
孟
元
老
『
東
京
夢
華

録
』
巻
五
・
育
子
に
は
、「
洗
兒
会
」
の
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。「
滿
月
」

の
習
俗
に
つ
い
て
は
、
清
・
翟
灝
『
通
俗
編
』
巻
九
・
儀
節
に
、
『
旧
唐

書
』
の
巻
四
・
本
紀
第
四
・
高
宗
上
ほ
か
を
引
い
て
、
唐
代
に
始
ま
る

と
考
証
す
る
。

○
大
會
親
賓

『
東
京
夢
華
録
』
の
洗
児
会
の
記
述
に
も
、
「
至
滿
月
則

…
…
大
展
洗
兒
會
。
親
賓
盛
集
、
煎
香
湯
於
盆
中
、
…
（
満
月
に
至
れ
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ば
則
ち
…
…
大
い
に
洗
児
会
を
展
く
。
親
賓
は
盛
ん
に
集
ま
り
、
香
湯

ひ
ら

を
盆
中
に
煎
て
、
…
）
」
と
あ
る
。
入
矢
義
高
・
梅
原
郁
訳
注
『
東
京
夢

華
録
―
宋
代
の
都
市
と
生
活
―
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
は
、『
通

俗
編
』
を
引
い
て
「
滿
月
」
を
解
説
し
、
「
洗
兒
」
に
つ
い
て
も
、
蘇
東

坡
の
「
洗
兒
戲
作
」
詩
と
、
そ
の
注
に
引
か
れ
た
唐
・
王
建
「
宮
詞
」

の
「
内
人
爭
乞
洗
兒
錢
（
内
人

争
っ
て
乞
ふ

洗
児
の
銭
）
」
を
示
す

（
一
九
六
頁
、
注
五
）
。
「
洗
兒
戲
作
」
は
清
・
査
慎
行
『
蘇
詩
補
注
』

巻
二
十
二
、
孔
凡
礼
点
校
『
蘇
軾
詩
集
』
巻
四
十
七
（
中
国
古
典
文
学

基
本
叢
書
・
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
、
清
・
王
文
誥
・
馮
応
榴
輯
注

本
）
、
『
全
宋
詩
』
第
十
四
冊
（
巻
八
百
三
十
、
九
五
九
八
頁
）
。
「
宮
詞

一
百
首
」
は
『
全
唐
詩
』
巻
三
百
二
。
「
蕭
洞
玄
」
に
つ
い
て
は
言
及
が

な
い
が
、
『
旧
唐
書
』
高
宗
本
紀
や
王
建
「
宮
詞
」
と
並
ん
で
貴
重
な
資

料
と
な
ろ
う
。

○
廣
張
聲
樂

「
張
」
は
、
設
け
る
。
宴
席
を
設
け
る
こ
と
を
「
張
樂

設
飮
」
と
い
う
（
『
戦
国
策
』
巻
三
・
秦
一
）
。「
聲
樂
」
は
音
楽
。
た
だ
、

四
字
句
と
し
て
は
他
に
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

○
衆
中

多
く
の
人
々
の
居
る
な
か
。
こ
れ
も
常
用
の
語
で
、
『
太
平
広

記
』
に
も
散
見
さ
れ
る
。

○
遞

次
々
に
、
か
わ
る
が
わ
る
。

○
憐
撫

可
愛
が
っ
て
撫
で
る
。
『
太
平
広
記
』
巻
三
百
五
十
一
・
鬼
三

十
六
・
「
蘇
太
玄
」
に
「
毎
至
、
必
憐
撫
其
子
（
至
る
毎
に
、
必
ず
其
の

子
を
憐
撫
す
）
」
と
あ
り
（
出
典
は
唐
・
莫
休
符
『
桂
林
風
土
記
』
）
、
や

は
り
子
供
を
慈
し
ん
で
撫
で
る
さ
ま
を
表
し
て
い
る
。

○
聰
慧

聡
明
で
、
理
解
力
判
断
力
に
優
れ
る
。
聡
恵
。
成
人
に
対
し

て
も
用
い
る
が
、
『
太
平
広
記
』
中
の
用
例
を
見
る
と
、
巻
十
六
・
神
仙

十
六
・
「
杜
子
春
」
の
「
僅
二
歳
、
聰
慧
無
敵
（
僅
か
に
二
歳
に
し
て
、

聡
慧
な
る
こ
と
敵
ふ
無
し
）
」
（
出
典
は
唐
・
李
復
言
『
玄
怪
続
録
（
続

玄
怪
続
録
）
』
）
、
巻
七
十
・
女
仙
十
五
・
「
裴
玄
靜
」
の
「
幼
而
聰
慧
（
幼

く
し
て
聰
慧
）
」
（
出
典
は
五
代
十
国
・
呉
・
沈
汾
『
続
仙
伝
』
）
な
ど
、

年
少
者
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

○
弱
不
好
弄

「
弱
」
は
若
い
、
幼
い
。
小
さ
い
頃
か
ら
遊
び
ふ
ざ
け

る
こ
と
を
好
ま
な
い
。
も
と
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
九
年
の
伝
に
見

え
る
言
葉
。
「
夷
吾
弱
不
好
弄
、
能
鬭
不
過
（
夷
吾
は
弱
く
し
て
弄
を
好

わ
か

ま
ず
、
能
く
闘
ひ
て
過
ぎ
ず
）
」
と
あ
る
。
南
朝
・
宋
・
顔
延
之
「
陶
徴

士
誄
」
は
、
陶
淵
明
の
人
と
な
り
を
称
賛
す
る
一
節
に
、「
弱
不
好
弄
、

長
實
素
心
（
弱
く
し
て
弄
を
好
ま
ず
、
長
じ
て
実
に
素
心
な
り
）
」
と
こ

の
句
を
引
い
て
い
る
（
『
文
選
』
巻
五
十
七
・
誄
下
）
。
史
書
や
伝
記
文

に
し
ば
し
ば
用
例
が
見
え
、
『
晋
書
』
巻
九
十
二
・
褚
陶
伝
に
「
弱
不
好
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弄
，
少
而
聰
慧
，
清
淡
閑
默
，
以
墳
典
自
娯
（
弱
に
し
て
弄
を
好
ま
ず
，

少
く
し
て
聡
慧
，
清
淡
に
し
て
閑
默
，
墳
典
を
以
て
自
ら
娯
し
む
）
」
、『
隋

書
』
巻
七
十
五
・
劉
焯
伝
に
「
聰
敏
沈
深
，
弱
不
好
弄
（
聡
敏
に
し
て

沈
深
，
弱
く
し
て
弄
を
好
ま
ず
）
」
、
唐
・
駱
賓
王
「
靈
泉
頌
」
に
「
弱

不
好
弄
、
長
而
能
賢
（
弱
く
し
て
弄
を
好
ま
ず
、
長
じ
て
能
く
賢
な
り
）
」

（
『
駱
丞
集
』
巻
一
、
『
全
唐
文
』
巻
一
百
九
十
七
）
な
ど
と
あ
る
。

○
纔

や
っ
と
…
…
し
た
ば
か
り
。

○
高
致

高
尚
な
趣
。
格
調
高
い
さ
ま
。
『
太
平
広
記
』
巻
一
百
九
十
八

・
文
章
一
・
「
王
維
」
に
「
性
高
致
（
性

高
致
に
し
て
）
」
と
あ
る
（
出

典
は
唐
・
李
肇
『
国
史
補
』
）。

○
動
靜
嬉
遊

「
動
靜
」
は
、
動
作
、
挙
動
。「
嬉
遊
」
は
、
遊
び
歩
く
。

「
動
靜
」
「
嬉
遊
」
い
ず
れ
も
常
見
の
語
で
あ
る
が
、
四
字
句
と
し
て
は

珍
し
く
、
他
に
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

○
紙
墨

紙
と
墨
は
書
写
の
道
具
。
転
じ
て
文
字
、
文
章
を
い
う
。
晋

・
陶
淵
明
「
飮
酒
」
詩
の
序
に
、
「
旣
醉
之
後
、
輒
題
數
句
自
娯
、
紙
墨

遂
多
（
既
に
酔
ひ
た
る
の
後
は
、
輒
ち
数
句
を
題
し
て
自
ら
娯
し
み
、

紙
墨

遂
に
多
し
）」
と
あ
る
。

○
弱
冠

男
子
の
二
十
歳
を
い
う
。『
礼
記
』
曲
礼
篇
に
よ
れ
ば
、
周
代
、

男
子
の
二
十
歳
を
「
弱
」
と
い
い
、
冠
を
つ
け
る
儀
式
を
し
て
成
人
と

見
な
し
た
。

○
儀
形
甚
都

「
儀
形
」
は
風
采
、
す
が
た
か
た
ち
。
「
都
」
は
、
み
や

び
や
か
、
う
つ
く
し
い
。
「
儀
形
甚
…
」
の
用
例
と
し
て
は
、
唐
・
張
読

『
宣
室
志
』
巻
二
・
「
韓
愈
之
死
」
の
文
中
に
「
儀
形
甚
峻
」
、
『
太
平
広

記
』
巻
四
百
九
十
六
・
雑
録
・
「
邢
君
牙
」
に
「
儀
形
甚
異
」
が
見
え
る

（
出
典
は
唐
・
温
庭
筠
『
乾
痩
子
』
）。

○
擧
止
雍
雍

「
擧
止
」
は
、
動
作
、
行
動
。
「
雍
雍
」
は
、
和
ら
ぐ
さ

ま
、
穏
や
か
な
さ
ま
。
こ
の
四
字
句
も
珍
し
く
、
他
に
用
例
が
見
当
た

ら
な
い
。

○
可
爲
人
表

「
人
表
」
は
、
人
の
模
範
。
人
々
の
模
範
と
な
る
こ
と

が
で
き
る
。
『
三
国
志
』
巻
十
五
・
魏
書
・
劉
靖
伝
に
「
宜
高
選
博
士
、

取
行
爲
人
表
、
經
任
人
師
者
、
掌
教
國
子
（
宜
し
く
博
士
を
高
選
し
て
、

行
ひ
の
人
表
と
為
り
、
經
の
人
師
に
任
ふ
る
者
を
取
り
て
、
国
子
を
教

た

う
る
を
掌
ら
し
む
べ
し
）」
と
あ
る
。

○
瘖
瘂

言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。

○
金
玉
滿
堂

黄
金
や
宝
石
な
ど
の
宝
物
が
、
家
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
。

も
と
は
『
老
子
』
第
九
章
に
、
「
金
玉
滿
堂
、
莫
之
能
守
（
金
玉

堂
に

満
つ
れ
ば
、
之
を
能
く
守
る
莫
し
）
」
と
あ
る
言
葉
。
「
金
玉
滿
室
」
と

も
言
い
、
こ
ち
ら
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
『
太
平
広
記
』
で
は
本
話
の
用
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例
の
み
。

○
婢
妾
歌
鐘

「
婢
妾
」
は
下
女
や
妾
（
正
妻
以
外
の
妻
）
。
「
歌
鐘
」

は
、
打
楽
器
の
一
種
で
、
十
六
の
鐘
を
並
べ
て
つ
り
下
げ
た
も
の
。
転

じ
て
音
楽
。
四
字
句
と
し
て
は
、
他
に
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
。

○
工
巧
伎
樂

「
工
巧
」
は
、
手
仕
事
や
文
章
が
う
ま
い
こ
と
。「
伎
樂
」

は
、
技
芸
や
音
楽
。
こ
の
四
字
句
も
珍
し
く
、
他
に
用
例
が
見
当
た
ら

な
い
。
時
代
は
降
る
が
、
宋
の
李
邦
献
『
省
心
雑
言
』
全
一
巻
の
「
嘗

謂
風
俗
不
淳
…
」
の
文
中
に
、
「
工
巧
伎
藝
」
の
語
が
見
え
る
。

【
原
文
】
７

貴
郎
官
名
愼
微
、
一
生
自
矜
快
樂
。
娶
妻
一
年
、
生
一
男
。
端
敏
惠

黠
、
略
無
倫
比
。
愼
微
愛
念
、
復
過
常
情
。
一
旦
妻
及
愼
微
、
倶
在
春

庭
遊
戲
。
庭
中
有
盤
石
、
可
爲
十
人
之
坐
。
妻
抱
其
子
在
上
、
忽
謂
愼

微
曰
、
觀
君
於
我
、
恩
愛
甚
深
。
今
日
若
不
爲
我
發
言
、
便
當
撲
殺
君

兒
。
愼
微
爭
其
子
不
勝
、
妻
擧
手
向
石
撲
之
。
腦
髓
迸
出
、
愼
微
痛
惜

撫
膺
、
不
覺
失
聲
驚
駭
。
恍
然
而
寤
、
則
在
丹
竈
之
前
。
而
向
之
盤
石
、

乃
丹
竈
也
。
時
洞
玄
壇
上
法
事
方
畢
、
天
欲
曉
矣
。
俄
聞
無
爲
歎
息
之

聲
、
忽
失
丹
竈
所
在
。
二
人
相
與
慟
哭
、
卽
更
錬
心
修
行
。
後
亦
不
知

所
終
。

出
河
東
記

【
訓
読
】
７

貴
郎

官
名
は
慎
微
、
一
生
自
ら
快
楽
を
矜
る
。
妻
を
娶
り
て
一
年
、

ほ
こ

一
男
を
生
む
。
端
敏
惠
黠
な
る
こ
と
、
略
ぼ
倫
比
無
し
。
愼
微

愛
念

け
い
か
つ

す
る
こ
と
復
た
常
情
を
過
ぐ
。
一
旦

妻
及
び
慎
微
、
倶
に
春
庭
に
在

り
て
遊
戯
す
。
庭
中
に
盤
石
有
り
、
十
人
の
坐
と
為
す
べ
し
。
妻

其

の
子
を
抱
き
て
上
に
在
り
、
忽
ち
慎
微
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
君
の
我
に
於

け
る
を
観
る
に
、
恩
愛
甚
だ
深
し
。
今
日

若
し
我
が
為
に
言
を
発
せ

ず
ん
ば
、
便
ち
当
に
君
が
児
を
撲
殺
せ
ん
」
と
。
慎
微

其
の
子
を
争

ひ
て
勝
た
ず
、
妻

手
を
挙
げ
て
石
に
向
か
ひ
て
之
を
撲
つ
。
脳
髄
迸

り
出
で
、
慎
微

痛
惜
し
て
膺
を
撫
ち
、
覚
え
ず
声
を
失
し
て
驚
駭
す
。

む
ね

う

恍
然
と
し
て
寤
む
る
に
、
則
ち
丹
竈
の
前
に
在
り
。
而
し
て
向
の
盤
石

さ

さ
き

は
、
乃
ち
丹
竈
な
り
。
時
に
洞
玄
は
壇
上
に
法
事
方
に
畢
は
ら
ん
と
し
、

ま
さ

を

天
は
曉
け
ん
と
欲
す
。
俄
か
に
無
為
の
嘆
息
の
声
を
聞
く
に
、
忽
ち
丹

あ

竈
の
所
在
を
失
ふ
。
二
人
は
相
ひ
与
に
慟
哭
し
、
即
ち
更
に
錬
心
し
て

と
も

修
行
す
。
後
亦
た
終
は
る
所
を
知
ら
ず
。

『
河
東
記
』
に
出
づ
。

【
訳
】
７

貴
郎
は
官
名
を
慎
微
と
い
い
、
楽
し
み
の
日
々
を
生
涯
自
ら
誇
り
と

し
た
。
結
婚
し
て
一
年
、
一
人
の
男
の
子
が
生
ま
れ
た
。
聡
明
な
こ
と

類
い
稀
で
、
愼
微
は
こ
よ
な
く
こ
の
子
を
愛
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
妻
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と
慎
微
は
連
れ
だ
っ
て
春
の
庭
で
遊
楽
し
て
い
た
。
庭
に
は
、
大
き
な

十
人
も
座
れ
る
ほ
ど
の
庭
石
が
あ
っ
た
。
妻
は
そ
の
子
を
抱
い
て
石
の

上
に
い
た
が
、
不
意
に
慎
微
に
向
か
っ
て
言
っ
た
、
「
貴
方
が
私
に
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
す
恩
愛
は
、
大
層
深
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
で
も
今

日
も
し
私
の
た
め
に
言
葉
を
発
し
て
下
さ
ら
な
い
な
ら
、
す
ぐ
に
貴
方

の
子
供
を
打
ち
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
」
と
。
慎
微
は
妻
と
そ
の
子

を
争
っ
た
が
奪
い
返
せ
ず
、
彼
女
は
手
を
挙
げ
て
庭
石
に
向
か
っ
て
子

供
を
投
げ
つ
け
た
。
脳
髄
が
飛
び
散
り
、
慎
微
は
悲
痛
の
余
り
胸
を
叩

き
、
驚
き
と
恐
れ
で
思
わ
ず
叫
び
声
を
挙
げ
て
し
ま
っ
た
。
呆
然
と
し

て
目
が
覚
め
る
と
、
丹
竈
の
前
に
身
は
在
り
、
先
ほ
ど
の
盤
石
は
、
何

と
そ
の
丹
竈
で
あ
っ
た
。
折
し
も
洞
玄
は
壇
上
で
法
術
を
正
に
終
え
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
空
は
今
し
も
明
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
不
意
に
無
為
の
嘆
声
が
聞
こ
え
る
と
、
忽
ち
丹
竈
は
ど
こ
か

に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
二
人
は
共
に
慟
哭
し
、
さ
ら
に
心
を
鍛
錬
し
修

行
を
積
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
ど
う
な
っ
た
も
の
や
ら
行
方
も
分
か
ら
な

い
。

『
河
東
記
』
に
出
る
。

【
校
記
】
７

字
句
の
異
同
無
し
。

【
注
】
７

○
官
名

正
式
の
名
前
。
幼
時
に
は
小
名
を
用
い
、
入
学
時
に
正
式
の

名
前
、
す
な
わ
ち
正
名
を
付
け
て
使
用
し
た
。
こ
れ
を
「
官
名
」
、
あ
る

い
は
「
学
名
」
と
も
い
う
。
『
漢
語
大
詞
典
』
（
第
三
冊
一
三
八
一
頁
）

や
『
辞
源
』
（
第
二
冊
八
二
一
頁
）
は
、
い
ず
れ
も
宋
代
以
降
の
用
例
を

挙
げ
る
の
み
。
と
す
れ
ば
、
本
話
に
見
え
る
こ
の
語
は
、
さ
ら
に
遡
る

用
例
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

○
自
矜

自
分
で
自
分
の
長
所
を
誇
る
。
常
用
の
語
で
、『
太
平
広
記
』

に
も
散
見
さ
れ
る
。

○
端
敏
惠
黠

「
端
敏
」
は
、
正
し
く
て
さ
と
い
。
「
惠
黠
」
は
、
「
慧

黠
」
に
同
じ
。
聡
明
な
こ
と
。
四
字
句
と
し
て
は
珍
し
く
、
他
に
用
例

が
見
当
た
ら
な
い
。

○
略
無
倫
比

「
略
」
は
、
否
定
を
強
調
す
る
副
詞
。
少
し
も
、
い
さ

さ
か
も
。
「
倫
比
」
は
、
仲
間
、
同
輩
、
並
ぶ
者
。

○
愛
念

可
愛
が
り
心
に
か
け
る
。
『
太
平
広
記
』
に
は
八
例
。

○
常
情

普
通
の
人
情
。『
太
平
広
記
』
に
は
六
例
。

○
盤
石

大
き
な
平
た
い
岩
。
そ
の
上
に
何
人
が
座
れ
る
か
で
岩
の
大

き
さ
を
示
す
の
は
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
表
現
。『
太
平
広
記
』
で
は
、

巻
二
十
八
・
神
仙
二
十
八
・
「
郗
監
」
に
「
其
下
盤
石
可
坐
百
人
」
（
出

典
は
唐
・
牛
粛
『
記
聞
（
紀
聞
）
』
）
、
巻
四
百
四
十
八
・
狐
二
・
「
何
讓



- 93 -

之
」
に
「
其
下
盤
石
可
容
數
十
人
」
と
あ
る
（
出
典
は
唐
・
温
庭
筠
『
乾

痩
子
』
）。

○
君
於
我

あ
な
た
の
私
に
対
す
る
態
度
、
思
い
や
り
。
『
太
平
広
記
』

巻
三
百
七
十
九
・
再
生
五
・
「
費
子
玉
」
に
、「
小
妻
云
、
君
於
我
不
足
、

有
恨
而
來
（
小
妻
云
ふ
、
君
の
我
に
於
け
る
や
足
ら
ざ
れ
ば
、
恨
み
あ

り
て
来
る
）
」
と
あ
る
（
出
典
は
、
唐
・
戴
孚
『
広
異
記
』
）
。

○
恩
愛
甚
深

「
恩
愛
甚
篤
」
「
恩
愛
甚
渥
」
が
一
般
的
。
『
後
漢
書
』

巻
十
四
・
列
伝
第
四
・
宗
室
四
王
三
侯
列
伝
の
「
齊
武
王
縯
伝
」
に
「
恩

愛
甚
篤
」
の
語
が
見
え
る
。

○
腦
髓

大
脳
・
小
脳
と
延
髄
。
脳
。
古
く
は
漢
・
劉
向
『
説
苑
』
巻

十
八
・
弁
物
に
見
え
る
。
医
家
類
の
文
献
に
は
当
然
頻
出
す
る
も
の
の
、

小
説
中
に
は
意
外
に
見
当
た
ら
ず
、『
太
平
広
記
』
で
は
こ
の
一
例
の
み
。

他
に
巻
二
・
神
仙
二
・
「
彭
祖
」
に
「
髓
腦
」
が
一
例
（
出
典
は
晋
・
葛

洪
『
神
仙
伝
』
）
。
仏
典
に
お
い
て
は
『
普
曜
経
』
巻
四
、
『
賢
愚
経
』
巻

四
、
『
出
曜
経
』
巻
五
な
ど
に
見
え
る
が
、
む
し
ろ
「
髓
腦
」
が
一
般
的

で
数
多
い
。
道
教
関
係
で
は
、『
雲
笈
七
籤
』
巻
六
十
四
・
金
丹
訣
・
「
王

屋
眞
人
劉
守
眞
依
人
口
訣
進
上
」
の
用
例
な
ど
。
や
は
り
「
髓
腦
」
の

用
例
の
方
が
多
い
。

○
痛
惜

ひ
ど
く
残
念
が
る
。
た
い
そ
う
惜
し
む
。
『
太
平
広
記
』
に
は

七
例
。

○
撫
膺

「
撫
」
は
軽
く
た
た
く
、
う
つ
。
「
膺
」
は
胸
。
胸
を
打
っ
て

悲
嘆
に
く
れ
る
。
激
し
い
悲
し
み
を
表
す
仕
種
で
、
『
太
平
広
記
』
巻
一

百
二
十
八
・
報
応
二
十
七
・
「
尼
妙
寂
」
の
「
妙
寂
撫
膺
而
哭
、
…
（
妙

寂

膺
を
撫
ち
て
哭
し
、
…
）
」
は
、
妙
寂
が
父
と
夫
を
殺
害
し
た
仇
の

名
を
知
っ
た
時
の
描
写
（
出
典
は
唐
・
李
復
言
『
続
幽
怪
録
（
続
玄
怪

録
）
』
）
、
同
書
巻
四
百
四
十
三
・
畜
獣
十
・
麈
・
「
呉
唐
」
の
「
唐
卽
投

弓
抱
子
、
撫
膺
而
哭
、
…
（
唐

即
ち
弓
を
投
じ
て
子
を
抱
き
、
膺
を

撫
ち
て
哭
し
、
…
）
」
は
、
呉
唐
が
誤
っ
て
息
子
を
射
殺
し
て
し
ま
っ
た

時
の
描
写
で
あ
る
（
出
典
は
唐
・
張
読
『
宣
室
志
』
）。

○
失
聲

思
わ
ず
声
を
あ
げ
る
。
『
河
東
記
』
で
は
、
他
に
「
蘊
都
師
」

（
巻
三
百
五
十
七
・
夜
叉
二
）
に
一
例
。

○
驚
駭

「
駭
驚
」
「
駭
惶
」
に
同
じ
。
驚
き
恐
れ
る
。
『
河
東
記
』
で

は
、
他
に
「
辛
察
」
（
巻
三
百
八
十
五
・
再
生
十
一
）
に
一
例
。

○
恍
然
而
寤

は
っ
と
し
て
目
覚
め
る
。
『
太
平
広
記
』
巻
三
百
六
十
九

・
精
怪
二
・
雑
器
用
・
「
岑
順
」
に
も
、
「
恍
然
而
醒
」
の
語
が
見
え
る

（
出
典
は
唐
・
牛
僧
孺
『
玄
怪
録
』
）
。

○
錬
心

心
を
鍛
え
上
げ
る
。
『
雲
笈
七
籤
』
巻
一
百
三
・
伝
・
「
翊
聖

保
德
眞
君
傳
」
に
、
「
眞
君
曰
、
汝
若
除
煩
入
靜
、
錬
心
修
眞
、
（
真
君
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曰
く
、
汝

若
し
煩
を
除
き
て
静
に
入
ら
ん
と
す
れ
ば
、
心
を
錬
り
真

を
修
め
…
）
」
と
あ
る
。
『
太
平
広
記
』
で
は
、
こ
の
一
例
の
み
。

○
不
知
所
終

最
後
は
ど
う
な
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。「
不
知
所
之
」「
不

知
所
往
」
「
不
知
所
在
」
と
と
も
に
、
仙
人
・
術
者
・
異
僧
の
話
な
ど
の

結
び
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
『
太
平
広
記
』
中
に
も
、
巻
十
四
・
神
仙
十

四
・
「
李
筌
」
の
「
竟
入
名
山
訪
道
、
不
知
所
終
（
竟
に
名
山
に
入
り
て

道
を
訪
ね
、
終
は
る
所
を
知
ら
ず
）
」
（
出
典
は
五
代
十
国
・
前
蜀
・
杜

光
庭
『
神
仙
感
遇
伝
』
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
用
例
は
多
い
。『
河
東
記
』

で
は
、「
不
知
所
之
」
が
「
板
橋
三
娘
子
」（
巻
二
百
八
十
六
・
幻
術
三
）
、

「
送
書
使
者
」
（
巻
三
百
四
十
六
・
鬼
三
十
一
）
、
「
申
屠
澄
」
（
巻
四
百

三
十
九
・
虎
四
）
の
三
作
品
の
結
び
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
参
考
】

本
話
は
、
『
太
平
広
記
』
巻
十
六
に
載
る
「
杜
子
春
」
（
出
典
は
唐
・

李
復
言
『
続
玄
怪
録
』
）
と
、
同
系
列
に
属
す
る
話
で
あ
る
。
（
一
説
に

「
杜
子
春
」
は
、
唐
・
牛
僧
孺
『
玄
怪
録
』
所
収
の
作
品
と
も
さ
れ
る
。
）

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
杜
子
春
」
は
、
唐
の
玄
奘
『
大
唐
西
域

記
』
巻
七
・
波
羅
痆
斯
国
（
イ
ン
ド
の
ベ
ナ
レ
ス
）
の
条
に
見
え
る
、

バ
ー
ラ
ー
ナ
シ
ー

救
命
池
（
別
名
を
烈
士
池
）
の
次
の
よ
う
な
伝
説
を
原
話
と
し
て
い
る
。

昔
こ
の
池
の
畔
に
隠
者
が
住
み
、
仙
人
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
呪
文
を
唱
え
る
隠
士
の
壇
の
傍
ら
で
、
沈
黙

を
守
っ
て
一
晩
護
衛
す
る
勇
士
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
隠
者
は
こ
れ
と
見
込
ん
だ
男
を
捜
し
出
し
、
し
ば
し
ば
大
金

を
恵
ん
で
彼
を
感
激
さ
せ
た
。
隠
士
が
意
中
を
打
ち
明
け
る
と
、
恩

義
に
感
じ
た
男
は
、
「
死
す
ら
厭
わ
な
い
の
に
、
一
晩
の
沈
黙
な
ど
何

程
で
も
」
と
引
き
受
け
る
。

か
く
て
二
人
は
壇
に
臨
ん
だ
が
、
夜
明
け
近
く
、
男
が
突
然
叫
び

声
を
上
げ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
空
中
か
ら
火
が
降
り
か
か
っ
て
一
面

は
火
の
海
、
隠
士
は
慌
て
て
男
を
池
中
に
引
き
込
ん
だ
。
そ
し
て
声

を
出
し
た
わ
け
を
尋
ね
る
と
、
男
は
言
っ
た
、

「
夜
半
に
昔
の
主
人
が
現
れ
ま
し
た
が
返
答
を
せ
ず
に
い
る
と
、

彼
は
怒
り
の
余
り
私
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
殺
さ
れ
た
私
は
南

イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
の
家
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
成
長
し
て
妻
を
娶
っ

て
子
供
も
も
う
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
言
も
発
せ
ず
歳
も
六
十
五

を
過
ぎ
た
頃
、
妻
が
し
ゃ
べ
ら
な
け
れ
ば
子
供
を
殺
す
と
迫
り
ま
し

た
。
私
は
老
い
先
短
く
、
跡
継
ぎ
は
こ
の
子
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

止
め
よ
う
と
思
わ
ず
声
を
あ
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
。

隠
士
は
「
そ
れ
は
悪
魔
が
人
を
惑
わ
す
術
だ
」
と
い
っ
た
が
、
男
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は
悲
憤
の
余
り
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
火
災
を
免
れ
た
の
で
「
救
命
池
」

と
い
い
、
恩
義
に
感
じ
て
死
ん
だ
の
で
「
烈
士
池
」
と
も
い
う
の
で

あ
る
。

玄
奘
三
蔵
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
の
伝
説
は
、
「
杜

子
春
」
や
「
蕭
洞
玄
」
の
他
に
も
、
同
じ
唐
代
に
お
い
て
「
韋
自
東
」（
『
太

平
広
記
』
巻
三
百
五
十
六
・
夜
叉
一
、
出
典
は
裴
鉶
『
伝
奇
』
）
、「
顧
玄

績
」
（
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
続
集
巻
四
）
と
い
っ
た
求
仙
の
話
を
生
み

出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
翻
案
作
品
の
輩
出
は
、
何
よ
り
も
先
ず
原
話
の

面
白
さ
に
起
因
し
て
い
よ
う
。
た
だ
、
そ
れ
と
同
時
に
こ
う
し
た
話
に

強
い
関
心
を
持
つ
文
化
的
な
基
盤
、
す
な
わ
ち
仙
道
修
行
や
煉
丹
術
な

ど
、
中
国
古
来
の
道
家
的
伝
統
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
説
話
の
存
在
も

無
視
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
仙
人
と
な
る
た
め
の
過
酷
な
修
行
と
そ
の

失
敗
の
話
と
い
え
ば
、
『
後
漢
書
』
巻
八
十
二
下
・
方
術
列
伝
第
七
十
二

下
に
見
え
る
、
費
長
房
の
故
事
が
挙
げ
ら
れ
る
（
晋
・
葛
洪
『
神
仙
伝
』

で
は
巻
九
・
「
壺
公
」
、
同
書
を
引
く
『
太
平
広
記
』
で
は
巻
十
二
・
神

仙
十
二
・
「
壺
公
」
）
。
彼
は
謫
仙
の
壺
公
に
懇
願
し
て
仙
道
修
行
に
入
り
、

群
虎
の
中
、
吊
さ
れ
た
巨
石
の
下
の
恐
怖
に
は
耐
え
る
が
、
蛆
の
湧
く

排
泄
物
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
首
尾
に
終
わ
る
。
ま
た
山
田
慶

児
『
本
草
と
夢
と
錬
金
術
と
―
―
物
質
的
想
像
力
の
現
象
学
』
（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
晩
唐
の
道
士
孟
要
甫
の
『
金
丹
秘
要

参
同
録
』
に
、
仙
薬
製
造
の
具
体
的
な
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

法
と
は
、
人
里
離
れ
た
名
山
の
泉
を
源
と
す
る
清
流
の
ほ
と
り
に
場
所

を
選
び
、
同
志
三
人
が
時
計
係
・
操
作
係
・
進
行
係
の
三
役
を
分
担
し

て
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
長
期
に
わ
た
っ
て
作
業
を
進
め
る
も
の
で
あ
る

（
「
紫
金
の
光
」
二
九
五
頁
）
。
小
説
と
は
人
数
・
役
割
が
異
な
る
が
、

瞬
時
の
油
断
も
許
さ
れ
な
い
、
山
中
で
の
困
難
な
共
同
作
業
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
イ
ン
ド
の
「
救
命
池
」
伝
説
は
、
中
国
道
教
の
こ
う

し
た
求
仙
・
煉
丹
秘
話
を
基
層
と
し
て
、
そ
の
上
に
容
易
に
着
地
し
融

合
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
（
な
お
『
金
丹
秘
要
参
同
録
』
の
該

当
箇
所
に
つ
い
て
は
、
『
正
統
道
蔵
』
洞
神
部
・
衆
術
類
所
収
の
『
諸
家

神
品
丹
法
』
巻
二
「
修
丹
擇
地
儀
式
」
に
見
え
る
こ
と
を
、
名
古
屋
大

学
神
塚
淑
子
氏
よ
り
教
示
い
た
だ
い
た
。
）

唐
代
以
降
の
類
話
に
つ
い
て
も
一
瞥
し
て
お
く
と
、
『
太
平
広
記
』
巻

二
十
四
・
神
仙
二
十
四
・
「
張
殖
」
に
は
沈
黙
の
行
（
出
典
は
五
代
十
国

・
前
蜀
・
杜
光
庭
『
仙
伝
拾
遺
』
）、
巻
六
十
二
・
女
仙
七
・
「
魯
妙
典
」

に
は
妖
魔
の
試
練
（
出
典
は
杜
光
庭
『
集
仙
録
（
墉
城
集
仙
録
）
』
）
の

話
が
見
え
、
い
ず
れ
も
そ
れ
に
耐
え
て
仙
人
と
な
っ
て
い
る
。
宋
代
で

は
張
君
房
『
乗
異
記
』
に
、
四
十
九
日
に
わ
た
っ
て
人
に
守
ら
せ
た
炉
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に
、
猫
を
追
っ
て
き
た
犬
が
触
れ
た
た
め
、
完
成
直
前
だ
っ
た
丹
薬
が

鶴
に
化
し
て
飛
び
去
っ
た
と
い
う
、
「
化
鶴
丹
」
の
話
を
載
せ
る
。
（
『
乗

異
記
』
は
現
存
せ
ず
、
該
当
話
は
撰
者
不
詳
『
紺
珠
集
』
巻
十
一
、
宋

・
曽
慥
『
類
説
』
巻
八
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。）
降
っ
て
明
代
で
は
、
馮

夢
龍
『
醒
世
恒
言
』
巻
三
十
七
の
「
杜
子
春
三
入
長
安
」
が
、
「
杜
子
春

伝
」
の
翻
案
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
ま
た
程
涓
『
千
一
疏
』
巻
三
・
学

詮
篇
に
は
、
「
鍾
昌
趺
坐
深
山
、
諸
魔
百
試
而
不
動
、
其
神
定
也
（
鍾
昌

深
山
に
趺
坐
し
、
諸
魔
の
百
試
す
る
も
動
ぜ
ざ
る
は
、
其
の
神

定

ま
れ
る
な
り
）
」
の
一
文
が
見
え
る
。
た
だ
、
鍾
昌
お
よ
び
こ
の
故
事
に

つ
い
て
は
不
明
。
識
者
の
教
示
を
待
ち
た
い
。
清
代
で
は
、
蒲
松
齢
『
聊

斎
志
異
』
巻
七
「
閻
羅
薨
」
、
李
百
川
『
緑
野
仙
踪
』
第
七
十
三
回
「
守

仙
爐
六
友
燒
丹
藥
」
、
王
椷
『
秋
灯
叢
話
』
巻
六
「
韓
子
道
縁
薄
淡
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

修
行
者
を
妨
害
あ
る
い
は
誘
惑
す
る
魔
物
の
話
は
、
古
く
は
仏
陀
や

キ
リ
ス
ト
の
伝
説
に
ま
で
遡
っ
て
東
西
に
見
出
せ
よ
う
が
、
本
格
的
な

調
査
に
は
踏
み
出
せ
な
い
で
い
る
。
偶
々
目
に
し
た
と
こ
ろ
を
挙
げ
れ

ば
、
上
村
勝
彦
『
イ
ン
ド
神
話
―
―
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
の
神
々
』
（
東
京
書

籍
、
一
九
八
一
年
／
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）
が
紹
介
す
る

「
天
女
テ
ィ
ロ
ー
ッ
タ
マ
ー
」
で
は
、
神
々
が
魔
王
の
息
子
達
の
苦
行

を
妨
害
す
る
た
め
、
肉
親
や
親
族
が
羅
刹
に
脅
さ
れ
て
逃
げ
惑
う
幻
覚

を
現
出
さ
せ
る
（
学
芸
文
庫
本
一
五
九
頁
）
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
古
典
説

話
集
『
カ
タ
ー
・
サ
リ
ッ
ト
・
サ
ー
ガ
ラ
』
の
一
挿
話
を
も
と
に
し
た
、

『
屍
鬼
二
十
五
話
』
の
第
十
八
話
「
呪
法
に
失
敗
し
た
師
弟
」
に
は
、

呪
術
の
修
行
の
な
か
で
、
バ
ラ
モ
ン
の
子
に
再
生
し
、
妻
を
娶
り
息
子

を
設
け
る
幻
覚
が
現
れ
る
。
い
ず
れ
も
本
作
品
や
「
杜
子
春
」
、
さ
ら
に

は
そ
の
原
話
の
一
シ
ー
ン
を
思
い
出
さ
せ
る
内
容
で
興
味
深
い
。
『
大
唐

西
域
記
』
が
記
録
す
る
救
命
池
伝
説
も
ま
た
、
そ
う
し
た
イ
ン
ド
の
古

伝
承
の
影
響
下
に
成
立
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

無
言
の
行
に
つ
い
て
も
付
け
加
え
て
お
く
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
全
く

異
な
る
け
れ
ど
も
、
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
の
「
荷
担
ぎ
や
と
三
人

の
娘
の
物
語
」
の
挿
入
話
「
第
三
の
遊
行
僧
の
話
」
に
、
禁
じ
ら
れ
て

い
た
ア
ラ
ー
の
名
を
思
わ
ず
唱
え
た
た
め
、
舟
が
転
覆
し
て
も
と
の
場

所
に
引
き
戻
さ
れ
る
一
段
が
あ
る
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
本
、
第
一
冊
第

十
五
夜
、
一
九
六
頁
）
。
時
代
を
さ
ら
に
降
っ
て
、
『
グ
リ
ム
童
話
集
』

の
「
黄
金
の
山
の
王
さ
ま
」（K

H
M

92

）
、「
こ
わ
い
も
の
な
し
の
王
子
」

（K
H

M
121

）
、
「
ま
っ
く
ろ
け
な
三
人
の
お
ひ
め
さ
ま
」
（K

H
M

137

）

に
も
無
言
の
行
が
見
え
る
（
題
名
は
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
）
。
前
二
話
は

そ
れ
に
耐
え
て
目
的
を
果
た
し
、
残
り
の
一
話
は
そ
の
禁
を
破
る
話
で
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あ
る
が
、
沈
黙
の
試
練
と
い
っ
た
話
柄
は
、
時
代
の
古
今
・
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
人
々
の
心
を
捉
え
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
救
命
池
伝
説
を
原
話
と
す
る
四
話
の
う
ち
「
蕭
洞
玄
」

と
「
顧
玄
績
」
は
、
主
人
公
の
道
士
が
烈
士
を
探
し
求
め
る
と
い
う
原

作
の
展
開
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
杜
子
春
」
は
、
沈
黙

の
修
行
に
入
る
人
物
を
逆
に
主
人
公
と
し
、
道
士
を
最
初
は
謎
の
老
人

と
し
て
登
場
さ
せ
、
読
者
の
興
味
を
引
く
効
果
を
狙
っ
て
い
る
。
ま
た

杜
子
春
の
転
生
の
く
だ
り
も
、
男
性
に
生
ま
れ
か
わ
る
原
作
を
一
捻
り

し
て
女
性
へ
の
転
生
と
す
る
な
ど
、
工
夫
の
跡
も
多
い
。「
蕭
洞
玄
」「
顧

玄
績
」
二
篇
に
比
べ
て
物
語
と
し
て
の
創
意
と
完
成
度
は
高
く
、
前
述

し
た
よ
う
に
「
杜
子
春
三
入
長
安
」
の
翻
案
を
生
み
、
さ
ら
に
は
「
杜

子
春
伝
」
と
し
て
多
く
の
小
説
集
に
収
録
さ
れ
る
な
ど
、
最
も
著
名
な

作
品
と
な
っ
た
こ
と
は
頷
け
る
。
一
方
、
「
韋
自
東
」
は
「
杜
子
春
」
と

同
様
に
道
士
を
脇
役
と
し
て
い
る
が
、
自
東
の
勇
猛
さ
を
示
す
前
半
の

夜
叉
退
治
が
大
き
な
比
重
を
占
め
、
そ
の
分
、
彼
が
見
る
幻
影
の
描
写

は
簡
略
化
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
死
と
転
生
の
展
開
も
見
ら
れ

ず
、
豪
傑
談
と
し
て
現
実
的
な
色
合
い
を
強
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

四
話
の
成
立
の
先
後
や
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
確
定
が
難
し
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
『
伝
奇
』
の
作
者
裴
鉶
は
、
神
仙
に
惑
溺
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
静
海
軍
節
度
使
高
駢
の
幕
下
で
、
咸
通
（
八
六
〇
～
八

七
四
）
年
間
に
従
事
を
務
め
て
お
り
、
撰
述
は
恐
ら
く
こ
の
頃
と
推
定

さ
れ
る
。
（
王
斉
洲
・
畢
彩
霞
『
《
新
唐
書
・
芸
文
志
》
著
録
書
小
説
集

解
』
の
説
に
よ
る
。
同
書
は
岳
麓
書
社
よ
り
二
〇
〇
九
年
に
刊
行
。
）
従

っ
て
所
載
小
説
集
の
成
立
時
期
か
ら
す
る
と
、「
杜
子
春
」
を
収
め
る
『
玄

怪
録
』
（
（
八
二
七
～
八
三
五
年
の
間
？
）
あ
る
い
は
『
続
玄
怪
録
』
（
八

二
七
～
八
四
〇
年
頃
？
）
、「
蕭
洞
玄
」
を
収
め
る
『
河
東
記
』（
八
三
六
、

七
年
頃
？
）
よ
り
も
遅
く
、
「
顧
玄
績
」
を
収
め
る
『
酉
陽
雑
俎
』
（
八

六
〇
年
頃
）
と
は
同
時
期
か
幾
分
遅
い
成
立
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

裴
鉶
が
「
韋
自
東
」
創
作
に
際
し
て
他
の
諸
作
を
参
照
し
、
新
機
軸
を

打
ち
出
そ
う
と
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

次
に
「
杜
子
春
」
と
「
蕭
洞
玄
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
「
杜
子
春
」
に
は
原
話
を
一
捻
り
し
た
工
夫
の
跡
が
見
ら
れ
、

完
成
度
も
高
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
薛
漁
思
が
「
杜
子
春
」
を
参
照
し

て
「
蕭
洞
玄
」
を
創
作
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
金
関
丈
夫
「
杜
子
春

系
譜
」
も
、「
描
写
を
杜
子
春
に
し
ぼ
っ
て
一
元
化
し
て
い
る
点
な
ど
で
、

「
蕭
洞
玄
伝
」
に
く
ら
べ
る
と
、
『
杜
子
春
伝
』
の
方
が
、
小
説
と
し
て

の
手
法
は
や
や
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
蕭
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洞
玄
伝
」
か
ら
『
杜
子
春
伝
』
が
出
た
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
そ
の
逆

も
不
可
能
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
推
論
を
進
め
て
、
両
者
の
共
通
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
先
行
作
品
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
。
（
金
関
論
文
は

『
木
馬
と
石
牛
』
に
所
収
。
同
書
は
一
九
五
五
年
に
大
雅
堂
よ
り
刊
行
、

の
ち
一
九
七
六
年
に
角
川
選
書
、
一
九
八
二
年
に
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
九
六
年
に
増
補
版
と
し
て
岩
波
文
庫
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
引
用
箇

所
は
、
岩
波
文
庫
本
一
三
三
～
四
頁
。
）
先
行
作
品
の
存
否
に
つ
い
て
は

さ
て
お
き
、
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
「
杜
子
春
」
は
、
『
太

平
広
記
』
の
記
載
通
り
李
復
言
『
続
玄
怪
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
仮
に
牛
僧
孺
『
玄
怪
録
』
所
収
の
作
品
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
宋
・
晁
公
武
『
郡
斎
読
書
志
』
が
「
序
云
、
續
牛
僧
孺
之
書
」（
巻

十
三
・
小
説
類
）
と
伝
え
る
『
河
東
記
』
の
作
者
薛
漁
思
が
、「
杜
子
春
」

を
読
ん
で
い
な
い
筈
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
先
行
研
究
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
「
蕭
洞
玄
」
に
つ
い
て

の
専
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
「
杜
子
春
」
に
関
す
る
論
考
は
多
く
、

参
照
が
必
要
と
な
る
。
な
か
で
も
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、

中
国
で
は
、
銭
鍾
書
『
管
錐
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
が
あ
る
。

同
書
の
「
太
平
広
記
二
一
五
則

一
〇
」
に
「
杜
子
春
」
と
類
話
・
原

話
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
救
命
池
伝
説
を
喩
え
と
し
て

引
く
仏
典
や
、
弟
子
に
嬰
児
を
沼
に
投
じ
さ
せ
る
西
洋
中
世
の
苦
行
僧

の
話
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
第
二
冊
、
六
五
五
～
六
頁
）
。
日
本
の

研
究
で
は
、
前
掲
の
金
関
丈
夫
「
杜
子
春
系
譜
」
、
お
よ
び
金
文
京
『
中

国
小
説
選
』
（
講
談
社
「
鑑
賞
中
国
の
古
典
」
第
二
十
三
巻
、
一
九
八
九

年
）
の
「
杜
子
春
」
訳
注
が
あ
り
、
教
示
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

両
論
考
に
附
載
さ
れ
た
参
考
文
献
の
一
覧
表
も
、
主
要
な
研
究
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
て
い
て
便
利
で
あ
る
。

（
岡
田
充
博)

第
三
話

慈
恩
塔
院
女
仙

（
卷
六
十
九
・
女
仙
十
四
）

【
全
文
】

唐
太
和
二
年
。
長
安
城
南
韋
曲
慈
恩
寺
塔
院
。
月
夕
。
忽
見
一
美
婦
人
。

從
三
四
青
衣

①
來
。
遶
佛
塔
言
笑
。
甚
有
風
味
。
回
顧
侍
婢
曰
。
白
院

主
。
借
筆
硯
來
。
乃
於
北
廊
②
柱
上
③
題
詩
曰
。
黃
子
陂
頭
好
④
月
明
。

忘
却
華
筵
到
曉
行
。
煙
收
山
低
翠
黛
横
。
折
得
荷
花
贈
遠
⑤
生
。
題
訖
。

院
主
執
燭
將
視
之
。
悉
變
爲
白
鶴
。
冲
天
而
去
⑥
。
書
迹
至
今
尚
存
。

出
河
東
記

【
訓
読
】
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唐
の
太
和
二
年
、
長
安
の
城
南
、
韋
曲
の
慈
恩
寺
塔
院
に
、
月
の
夕

べ
、

忽

ち
一
美
婦
人
の
三
四
の
青
衣
を
従
へ
て
来
た
る
を
見
る
。
仏
塔

た
ち
ま

を
遶
り
て
言
笑
し
、
甚
だ
風
味
有
り
。
侍
婢
を
回
顧
し
て
曰
く
、
「
院
主

め
ぐ

に
白
し
て
、
筆
硯
を
借
り
来
た
れ
」
と
。
乃
ち
北
廊
の
柱
上
に
於
て
詩

ま
う

を
題
し
て
曰
く
、
「
黄
子
陂
の

頭

好
月
明
ら
か
な
り
。
華
筵
を
忘
却

こ

う

し

ひ

ほ
と
り

し
て
暁
に
到
る
ま
で
行
く
。
煙
収
ま
り
山
低
く

翠
黛
横
た
は
る
。
荷

す
い
た
い

花
を
折
り
得
て
遠
生
に
贈
ら
ん
」
と
。
題
し
訖
は
り
、
院
主

燭
を
執
り

を

と

て
将
に
之
を
視
ん
と
す
る
に
、

悉

く
変
じ
て
白
鶴
と
為
り
、
天
を
冲

こ
と
ご
と

つ

き
て
去
る
。
書
迹
今
に
至
る
も
尚
ほ
存
す
。

河
東
記
に
出
づ
。

【
訳
】

唐
の
大
和
二
年
、
長
安
城
の
南
、
韋
曲
の
慈
恩
寺
の
塔
院
に
、
月
の

夜
、
に
わ
か
に
美
し
い
女
が
数
人
の
侍
女
を
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
仏

塔
を
巡
っ
て
談
笑
す
る
姿
は
、
た
い
へ
ん
風
情
が
あ
る
。
女
は
侍
女
を

振
り
返
る
と
、
「
院
主
様
に
申
し
上
げ
て
、
筆
と
硯
を
借
り
て
き
て
お
く

れ
」
と
言
っ
た
。
そ
う
し
て
、
（
筆
と
硯
が
来
る
と
）
北
の
廊
下
の
柱
の

上
に
詩
を
書
き
つ
け
た
。
詩
に
言
う
。

黄
子
陂
の
あ
た
り
、
美
し
い
月
が
照
り
、

華
や
か
な
宴
の
席
も
忘
れ
は
て
て
、
夜
明
け
ま
で
歩
き
回
る
。

た
だ
よ
う
も
や
が
消
え
れ
ば
、
緑
に
描
か
れ
た
眉
の
よ
う
に
山
々

が
低
く
連
な
っ
て
見
え
る
。

蓮
の
花
を
手
折
っ
て
、
遠
く
に
い
る
あ
な
た
に
贈
ろ
う
。

書
き
終
わ
っ
て
、
院
主
が
明
か
り
を
手
に
し
て
こ
れ
を
見
よ
う
と
す

る
と
、(

女
と
侍
女
は)

み
な
白
い
鶴
に
姿
を
変
え
、
天
に
向
か
っ
て
飛

び
去
っ
た
。
書
き
つ
け
ら
れ
た
詩
は
今
も
残
っ
て
い
る
。

『
河
東
記
』

に
出
る
。

【
校
記
】

①
「
青
衣
」、
会
校
本
校
記
に
「
沈
本
作
『
青
衣
者
』
」
と
あ
る
。

②
「
北
廊
」、
内
閣
本
、「
此
廓
」
に
作
る
。

③
「
柱
上
」
、
会
校
本
校
記
に
「
孫
本
・
沈
本
作
『
梁
上
』
」
と
あ
る
。

④
「
好
」
、
会
校
本
校
記
に
「
孫
本
作
『
皓
』」
と
あ
る
。

⑤
「
贈
遠
」
、
会
校
本
校
記
に
「
孫
本
・
沈
本
作
『
遠
恨
』
」
と
あ
る
。

⑥
「
冲
天
而
去
」
、
会
校
本
校
記
に
「
沈
本
作
『
飛
去
』
」
と
あ
る
。

【
注
】

○
唐
太
和
二
年

西
暦
八
二
八
年
。
「
太
和
」
は
唐
・
文
宗
（
在
位
八
二

六
～
八
四
〇
年
）
の
年
号
。
正
し
く
は
「
大
和
」
で
あ
る
が
、
文
献
上

「
太
和
」
の
表
記
も
多
く
見
ら
れ
る
。『
河
東
記
』
に
は
本
話
以
外
に
「
李

敏
求
」「
王
錡
」「
馬
朝
」「
韋
齊
休
」「
段
何
」「
許
琛
」「
崔
紹
」「
辛
察
」

の
八
話
に
大
和(

太
和)

の
年
号
が
用
い
ら
れ
る
。

○
韋
曲

長
安
南
郊
に
位
置
す
る
樊
川
の
う
ち
、
北
側
一
帯
を
指
す
。

た
だ
し
、
「
韋
曲
」
の
後
に
記
さ
れ
る
「
慈
恩
寺
」
は
長
安
城
内
に
あ
る

か
ら
、
「
長
安
城
南
韋
曲
慈
恩
寺
塔
院
」
は
地
理
的
に
見
て
不
可
解
で
あ

る
。
こ
の
箇
所
、
本
話
を
短
く
収
録
す
る
宋
代
の
文
献
や
『
全
唐
詩
』
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巻
八
百
六
十
三(

【
参
考
】
参
照)

は
単
に
「
長
安
慈
恩
寺
」
と
す
る
。

こ
れ
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
し
ば
ら
く
底
本
の
ま
ま
に
読
ん
で
お

く
。
な
お
、
韋
曲
に
は
唐
代
、
韋
氏
一
族
の
別
荘
が
あ
っ
た
。
羅
鄴
に

「
春
日
偶
題
城
南
韋
曲
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
六
百
五
十
四
）
と
題
す
る
七

絶
が
あ
る
な
ど
、
韋
曲
は
唐
詩
に
も
散
見
す
る
。

○
慈
恩
寺

長
安
城
の
東
南
、
晋
昌
坊
に
あ
る
寺
院
。
大
慈
恩
寺
。
貞

観
二
十
二
年(

六
四
八)

、
後
に
高
宗
と
な
る
皇
太
子
李
治
が
亡
母
文
徳

り

ち

皇
后
の
追
善
の
た
め
に
建
立
し
た
。
『
旧
唐
書
』
巻
一
百
九
十
一
・
列
伝

第
一
百
四
十
一
・
僧
玄
奘
伝
に
、
「
高
宗
在
東
宮
、
爲
文
徳
太
后
追
福
、

造
慈
恩
寺
及
翻
經
院
（
高
宗

東
宮
に
在
り
、
文
徳
太
后
の
為
に
追
福
し
、

慈
恩
寺
及
び
翻
経
院
を
造
る
）
」
と
あ
る
。
「
追
福
」
は
追
善
供
養
す
る

こ
と
。
李
治
の
請
い
に
よ
り
慈
恩
寺
に
住
し
た
玄
奘
は
こ
こ
に
仏
塔(

の

ち
の
大
雁
塔)

を
建
て
、
印
度
か
ら
持
ち
帰
っ
た
多
数
の
仏
典
を
翻
訳
し

た
。
慈
恩
寺
の
仏
塔
は
唐
代
多
く
の
詩
人
に
よ
っ
て
詠
わ
れ
、
中
唐
頃

に
は
詩
を
書
き
付
け
る
た
め
の
木
の
板
「
詩
板
」
が
設
け
ら
れ
た
。
本

話
は
慈
恩
寺
が
詩
を
題
す
る
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
を
背
景
と
す

る
。

○
塔
院

仏
塔
の
僧
院
。『
太
平
広
記
』
巻
一
百
九
十
六
・
豪
侠
四
・
「
潘

將
軍
」
（
出
典
は
唐
・
康
駢
『
劇
談
録
』
）
に
「
舅
來
日
詰
旦
、
於
慈
恩

寺
塔
院
相
候
（
舅

来
日
の
詰
旦
、
慈
恩
寺
塔
院
に
於
い
て
相
ひ
候
て
）
」

ま

と
あ
る
。
ま
た
、
唐
・
銭
起
の
「
夜
宿
靈
臺
寺
寄
郎
士
元
」
に
、
「
石
潭

倒
獻
蓮
花
水
、
塔
院
空
聞
松
柏
風
（
石
潭

倒

に
献
ず
蓮
花
の
水
、

さ
か
し
ま

塔
院
空
し
く
聞
く
松
柏
の
風
）
」(

『
全
唐
詩
』
巻
二
百
三
十
九)

と
あ
る
。

○
月
夕

月
明
か
り
の
夜
。
「
夕
」
は
夕
方
で
は
な
く
、
夜
。

○
美
婦
人

「
婦
人
」
は
通
常
、
既
婚
の
女
性
。
『
太
平
広
記
』
で
は
本

話
と
同
じ
巻
六
十
四
・
女
仙
九
・
「
張
鎬
妻
」
に
「
一
日
見
美
婦
人
在
酒

家
、
揖
之
與
語
、
命
以
同
飮
、
欣
然
無
拒
色
（
一
日

美
婦
人
の
酒
家
に

在
る
を
見
、
之
に
揖
し
て
与
に
語
り
、
命
じ
て
以
て
同
に
飲
ま
し
む
る

も
、
欣
然
と
し
て
拒
色
無
し
）
」
（
出
典
は
五
代
十
国
・
前
蜀
・
杜
光
庭

『
神
仙
感
遇
伝
』
）
。
ま
た
『
太
平
広
記
』
巻
二
百
七
十
二
・
婦
人
三
に

「
美
婦
人
」
の
分
門
が
あ
り
、
八
話
が
収
め
ら
れ
る
。

○
青
衣

侍
女
。
し
ば
し
ば
仙
界
の
侍
女
と
し
て
登
場
す
る
。『
河
東
記
』

に
は
「
韋
丹
」（
巻
一
百
一
十
八
・
報
応
十
七
・
異
類
）
、「
獨
狐
遐
叔
」(

巻

二
百
八
十
一
・
夢
六
・
夢
遊
上)

、
「
段
何
」(

巻
三
百
四
十
九
・
鬼
三
十

四)

に
見
え
る
。

○
佛
塔

雁
塔
・
大
雁
塔
の
こ
と
。
印
度
か
ら
帰
朝
し
た
玄
奘
が
永
徽

三
年
（
六
五
二
年
）
に
建
立
。
当
初
、
五
層
で
あ
っ
た
が
、
後
に
二
層

を
増
し
て
七
層
と
な
り
、
現
在
に
至
る
。
長
安
城
の
眺
望
に
よ
く
、
多

く
の
唐
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
科
挙
の
進
士
及
第
者
が
塔
の
壁

に
名
を
記
す
「
雁
塔
題
名
」
の
故
事
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
『
太
平
広

記
』
に
「
佛
塔
」
の
語
は
案
外
に
少
な
く
、
本
話
以
外
に
は
巻
四
百
二

十
八
・
虎
三
・
「
盧
造
」(

出
典
は
唐
・
李
復
言
『
続
玄
怪
録
』)

に
二
例
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見
え
る
の
み
で
あ
る
。

○
言
笑

談
笑
す
る
。
『
河
東
記
』
で
は
「
獨
狐
遐
叔
」（
前
出)

に
「
復

有
公
子
女
郎
共
十
數
輩
、
青
衣
黃
頭
亦
十
數
人
、
歩
月
徐
來
、
言
笑
宴

宴(

復
た
公
子
女
郎
共
に
十
数
輩
有
り
、
青
衣
黄
頭
も
亦
た
十
数
人
あ
り

て
、
月
に
歩
み
て

徐

ろ
に
来
た
り
、
言
笑
す
る
こ
と
宴
宴
た
り)

」
と

お
も
む

あ
り
、
本
話
と
同
じ
く
夜
に
月
を
愛
で
つ
つ
談
笑
す
る
青
衣
の
姿
が
描

か
れ
る
。
ま
た
、「
板
橋
三
娘
子
」（
巻
二
百
八
十
六
・
幻
術
三
）
に
「
季

和
素
不
飮
酒
、
亦
預
言
笑
（
季
和

素
と
酒
を
飲
ま
ざ
る
も
、
亦
た
言
笑

も

に
預
か
る
）
」
と
あ
る
。

あ
ず

○
風
味

人
柄
や
挙
措
が
か
も
し
出
す
味
わ
い
、
気
品
。
『
太
平
広
記
』

巻
一
百
八
十
三
・
貢
挙
六
・
「
程
賀
」(

出
典
は
五
代
十
国
・
荊
南
・
孫

光
憲
『
北
夢
瑣
言
』)

に
、「
崔
公
見
賀
風
味
有
似
儒
生
（
崔
公

賀
に
見ま
み

ゆ
る
に
風
味

儒
生
に
似
た
る
有
り
）
」
と
あ
る
。

○
回
顧

振
り
返
っ
て
見
る
。
「
廻
顧
」
も
同
じ
。

○
侍
婢

侍
女
。
先
に
見
え
る
「
青
衣
」
を
指
す
。『
河
東
記
』
で
は
「
蘊

都
師
」
（
巻
三
百
五
十
七
・
夜
叉
二
）
に
「
蓮
花
卽
顧
侍
婢
曰
、
露
仙
可

備
帷
幄
（
蓮
花
即
ち
侍
婢
を
顧
み
て
曰
く
、
露
仙

帷
幄
を
備
ふ
べ
し
と
）
」

と
あ
る
。

○
院
主

寺
の
事
務
を
主
管
す
る
僧
。
『
太
平
広
記
』
で
は
巻
一
百
四
十

五
・
徴
応
十
一
・
人
臣
咎
徴
・
「
安
守
範
」(

出
典
は
宋
・
耿
煥
『
野
人

閒
話
』
）
に
「
院
主
僧
」
と
、
巻
四
百
九
十
・
雑
伝
記
七
・
「
東
陽
夜
怪

録
」(

撰
者
は
唐
・
王
洙
）
に
「
院
主
和
尚
」
と
見
え
る
。

○
柱
上
題
詩

柱
に
詩
を
書
き
付
け
る
。『
河
東
記
』
で
は
「
呂
羣
」(

巻

一
百
四
十
四
・
徴
応
十
・
人
臣
咎
徴)

に
「
群
此
夜
忽
不
樂
、
乃
於
東
壁

題
詩
二
篇
（
群

此
の
夜
忽
と
し
て
楽
し
ま
ず
、
乃
ち
東
壁
に
於
い
て
詩

二
篇
を
題
す
）」
と
あ
る
。
柱
や
壁
に
詩
を
書
き
つ
け
る
の
は
当
時
の
習

慣
。
「
柱
上
」
は
会
校
本
校
記
に
、
孫
本
・
沈
本
は
「
梁
上
」
に
作
る
と

あ
り
、『
白
孔
六
帖
』
巻
九
十
四
・
鶴
・
「
慈
恩
寺
」
に
引
く
本
話
も
「
於

梁
上
題
詩
」
と
す
る
。
「
梁
」
は
建
物
の
屋
根
を
支
え
る
は
り
。
詩
を
題

す
る
に
は
い
さ
さ
か
位
置
が
高
す
ぎ
る
。

○
黃
子
陂

韋
曲
に
あ
る
池
。
「
陂
」
は
池
。
「
皇
子
陂
」
と
も
表
記
す

る
（
「
皇
」
は
「
黃
」
と
同
音
）
の
は
、
こ
の
北
側
に
秦
の
皇
子
が
葬
ら

れ
た
こ
と
に
ち
な
む
。
白
居
易
「
代
書
詩
一
百
韻
寄
微
之
」
に
「
高
上

慈
恩
塔
、
幽
尋
皇
子
陂
（
高
く
慈
恩
の
塔
に
上
り
、
幽
く
皇
子
の
陂
を

ふ
か

尋
ぬ
）
」(

『
白
氏
文
集
』
巻
十
三
、
『
全
唐
詩
』
巻
四
百
五)

と
あ
り
、

若
い
頃
に
友
人
の
元
稹
と
共
に
遊
ん
だ
場
所
と
し
て
、
慈
恩
寺
と
並
べ

て
皇
子
陂
を
あ
げ
る
。
黄
子
陂
は
杜
甫
・
司
空
曙
・
張
籍
・
賈
島
等
の

詩
に
も
詠
わ
れ
る
。『
太
平
広
記
』
巻
一
百
七
・
報
応
六
・
金
剛
経
・
「
呉

可
久
」
に
「
呉
可
久
、
越
人
。
唐
元
和
十
五
年
居
長
安
、
奉
摩
尼
教
。

妻
王
氏
亦
從
之
。
歳
餘
、
妻
暴
亡
。
經
三
載
、
見
夢
其
夫
曰
、
某
坐
邪

見
爲
蛇
、
在
皇
子
陂
浮
圖
下
。
明
旦
當
死
。
願
爲
請
僧
、
就
彼
轉
金
剛

經
、
冀
免
他
苦
（
呉
可
久
は
越
人
な
り
。
唐
の
元
和
十
五
年

長
安
に
居
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り
、
摩
尼
教
を
奉
ず
。
妻
王
氏
も
亦
た
之
に
従
ふ
。
歳
余
、
妻
暴
か
に
亡

に

は

し

す
。
経
る
こ
と
三
載
、
夢
に
其
の
夫
を
見
て
曰
く
、
「
某

邪
見
に
坐
し

て
蛇
と
為
り
、
皇
子
陂
の
浮
図
下
に
在
り
。
明
旦

当
に
死
す
べ
し
。
願

は
く
は
為
に
僧
を
請
ひ
、
彼
に
就
き
て
金
剛
経
を
転
ぜ
よ
、

冀

は
く

こ
ひ
ね
が

は
他
の
苦
を
免
れ
ん
」
と
）
」
と
あ
る
（
出
典
は
唐
・
盧
求
『
報
応
記
（
金

剛
経
報
応
記
）
』
）。

○
好
月

よ
き
月
。『
太
平
広
記
』
に
は
本
話
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
が
、

唐
詩
に
は
散
見
す
る
。
崔
珏
の
「
道
林
寺
」
に
「
今
我
題
詩
亦
無
味
、

さ
い
か
く

懷
賢
覽
古
成
長
吁
。
不
如
興
罷
過
江
去
、
已
有
好
月
明
歸
途
（
今
我
詩

を
題
す
る
も
亦
た
味
無
し
、
賢
を
懐
ひ
古
を
覧
て
長
吁
を
成
す
。
如
か

ず
興
罷
み
て
江
を
過
ぎ
り
て
去
る
に
、
已
に
好
月
有
り
て
帰
途
に
明
ら

か
な
り
）
」(

『
全
唐
詩
』
巻
五
百
九
十
一)

と
あ
る
。
「
好
」
は
会
校
本

校
記
に
、
孫
本
は
「
皓
」
に
作
る
と
あ
る
。
「
皓
月
」
で
あ
れ
ば
六
朝
以

来
の
語
で
、
明
る
く
輝
く
月
の
意
。
南
朝
・
宋
・
謝
荘
「
月
賦
」
に
「
情

紆
軫
其
何
託
、
愬
皓
月
而
長
歌
（
情
紆
軫
し
て
其
れ
何
に
託
さ
ん
、
皓

う
し
ん

月
に
愬
ひ
て
長
く
歌
ふ
）
」
と
あ
る
（
『
文
選
』
巻
十
三
・
賦
庚
・
物
色
）
。

む
か

「
紆
軫
」
は
気
が
ふ
さ
ぐ
こ
と
。

○
華
筵

華
や
か
な
宴
席
。
唐
・
李
廓
の
楽
府
「
長
安
少
年
行
十
首
」

其
五
に
「
不
以
聞
街
鼓
、
華
筵
待
月
移(

街
鼓
を
聞
く
を
以
て
せ
ず
、
華

筵

月
の
移
る
を
待
つ)

」(

『
楽
府
詩
集
』
巻
六
十
六
、
『
全
唐
詩
』
巻

二
十
四)

と
あ
り
、
月
を
な
が
め
な
が
ら
宴
を
催
す
光
景
が
詠
わ
れ
る
。

○
煙
收
山
低

も
や
が
晴
れ
て
、
山
が
低
く
姿
を
現
す
。「
煙
收
」
は
山

に
か
か
る
も
や
が
晴
れ
て
遠
く
ま
で
見
渡
せ
る
よ
う
す
。
唐
・
朱
慶
余

の
「
望
九
疑
」
に
「
煙
收
遙
岫
小
、
雨
過
晩
川
新
（
煙
収
ま
り
て
遥
か

な
る
岫
は
小
さ
く
、
雨
過
ぎ
て
晩
れ
ゆ
く
川
は
新
た
な
り
）
」(

『
全
唐

み
ね

く

詩
』
巻
五
百
十
五)

と
あ
る
。

○
翠
黛

み
ど
り
色
の
ま
ゆ
ず
み
。
「
緑
黛
」
に
同
じ
。
こ
こ
で
は
、
み

ど
り
に
か
す
む
美
し
い
山
々
の
形
容
。
唐
・
李
紳
の
「
入
淮
至
盱
眙
」

に
「
山
凝
翠
黛
孤
峰
迥
、
淮
起
銀
花
五
兩
高
（
山
は
翠
黛
を
凝
ら
し
て

孤
峰
迥
か
に
、
淮
は
銀
花
を
起
こ
し
て
五
両
高
し
）
」(

『
全
唐
詩
』
巻

は
る

四
百
八
十)

と
あ
る
。

○
荷
花

ハ
ス
の
花
。
李
白
の
「
折
荷
有
贈
」(

一
に
「
擬
古
十
二
首
」

其
十
一
と
す
る)

に
「
佳
人
綵
雲
裏
、
欲
贈
隔
遠
天
。
相
思
無
由
見
、
悵

望
涼
風
前
（
佳
人

綵
雲
の
裏
、
贈
ら
ん
と
欲
す
る
も
遠
天
を
隔
つ
。
相

う
ち

思

見
る
に
由
無
く
、
悵
望
す

涼
風
の
前
）
」
と
あ
り
、
ハ
ス
を
折
り
取

っ
て
遠
く
の
佳
人
に
贈
り
た
い
と
詠
う
。
本
詩
は
こ
の
李
白
の
詩
に
拠

る
か
。
曲
江
の
黄(

皇)

子
陂
に
蓮
池
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
唐

・
裴
夷
直
の
「
病
中
知
皇
子
陂
荷
花
盛
發
寄
王
繢
（
病
中

皇
子
陂
の
荷

花
盛
ん
に
発
く
を
知
り
王
繢
に
寄
す
）」
に
「
十
里
蓮
塘
路
不
賒
、
病
來

ひ
ら

簾
外
是
天
涯
（
十
里

蓮
塘

路
賒
か
な
ら
ざ
る
も
、
病
来

簾
外

是
れ

は
る

天
涯
）
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
五
百
十
三
）
と
あ
り
、
唐
彦
謙
の
「
黃
子
陂
荷

花
」
に
「
十
頃
狂
風
撼
麴
塵
、
緣
堤
照
水
露
紅
新
。
世
間
花
氣
皆
愁
絶
、



- 103 -

恰
是
蓮
香
更
惱
人
（
十
頃

狂
風

麴
塵
を
撼
か
し
、
堤
に
縁
り
水
に
照

う
ご

う
つ

し
紅
を

露

し
て
新
た
な
り
。
世
間
の
花
気

皆
な
愁
絶
、

恰

も
是
れ

う
る
ほ

あ
た
か

蓮
香
の
更
に
人
を
悩
ま
す
）
」
（
巻
六
百
七
十
二
）
と
あ
る
。
ま
た
、
『
太

平
広
記
』
巻
二
百
五
十
一
・
詼
諧
七
・
「
裴
休
」
に
、
開
元
中
、
裴
休
が

宣
城
に
赴
任
す
る
前
の
こ
と
、
ち
ょ
う
ど
「
曲
江
池
の
荷
花
盛
ん
に
発ひ
ら

く
」
と
き
だ
っ
た
の
で
省
内
の
名
士
た
ち
と
共
に
「
遊
賞
」
し
た
と
い

う
話
が
見
え
る
（
出
典
は
唐
・
李
濬
『
松
窓
雜
録
』
と
さ
れ
る
が
、
唐

・
康
駢
『
劇
談
録
』
巻
下
「
曲
江
」
に
見
え
る
）
。
た
だ
し
、
裴
休
の
生

卒
年
は
七
九
一
年
～
八
六
四
年
な
の
で
、
「
開
元
中
」
（
七
一
三
～
七
四

一
）
と
は
合
わ
な
い
。

○
遠
生

遠
く
に
い
る
あ
の
人
の
意
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
意
味
で

の
「
遠
生
」
の
用
例
は
他
に
見
あ
た
ら
ず
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
で
あ

ろ
う
、
こ
の
箇
所
は
文
字
の
異
同
が
多
い
。
た
と
え
ば
『
許
彦
周
詩
話
』

で
は
「
折
得
荷
花
贈
遠
生
」
を
「
折
得
落
花
遠
恨
生(

落
花
を
折
り
得
て

遠
恨
生
ず)

」
に
作
り
、
『
白
孔
六
帖
』
巻
九
十
四
・
鶴
・
「
慈
恩
寺
」
で

は
「
折
得
荷
花
遠
恨
生
（
荷
花
を
折
り
得
て
遠
恨
生
ず
）
」
に
作
る
（
【
参

考
】
参
照
）
。
会
校
本
校
記
に
、
孫
本
・
沈
本
は
「
遠
恨
」
に
作
る
と
あ

る
の
は
『
白
孔
六
帖
』
に
一
致
す
る
。
『
全
唐
詩
』
巻
八
百
六
十
三
は
正

文
を
「
折
得
荷
花
遠
恨
生
」
に
作
り
、「
遠
恨
」
に
注
し
て
「
一
作
贈
遠
」

と
す
る
。
こ
の
注
は
『
太
平
広
記
』
に
拠
る
で
あ
ろ
う
。

○
執
燭

明
か
り
を
手
に
と
る
。
『
太
平
広
記
』
巻
四
百
八
十
七
・
雑
伝

記
四
・
「
霍
小
玉
傳
」
に
、
夜
、
李
生
が
小
玉
の
た
め
に
誓
い
の
言
葉
を

書
き
記
す
場
面
に
、
「
玉
因
收
涙
、
命
侍
兒
櫻
桃
褰
幄
執
燭
、
授
生
筆
研

（
玉

因
り
て
涙
を
収
め
、
侍
児
桜
桃
に
命
じ
て

幄

を
褰
げ
燭
を
執
り
、

と
ば
り

か
か

生
に
筆
研
を
授
く
）
」
と
あ
る
。

○
悉
變
爲
白
鶴
、
冲
天
而
去

「
白
鶴
」
は
仙
人
の
乗
る
鳥
。
「
冲
」
は

真
っ
直
ぐ
に
天
に
上
る
。
「
沖
」
に
同
じ
。
『
白
話
太
平
広
記
』(

河
北
教

育
出
版
社)

の
訳
で
は
、
変
じ
て
白
鶴
と
な
る
の
は
柱
に
書
き
付
け
ら
れ

た
文
字
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
「
書
迹
」
を
「
字
的
痕
迹
」
と
す
る(

訳

者
は
仝
雁
昆
氏)

。
そ
う
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
白
鶴
に
は
「
美
婦
人
」

と
「
青
衣
」
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
陸
昕
等
主
編
『
白
話
太

平
広
記
』(

北
京
燕
山
出
版
社)

で
は
、
白
鶴
と
な
る
の
は
美
婦
人
と
侍

婢
で
あ
る
。
『
太
平
広
記
』
に
散
見
す
る
、
変
じ
て
（
な
い
し
は
、
化
し

て
）
白
鶴
と
な
り
、
天
に
昇
っ
て
い
く
と
い
う
話
し
に
お
い
て
、
変
ず

る
主
体
は
神
仙
や
道
士
の
類
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
『
河
東

記
』
「
黒
叟
」
（
巻
四
十
一
・
神
仙
四
十
一
）
に
「
夫
人
倶
化
爲
白
鶴
、

冲
天
而
去
（
夫
人
倶
に
化
し
て
白
鶴
と
為
り
、
天
を
冲
き
て
去
る
）
」
と

つ

あ
り
、
巻
四
十
五
・
神
仙
四
十
五
・
「
王
卿
」(

出
典
は
唐
・
皇
甫
氏
『
原

化
記
』)

に
「
道
士
二
人
、
變
成
白
鶴
、
冲
天
而
飛
（
道
士
二
人
、
変
じ

て
白
鶴
と
成
り
、
天
を
冲
き
て
飛
ぶ
）
」
と
あ
る
。
本
話
も
、
変
ず
る
主

体
を
美
婦
人
と
青
衣
と
解
し
た
。
范
崇
高
『
中
古
小
説
校
釈
集
稿
』
（
巴

蜀
書
社
、
二
〇
〇
六
年
）
所
収
「
『
異
苑
』
校
釈
」
の
「
白
鶴
」
参
照
。
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な
お
、
「
冲
天
而
去
」
は
会
校
本
校
記
に
、
沈
本
は
「
飛
去
」
に
作
る
と

あ
る
。
『
白
孔
六
帖
』
も
「
飛
去
」。

○
書
迹

書
か
れ
た
文
字
な
い
し
筆
跡
の
意
。『
太
平
広
記
』
巻
六
十
六

・
女
仙
十
一
・
「
謝
自
然
」(

出
典
は
五
代
十
国
・
前
蜀
・
杜
光
庭
『
集

仙
録
（
墉
城
集
仙
録
）
』)

に
「
有
堂
内
東
壁
上
書
記
五
十
二
字
云
…
…

其
書
跡
存
焉
（
堂
内
の
東
壁
上
に
五
十
二
字
を
書
記
せ
る
有
り
て
云
ふ

…
…
其
の
書
跡
存
す
）」
と
あ
る
。

○
至
今
尚
存

『
太
平
広
記
』
に
お
い
て
、
作
品
の
末
尾
に
、
本
文
中

に
登
場
す
る
事
物
が
今
も
残
っ
て
い
る(
「
今
尚
存
」「
今
猶
存
」
な
ど)

、

と
記
さ
れ
る
例
は
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
話
し
が
確
か

な
事
実
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
『
太
平
広
記
』
巻
二
百
一
十
三
・
画
四
・

「
厲
歸
眞
」(

出
典
は
五
代
・
後
唐
・
王
仁
裕
『
玉
堂
閒
話
』)

に
、
唐

末
、
洪
州
の
信
果
観
に
玄
宗
の
頃
に
作
ら
れ
た
優
れ
た
塑
像
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
に
雀
や
鳩
が
糞
を
す
る
の
で
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
道
士
厲

帰
真
が
壁
に
一
羽
の
鷂(

タ
カ
の
一
種)

を
画
い
た
の
で
、
雀
や
鳩
は
や

っ
て
こ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
其
畫
至
今
尚
存
（
其
の
画

今
に
至

る
ま
で
尚
ほ
存
す
）」
と
あ
る
。

【
参
考
】

『
河
東
記
』
所
収
の
本
話
及
び
本
話
中
の
七
言
詩
は
宋
代
以
降
の
幾

つ
か
の
文
献
に
収
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
出
典
を
「
河
東
記
」
と
明
記
し

て
引
用
す
る
の
は
『
白
孔
六
帖
』
巻
九
十
四
・
鶴
・
「
慈
恩
寺
」
で
あ
る
。

新
興
書
局
一
九
六
九
年
刊
行
本(

明
嘉
靖
間
覆
宋
本
影
印
）
に
よ
れ
ば
、

次
の
通
り
。

大
和
中
、
長
安
城
南
韋
曲
慈
恩
寺
塔
、
月
夜
、
有
一
美
人
從
三
四

青
衣
。
繞
塔
言
笑
、
忽
顧
侍
婢
曰
、
「
院
僧
借
筆
硯
來
。
」
於
梁
上
題

詩
。
「
黃
子
波
頭
好
月
明
、
忘
却
華
亭
到
遶
行
。
煙
收
山
低
翠
黛
横
、

折
得
荷
花
遠
恨
生
。
」
僧
將
燭
之
、
化
爲
白
鶴
、
飛
去
。
出
河
東
記
。

『
太
平
広
記
』
に
比
べ
て
「
甚
有
風
味
」
が
略
さ
れ
る
な
ど
、
若
干

簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
相
違
は
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
白

孔
六
帖
』
に
見
え
る
「
梁
上
」
「
遠
恨
」
「
飛
去
」
が
い
ず
れ
も
会
校
本

校
記
に
「
沈
本
」
に
よ
る
と
し
た
文
字
に
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
（
「
梁

上
」
「
遠
恨
」
は
孫
本
も
一
致
）
。『
白
孔
六
帖
』
が
依
拠
し
た
『
太
平
広

記
』
は
沈
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
な
お

今
後
の
調
査
を
要
す
る
。

次
に
、
宋
代
詩
話
か
ら
出
典
名
を
記
す
こ
と
な
く
本
話
を
引
く
資
料

を
挙
げ
る
。
北
宋
・
趙
令
畤
（
一
〇
六
一
～
一
一
三
四
）『
侯
鯖
録
』
巻

七
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

長
安
慈
恩
寺
僧
、
見
數
女
仙
夜
吟
、
詩
云
、
「
黄
子
陂
頭
好
月
明
、

忘
却
華
筵
到
曉
行
。
煙
收
山
低
翠
黛
橫
、
折
得
荷
花
遠
恨
生
。
」
僧
出

揖
之
、
化
爲
白
鵠
飛
去
。
明
日
、
又
題
云
、
「
湖
水
團
團
夜
如
鏡
、
碧

樹
紅
花
相
掩
映
。
北
斗
闌
干
曉
柄
移
、
有
似
佳
期
常
不
定
。
」
（
孔
凡
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礼
点
校
、
中
華
書
局
刊
『
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
』
二
〇
〇
二
年
に
よ

る
）

こ
こ
で
は
叙
述
が
著
し
く
簡
略
化
さ
れ
、
「
明
日
」
以
下
に
新
た
な
七

言
詩
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『
侯
鯖
録
』
の
関
心
は
詩
に
あ
り
、
か
な
ら

ず
し
も
背
後
の
物
語
に
は
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
「
湖
水
團
團
」
に
始

ま
る
七
言
詩
の
出
所
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ま
「
黄
子
陂
頭
」
に

始
ま
る
七
言
詩
と
比
べ
て
み
る
と
、
「
黄
子
陂
頭
」
詩
の
押
韻
は
広
韻
下

平
声
十
二
庚
（
明
・
行
・
横
・
生
）
で
あ
り
、「
湖
水
團
團
」
詩
は
去
声

四
十
三
映
（
鏡
・
映
）
、
四
十
六
徑
（
定
）
（
映
徑
同
用
）
で
あ
る
。
後

者
の
第
三
句
目
の
末
三
字
「
曉
柄
移
」
に
つ
い
て
は
後
述
の
『
許
彦
周

詩
話
』
で
は
「
移
曉
柄
」
に
作
る
。
こ
れ
で
あ
れ
ば
、
「
柄
」
も
ま
た
去

声
四
十
三
映
に
属
す
る
韻
字
と
な
り
、
前
者
・
後
者
共
に
毎
句
押
韻
の

古
体
詩
と
な
る
（
両
首
共
に
平
仄
上
も
律
句
で
は
な
い
）
。
し
か
も
、
下

平
声
庚
韻
と
去
声
映
・
徑
韻
と
は
古
体
詩
と
し
て
は
庚
部
通
押
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
後
者
の
七
言
詩
は
「
明
日
、
又
た
題
し
て
云
ふ
」
と
し
て
前

者
と
連
続
さ
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
共
通
の
形
式
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、『
侯
鯖
録
』
に
は
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、『
侯
鯖
録
』
に
見
え
る
「
明
日
、
又
題
一
首
」
以
下
も
本
来
『
河

東
記
』
の
一
部
で
あ
っ
た
の
か
と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
「
明
日
、
又
題
一
首
」
以
下
が
『
河
東

記
』
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
『
太
平
広
記
』
の
編
者
は
こ
れ
を

も
収
載
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
『
白
孔
六
帖
』
の
「
慈
恩
寺
」
の
条
に
も
引

用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

次
に
挙
げ
る
、
宋
・
許
顗
の
『
許
彦
周
詩
話
』
も
、
末
尾
に
「
皆
鬼

仙
の
詩
に
し
て
、
婉
約
愛
す
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
に
対
す
る
関

心
か
ら
綴
ら
れ
て
い
る
。

長
安
慈
恩
寺
有
數
女
仙
夜
遊
、
題
詩
云
、
「
黃
子
陂
頭
好
月
明
、
強

踏
華
筵
到
曉
行
。
烟
波
山
色
翠
黛
橫
、
折
得
落
花
遠
恨
生
。
」
化
爲
白

鶴
飛
去
。
明
夜
又
題
一
首
云
、
「
湖
水
團
團
夜
如
鏡
、
碧
樹
紅
花
相
掩

映
。
北
斗
闌
干
移
曉
柄
、
有
似
佳
期
常
不
定
。
」
長
安
南
山
下
一
書
生

作
小
圃
、
蒔
花
木
。
一
日
有
犢
車
麗
女
來
飮
於
庭
、
邀
書
生
同
席
。

既
去
、
作
詩
云
、
「
相
思
無
路
莫
相
思
、
風
裏
楊
花
只
片
時
。
惆
悵
深

閨
獨
歸
處
、
曉
鸎
啼
斷
綠
楊
枝
。
」
皆
鬼
仙
詩
、
婉
約
可
愛
。
（
宋
・

左
圭
編
『
百
川
学
海
』
丙
集
所
収
）

右
の
う
ち
、「
長
安
南
山
下
」
以
下
は
前
の
二
首
と
は
別
の
話
で
あ
る

が
、
や
は
り
『
侯
鯖
録
』
巻
二
に
見
え
て
お
り
、
物
語
の
詳
し
い
展
開

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
に
引
用
す
る
。

長
安
南
山
下
、
書
生
作
小
圃
、
時
蒔
花
木
、
以
待
游
子
。
一
日
有

金
犢
車
、
從
數
女
奴
、
皆
玉
色
麗
人
。
車
中
人
下
飮
於
庭
、
邀
生
同

坐
。
生
意
當
時
貴
人
家
、
不
出
。
既
見
、
款
甚
。
將
別
、
出
小
碧
箋
、

書
詩
爲
贈
云
、
「
相
思
無
路
莫
相
思
、
風
裏
楊
花
只
片
時
。
惆
悵
深
閨

獨
歸
處
、
曉
鶯
啼
斷
綠
楊
枝
。」
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右
の
よ
う
に
、
『
許
彦
周
詩
話
』
は
『
侯
鯖
録
』
巻
七
と
巻
二
と
に
収

め
ら
れ
る
箇
条
を
そ
れ
ぞ
れ
簡
略
化
し
た
上
で
、
こ
れ
を
「
皆
鬼
仙
の

詩
」
と
し
て
一
つ
に
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
引
用

さ
れ
る
詩
に
は
、
『
太
平
広
記
』
及
び
『
侯
鯖
録
』
の
「
忘
却
」
を
「
強

踏
」
と
し
、
「
煙
收
山
低
」
を
「
烟
波
山
色
」
と
し
、
「
荷
花
」
を
「
落

花
」
と
す
る
な
ど
、
文
字
の
上
で
大
き
な
異
同
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
忘

却
」
を
「
強
踏
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
『
侯
鯖
録
』
の
別
の
テ
キ
ス

ト
（
『
知
不
足
斎
叢
書
』
に
よ
る
叢
書
集
成
新
編
所
収
『
侯
鯖
録
』
）
に

よ
れ
ば
、
「
忘
却
」
の
割
注
に
「
寫
本
『
強
踏
』、
似
誤
。
」
と
あ
る
。
こ

れ
に
依
れ
ば
す
で
に
『
侯
鯖
録
』
に
お
い
て
「
強
踏
」
に
作
る
テ
キ
ス

ト
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
右
に
挙
げ
た

三
箇
所
の
異
同
は
『
太
平
広
記
』
の
諸
テ
キ
ス
ト
間
に
は
認
め
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
本
話
が
『
太
平
広
記
』
を
離
れ
て
独
立
し
て
引
用
な

い
し
節
略
さ
れ
る
過
程
で
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

い
ま
一
つ
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
『
侯
鯖
録
』
巻
二
に
引
く
「
長
安
南
山

下
」
以
下
の
話
は
遡
っ
て
は
『
太
平
広
記
』
巻
三
百
六
十
四
・
妖
怪
六

の
「
謝
翺
」
と
題
す
る
話
に
出
る
こ
と
で
あ
る
（
出
典
は
唐
・
張
読
『
宣

室
志
』
）
。
以
下
に
梗
概
を
記
す
。

陳
郡
の
謝
翱
は
科
挙
の
試
験
を
受
け
る
た
め
に
長
安
の
昇
道
里
に
仮

住
ま
い
し
て
い
た
。
庭
に
は
美
し
い
牡
丹
が
咲
い
て
い
た
。
あ
る
晩
、

年
の
こ
ろ
十
七
八
の
女
が
金
の
車
に
乗
り
三
四
人
の
青
衣
を
連
れ
て
訪

ね
て
き
て
、
「
こ
ち
ら
に
名
花
が
あ
る
と
う
か
が
い
、
あ
な
た
様
と
一
度

飲
み
た
い
も
の
と
思
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
言
う
。
翺
が
ど
な
た
で

す
か
と
問
う
と
、
「
人
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

十
分
で
す
」
と
の
答
え
。
夜
も
更
け
、
女
が
帰
り
際
に
詩
を
所
望
す
る

の
で
、
翺
は
筆
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
と
七
絶
一
首
を
書
き
付
け
た
。
女

は
こ
れ
を
読
む
と
涙
を
流
し
、
今
度
は
筒
に
入
っ
て
い
た
碧
の
詩
箋
を

受
け
取
る
や
み
ご
と
な
筆
跡
で
唱
和
詩
を
認
め
た
。
翺
は
賞
嘆
し
て
眺

め
入
っ
た
。
女
が
燭
を
命
じ
て
車
に
乗
り
込
ん
だ
の
で
、
翺
は
涙
を
揮

っ
て
見
送
っ
た
が
、
数
十
歩
も
行
か
な
い
う
ち
に
女
も
車
も
見
え
な
く

な
っ
た
。
女
の
認
め
た
詩
箋
は
、
元
の
筒
に
入
れ
て
保
管
し
た
。
翌
年
、

翺
は
下
第
し
て
洛
陽
に
帰
る
途
中
、
新
豊
で
宿
泊
し
た
が
、
夜
に
月
を

眺
め
な
が
ら
女
の
こ
と
を
思
い
、
七
律
を
作
っ
て
朗
詠
し
た
と
こ
ろ
、

に
わ
か
に
車
の
音
が
し
て
女
が
現
れ
た
。
女
も
旅
の
途
中
で
あ
っ
た
が
、

翺
の
心
に
感
じ
て
会
い
に
き
た
の
だ
と
言
っ
て
嗚
咽
し
た
。
そ
し
て
、

紙
と
筆
を
受
け
取
る
と
、
お
返
し
の
七
律
を
書
き
付
け
て
、
再
び
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
。
翺
は
女
が
妖
異
の
者
で
あ
る
と
分
か
っ
て
は
い
た

が
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
洛
陽
に
着
い
て
幾
月
か
す
る
と
、
二
度
と

は
会
え
ぬ
悲
し
み
の
余
り
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
（
『
全
唐
詩
』
巻
八
百
六

十
六
に
金
車
美
人
「
與
謝
翺
贈
答
詩
」
と
題
し
て
そ
の
梗
概
と
唱
和
さ

れ
た
詩
四
首
が
収
め
ら
れ
る
。）

「
謝
翺
」
は
全
文
一
千
字
余
り
の
物
語
で
あ
る
が
、
そ
の
骨
格
は
、
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あ
る
夜
、
異
界
の
美
し
い
女
が
こ
の
世
の
花
や
月
を
愛
で
に
訪
れ
て
詩

を
詠
み
、
再
び
元
の
世
界
に
返
っ
て
い
く
と
い
う
点
に
あ
る
。『
河
東
記
』

の
「
慈
恩
塔
院
女
仙
」
も
短
い
な
が
ら
同
様
の
筋
書
き
を
持
つ
も
の
と

言
え
よ
う
。
そ
の
際
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
詩
を
詠
ず
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
点
に
お
い
て
本
話
は
唐
代
伝
奇
に
お
け
る
歌
物
語
の
一
類
と

も
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
『
許
彦
周
詩
話
』
が
「
慈
恩
塔
院
女
仙
」

の
後
に
「
謝
翺
」
を
加
え
た
の
は
妥
当
な
措
置
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時

に
、
詠
わ
れ
た
詩
を
重
視
す
る
が
ゆ
え
に
、
詩
が
詠
わ
れ
る
に
至
る
ま

で
の
物
語
を
簡
略
化
し
た
の
は
必
然
的
な
措
置
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
そ
の
後
の
詩
話
に
見
え
る
資
料
を
幾
つ
か
列
挙
し
て
お
く
。

(

１)

宋
・
阮
閱
『
詩
話
総
亀
後
集
』
（
『
四
部
叢
刊
』
所
収
）
巻
四
十
二

「
鬼
神
門
」
第
二
章
及
び
第
十
二
章
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
許
彦
周
詩
話
』
、

『
侯
鯖
録
』
を
出
典
と
し
て
左
の
よ
う
に
あ
る
。
文
字
の
異
同
に
つ
い

て
は
今
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

長
安
慈
恩
寺
有
數
女
仙
夜
遊
、
題
詩
云
、「
黄
子
陂
頭
有
月
明
、
強

踏
華
筵
到
曉
行
。
烟
波
山
色
翠
黛
橫
、
折
得
落
花
遠
恨
生
。
」
化
爲
白

鶴
飛
去
。
明
夜
又
題
一
首
、「
湖
水
團
團
夜
如
鏡
、
碧
樹
紅
花
相
掩
映
。

北
斗
闌
干
移
曉
柄
、
有
似
佳
期
常
不
定
。
」
亦
婉
約
可
愛
。
許
彦
周
詩

話
。
（
以
上
、
第
二
章
）

長
安
南
山
下
一
生
作
小
圃
、
蒔
花
木
。
一
日
有
金
犢
車
、
從
數
女

奴
、
皆
艶
麗
下
飮
于
庭
、
邀
書
生
同
坐
。
甚
款
洽
。
將
別
、
出
小
碧

牋
、
題
詩
曰
、
「
相
思
無
路
莫
相
思
、
風
裏
楊
花
一
片
時
。
惆
悵
深
閨

獨
歸
處
、
曉
鶯
啼
斷
綠
楊
枝
。」
侯
鯖
録
。
（
以
上
、
第
十
二
章
）

(

２)

南
宋
・
胡
仔
（
一
一
一
〇
～
一
一
七
〇
）
撰
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
後

集
』
巻
三
十
八
「
鬼
詩
」
に

「
許
彦
周
詩
話
云
」
と
し
て
（
１
）
に
挙

げ
た
『
詩
話
総
亀
後
集
』
の
第
二
章
と
ほ
ぼ
同
一
文
が
、『
苕
渓
漁
隠
叢

話
前
集
』
巻
五
十
八
「
鬼
詩
」
に
「
侯
鯖
録
云
」
と
し
て
同
じ
く
第
十

二
章
と
ほ
ぼ
同
一
文
が
収
め
ら
れ
る
。

(

３)

宋
・
洪
邁
（
一
一
二
三
～
一
二
〇
二
）
輯
『
万
首
唐
人
絶
句
』
（
一

九
五
五
年
、
北
京
文
学
古
籍
刊
行
社
用
北
京
図
書
館
蔵
嘉
靖
中
刊
本
景

印
）
巻
六
十
四
に
左
の
よ
う
に
あ
る
。

題
慈
恩
塔
二
首

韋
曲
女
仙

黃
子
陂
頭
好
月
明
、
忘
却
華
筵
到
曉
行
。
煙
收
山
低
翠
黛
橫
、
折

得
荷
花
遠
恨
生
。

湖
水
團
團
夜
如
鏡
、
碧
樹
紅
花
相
掩
映
。
北
斗
闌
干
移
曉
柄
、
有

似
佳
期
常
不
定
。

な
お
、
「
謝
翺
」
に
見
え
る
「
相
思
無
路
」
に
始
ま
る
女
の
詩
は
、
巻

六
十
六
に
「
美
人
答
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
る

(
４)
『
全
唐
詩
』
で
は
巻
八
百
六
十
三
「
女
仙
」
に
左
の
よ
う
に
見
え

る
。

題
寺
廊
柱

慈
恩
塔
院
女
仙

太
和
三
年
、
長
安
慈
恩
寺
塔
院
月
夕
、
忽
見
一
美
婦
人
、
從
三
四
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青
衣
來
、
遶
佛
塔
言
笑
、
甚
有
風
味
。
回
顧
侍
婢
、
白
院
主
借
筆
硯

來
、
乃
於
北
廊
柱
上
題
詩
。
院
主
執
燭
出
視
、
悉
變
爲
白
鶴
、
沖
天

去
。皇(

一
作
黃)

子
陂
頭
好
月
明
、
忘
卻
華
筵
到
曉
行
。
煙
收
山
低
翠

黛
橫
、
折
得
荷
花
遠
恨(

一
作
贈
遠)

生
。

湖
水
團
團
夜
如
鏡
、
碧
樹
紅
花
相
掩
映
。
北
斗
闌
干
移
曉
柄
、
有

似
佳
期
常
不
定
。

「
太
和
三
年
」
（
『
太
平
広
記
』
は
「
太
和
二
年
」）
と
す
る
の
は
、
李

剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』(
南
開
大
学
出
版
社)

六
三
五
頁
に
指

摘
す
る
通
り
、
出
所
が
不
明
で
あ
る
。

(

澤
崎
久
和)

第
十
三
話

柳
澥

（
卷
一
百
八
・

神
十
八
）

【
全
文
】

柳
澥
少
貧
。
游
嶺
表
。
廣
州
節
度
使
孔
戣
。
遇
之
甚
厚
。
贈
百
餘
金
。

諭
令
西
上
。
遂
與
秀
才
嚴
燭
、
曾
黯
①
數
人
。
同
舟
北
歸
。
至
陽
朔
縣

南
六
十
里
。
方
博
於
舟
中
。
忽
推
去
博
局
。
起
離
席
。
以
手
接
一
物
。

初
視
之
。
若
有
人
投
刺
者
。
卽
急
命
衫
帶
。
泊
舟
而
下
②
。
立
於
沙
岸
。

拱
揖
而
言
曰
。
澥
幸
得
與
諸
君
同
事
。
符
命
雖
至
。
當
須
到
桂
州
。
然

議
行
李
。
君
宜
前
路
相
候
。
曾
嚴
見
澥
之
所
為
爲
。
不
覺
懍
然
。
亦
皆

肸
蠁
如
有
所
覩
。
澥
卽
却
入
舟
中
。
偃
臥
吁
嗟
。
良
久
謂
二
友
曰
。
僕

已
受
③
泰
山
主
簿
。
向
者
車
乘
吏
從
畢
至
。
已
與
約
至
桂
州
矣
。
自
是

無
復
笑
言
。
亦
無
疾
。
但
每
至
夜
泊
之
處
。
則
必
箕
踞
而
坐
。
指
揮
處

分
。
皆
非
生
者
所
爲
。
陽
朔
去
州
尚
三
日
程
。
其
五
十
灘
④
。
常
須
舟

人
盡
力
乃
過
。
至
是
一
宿
而
至
。
澥
常
見
二
紫
衣
。
具
軍
容
。
執
鎚
。

驅
百
餘
卒
。
在
水
中
推
挽
其
舟
。
澥
至
桂
州
。
修
家
書
纔
畢
而
卒
。
時

唐
元
和
十
四
年
八
月
也
。

出
河
東
記

【
訓
読
】

柳

澥

少
く
し
て
貧
し
。
嶺
表
に
游
ぶ
。
広
州
節
度
使
孔
戣
、
之
を

り
ゆ
う
か
い

こ
う
き

遇
す
る
こ
と
甚
だ
厚
し
。
百
余
金
を
贈
り
、
諭
し
て
西
上
せ
し
め
、
遂

に
秀
才
厳
燭
・
曾
黯
数
人
と
、
舟
を
同
じ
く
し
て
北
帰
す
。
陽
朔
県
の

南
六
十
里
に
至
り
、
方
に
舟
中
に
博
す
る
に
、

忽

ち
博
局
を
推
去
し
、

ま
さ

た
ち
ま

起
ち
て
席
を
離
れ
、
手
を
以
て
一
物
を
接
す
。
初
め
之
を
視
る
に
、
人

み

の
刺
を
投
ず
る
者
有
る
が
若
し
。
即
ち
急
ぎ
衫
帯
を
命
じ
、
舟
を
泊
め

て
下
る
。
沙
岸
に
立
ち
、
拱
揖
し
て
言
ひ
て
曰
く
、
「
澥

幸
に
し
て
諸

君
と
事
を
同
じ
く
す
る
を
得
た
り
。
符
命
至
る
と
雖
も
、
当
に
須
ら
く

桂
州
に
到
る
べ
し
。
然
ら
ば
行
李
を
議
せ
ん
と
す
。
君
宜
し
く
前
路
に

よ
ろ

相
候
つ
べ
し
」
と
。
曾
と
厳
と
澥
の
為
す
所
を
見
る
に
、
覚
え
ず
し
て

ま
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懍

然
た
り
。
亦
た
皆
肸

蠁
と
し
て
覩
る
所
有
る
が
如
し
。
澥

即
ち
却

り
ん
ぜ
ん

き
っ
き
ょ
う

か
へ

り
て
舟
中
に
入
り
、
偃
臥
し
て
吁
嗟
す
。
良
久
し
く
し
て
、
二
友
に
謂

え
ん
が

く

さ

ひ
て
曰
く
、
「
僕

已
に
泰
山
主
簿
を
受
く
。
向
者
に
車
乗
吏
従

畢

く

さ

き

こ
と
ご
と

至
り
、
已
に
与
に
桂
州
に
至
ら
ん
こ
と
を
約
す
。
」
と
。
是
れ
よ
り

復

と
も

ふ
た
た

び
は
笑
言
無
き
も
、
亦
た
疾
無
し
。
但
だ
夜
泊
の
処
に
至
る
毎
に
、
則

ご
と

ち
必
ず
箕
踞
し
て
坐
す
。
処
分
を
指
揮
す
る
こ
と
、
皆

生
者
の
為
す
所

き
き
ょ

に
非
ず
。
陽
朔

州
を
去
る
こ
と
尚
ほ
三
日
の
程
な
り
。
其
の
五
十
灘
は
、

な

常
に

須

ら
く
舟
人
力
を
尽
く
し
て
乃
ち
過
ぐ
べ
し
。
是
に
至
り
一
宿

す
べ
か

に
し
て
至
る
。
澥

常
に
二
紫
衣
の
軍
容
を
具
へ
、
鎚
を
執
り
て
、
百

そ
な

つ
ち

余
卒
を
駆
り
、
水
中
に
在
り
て
其
の
舟
を
推
挽
す
る
を
見
る
。
澥

桂
州

に
至
る
。
家
書
を
修
め
て

纔

に
畢
れ
ば
卒
す
。
時
に
唐
の
元
和
十
四

わ
づ
か

を
は

げ
ん
な

年
八
月
な
り
。

河
東
記
に
出
づ
。

【
訳
】

柳
澥
は
幼
い
と
き
貧
し
か
っ
た
。
つ
て
を
頼
り
、
広
州
を
遊
歴
し
た
。

広
州
節
度
使
の
孔
戣
は
、
柳
澥
に
出
会
い
た
い
そ
う
厚
く
も
て
な
し
、

百
余
金
を
贈
り
勧
め
て
都
の
あ
る
西
に
向
か
わ
せ
た
。
そ
こ
で
秀
才
の

厳
燭
・
曾
黯
ら
数
人
と
、
同
じ
舟
で
北
上
し
た
。
陽
朔
県
の
南
六
十
里

に
至
り
、
舟
中
で
賭
け
を
や
っ
て
い
る
と
、
柳
澥
は
突
然
碁
盤
を
退
け

て
起
ち
上
が
り
席
を
離
れ
、
何
か
を
受
け
取
っ
た
。
眼
を
じ
っ
と
凝
ら

し
て
み
る
と
、
誰
か
が
名
刺
を
差
し
出
し
面
会
を
求
め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
急
ぎ
衣
服
を
整
え
さ
せ
、
舟
を
停
泊
し
、
岸
に
下
り
た
。
柳

澥
が
何
か
に
向
か
っ
て
挨
拶
し
て
言
う
に
は
、
「
私
は
幸
運
に
も
皆
様
と

同
じ
仕
事
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
泰
山
府
君
か
ら
の
辞

令
は
下
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
桂
州
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
桂
州
に
着
き
ま
し
た
ら
旅
の
御
相
談
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

あ
な
た
方
は
ど
う
か
先
に
行
き
、
わ
た
し
の
到
着
を
待
っ
て
い
て
下
さ

い
」
と
。
厳
燭
と
曾
黯
は
柳
澥
の
振
る
舞
い
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

思
わ
ず
ぞ
っ
と
し
た
。
ま
た
同
船
し
た
人
々
は
得
体
の
知
れ
な
い
何
か

を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
柳
澥
は
そ
こ
で
戻
っ
て
舟
に
入
り
、
横

た
わ
っ
て
溜
め
息
を
つ
い
た
。
そ
れ
か
ら
暫
く
し
て
、
厳
燭
・
曾
黯
の

二
人
に
言
う
に
は
、
「
私
は
す
で
に
泰
山
主
簿
を
拝
命
し
た
。
す
で
に
仕

事
に
使
う
車
や
付
き
従
う
吏
卒
は
迎
え
に
き
て
お
り
、
も
は
や
一
緒
に

桂
州
に
向
か
う
と
約
束
し
て
し
ま
っ
た
」
と
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の

柳
澥
か
ら
笑
顔
は
消
え
失
せ
た
が
、
病
気
に
な
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ

た
。
た
だ
夜
の
宿
泊
場
所
に
到
着
す
る
度
に
、
必
ず
両
足
を
投
げ
出
し

て
座
っ
た
。
そ
の
何
か
を
差
配
す
る
姿
は
、
す
べ
て
が
生
き
て
い
る
人

間
の
仕
業
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
陽
朔
県
は
州
の
中
心
か
ら
離
れ
る
こ

と
三
日
の
旅
程
で
あ
る
。
そ
の
間
に
あ
る
五
十
灘
は
、
常
に
舟
人
が
全
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力
を
尽
く
し
て
や
っ
と
通
過
で
き
る
難
所
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

時
に
は
一
晩
で
到
着
し
た
。
柳
澥
は
常
に
二
人
の
紫
衣
を
着
た
人
物
が

軍
服
を
身
に
纏
い
、
鎚
を
手
に
取
り
兵
卒
百
余
人
を
駆
り
立
て
、
水
中

に
潜
ら
せ
て
、
そ
の
舟
を
押
し
た
り
引
か
せ
た
り
し
て
い
る
の
が
見
え

た
。
柳
澥
は
、
こ
う
し
て
桂
州
に
辿
り
着
い
た
。
家
へ
の
手
紙
を
書
き

残
し
、
や
っ
と
の
こ
と
で
完
成
さ
せ
る
と
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
。
時
に

唐
の
元
和
十
四
年
（
西
暦
八
一
九
年
）
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

河
東
記

に
出
る
。

【
校
記
】

①
「
黯
」、
会
校
本
校
記
に
「
沈
本
作
『
點
』
」
と
あ
る
。

②
「
下
」、
会
校
本
校
記
に
「
沈
本
作
『
上
』
」
と
あ
る
。

③
「
受
」
、
会
校
本
は
「
授
」
に
作
り
、
校
記
に
「
原
作
『
受
』
。
現
據

沈
本
改
」
と
あ
る
。

④
「
五
十
灘
」
、
会
校
本
は
「
五
十
餘
灘
」
に
作
り
、
校
記
に
「
原
無
此

字
。
現
據
孫
本
、
沈
本
補
」
と
あ
る
。

【
注
】

○
柳
澥

こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
歴
史
上
に
は
確
認
で
き
な

い
が
、
『
河
東
記
』
所
収
「
李
敏
求
」
に
登
場
す
る
（
巻
一
百

五
十
七
・
定
数
十
二
）
。
長
安
の
旅
館
で
人
事
不
省
に
陥
っ
た

李
敏
求
は
、
荒
野
を
さ
ま
よ
い
、
昔
の
使
用
人
で
あ
っ
た
張
岸

に
案
内
さ
れ
て
冥
府
に
赴
く
。
張
岸
は
、
現
在
は
柳
十
八
郎
こ

と
柳
澥
に
仕
え
て
い
る
と
言
う
。
柳
澥
は
、
太
山
府
君
判
官
と
し
て
登

場
す
る
。
「
李
敏
求
」
の
話
柄
は
、
一
種
の
「
地
獄
巡
り
譚
」
と
言
え
る

が
、
い
か
に
し
て
泰
山
府
君
の
臣
下
と
し
て
の
経
緯
を
も
つ
か
は
、
こ

の
「
柳
澥
」
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
理
解
で
き
る
。
李
敏
求
と

の
生
前
の
交
遊
を
思
わ
せ
も
す
る
が
、
そ
の
要
素
は
な
い
。
こ
の
話
柄

と
「
李
敏
求
」
と
は
関
連
性
が
あ
る
と
言
え
、
柳
澥
か
ら
「
李
敏

求
」
の
順
に
読
む
と
、
大
筋
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
点
、
唐
代
小
説
の

在
り
方
と
し
て
も
興
味
深
い
。
「
李
敏
求
」
の
項
目
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
話
柄
は
、
清
の
汪
森
撰
『
粤
西
叢
載
』
巻
十
三
（
文
淵
閣
本

『
四
庫
全
書
』
集
部
総
集
、
『
筆
記
小
説
大
観
』
第
八
輯
）
に
も
収
め
ら

れ
て
い
る
。

○
嶺
表

五
嶺
山
脈(

越
城
嶺
・
都
龐
嶺
・
萌
渚
嶺
・
騎
田
嶺
・
大
庾

嶺)

の
南
の
地
。
嶺
南
地
方
の
こ
と
。
現
在
の
広
東
・
広
西
の
地
。
こ
こ

で
は
、
広
州
を
指
す
。

○
廣
州
節
度
使
孔
戣

広
州
節
度
使
は
、
正
し
く
は
嶺
南
節
度
使
と
言

い
、
嶺
南
地
域
の
軍
事
・
行
政
を
管
轄
し
た
地
方
長
官
の
こ
と
。
『
旧
唐

書
』
巻
十
五
・
本
紀
第
十
五
・
憲
宗
下
に
「
（
元
和
十
二
年
七
月
）
庚
戌
、
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以
國
子
祭
酒
孔
戣
為
廣
州
刺
史
・
嶺
南
節
度
使
（
庚
戌
、
国
子
祭
酒
孔

戣
を
以
て
広
州
刺
史
・
嶺
南
節
度
使
と
為
す)

」
と
あ
る
。
『
旧
唐
書
』

巻
一
百
五
十
四
・
列
伝
第
一
百
四
の
伝
に
は
、
「
（
元
和
）
十
二
年
、
嶺

南
節
度
使
崔
詠
卒
、
三
軍
請
帥
、
宰
相
奏
擬
皆
不
稱
旨
。
因
入
對
、
上

謂
裴
度
曰
、
嘗
有
上
疏
論
南
海
進
蚶
菜
者
、
詞
甚
忠
正
、
此
人
何
在
、

卿
第
求
之
。
度
退
訪
之
、
或
曰
酒
祭
孔
戣
嘗
論
此
事
、
度
徴
疏
進
之
、

卽
日
授
廣
州
刺
史
・
兼
御
史
大
夫
・
嶺
南
節
度
史
（
十
二
年
、
嶺
南
節

度
使
崔
詠
卒
す
、
三
軍
帥
を
請
ふ
、
宰
相
奏
擬
す
る
も
皆
旨
に
称
は
ず
。

因
り
て
入
り
て
対
ふ
る
に
、
上
裴
度
に
謂
ひ
て
曰
く
、
「
嘗
て
上
疏
し
て

南
海
に
蚶
菜
を
進
む
る
を
論
ず
る
者
有
り
、
詞
甚
だ
忠
正
な
り
、
此
の

人
何
く
に
在
る
、
卿
第
だ
之
を
求
む
る
の
み
」
と
。
度
退
き
て
之
を
訪

た

ぬ
る
に
、
或
ひ
と
曰
く
、
「
酒
祭
孔
戣
嘗
て
此
の
事
を
論
ず
」
と
。
度
徴

疏
し
て
之
を
進
め
、
即
日
広
州
刺
史
・
兼
御
史
大
夫
・
嶺
南
節
度
史
を

授
か
る
）
」
と
あ
る
。
『
旧
唐
書
』
に
は
、
往
時
南
海
の
刺
史
は
俸
給
以

外
に
南
人
を
奴
婢
と
し
て
売
買
し
て
利
益
を
得
て
い
た
が
、
孔
戣
は
こ

れ
を
禁
止
し
た
こ
と
、
ま
た
、
詔
を
奉
じ
て
「
南
海
神
」
に
祈
祷
す
る

仕
事
が
あ
っ
た
が
、
多
く
の
刺
史
は
自
ら
赴
か
ず
代
理
を
派
遣
し
た
が

孔
戣
は
風
波
を
犯
し
て
自
ら
出
か
け
て
い
っ
た
こ
と
等
の
事
跡
を
伝
え

て
い
る
。
な
お
、
韓
愈
の
「
感
春
五
首
」（
『
韓
愈
全
集
校
注
』
第
一
冊
、

四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
四
八
八
頁
）
中
に
、「
春
田
可
耕
時

已
催
、
王
師
北
討
何
當
迴
（
元
和
四
年
討
成
德
節
度
使
王
承
宗
）
。
放
車

載
草
農
事
濟
、
戰
馬
苦
飢
誰
念
哉
。
蔡
州
納
節
舊
將
死
（
元
和
四
年
十

一
月
吳
少
誠
卒
）
、
起
居
諫
議
聯
翩
來
（
時
裴
度
自
河
南
功
曹
遷
起
居
舍

人
、
孟
簡
、
孔
戣
皆
爲
諫
議
大
夫
）
。
朝
廷
未
省
有
遺
策
、
肯
不
垂
意
缾

與
罍
」
と
あ
る
（
所
引
の
注
釈
は
、
孫
汝
聴
・
方
世
挙
・
文
讜
の
も
の
）
。

韓
愈
に
は
別
に
「
唐
正
議
大
夫
尚
書
左
丞
孔
公
墓
誌
銘
」
（
『
韓
愈
全
集

校
注
』
第
五
冊
、
二
六
四
九
頁
、
『
韓
昌
黎
文
集
校
注
』
巻
七
）
、
「
論
孔

戣
致
仕
状
」
（
同
第
五
冊
、
二
五
四
二
頁
、
『
文
集
校
注
』
巻
八
）
が
あ

り
、
後
者
に
あ
っ
て
は
孔
戣
の
為
人
に
つ
き
、
「
戣
爲
人
守
節
清
苦
、
議

論
平
正
。
今
年
纔
七
十
、
筋
力
耳
目
、
未
覺
衰
老
。
憂
國
忘
家
、
用
意

深
遠
。
所
謂
朝
之
耆
徳
老
成
人
也
（
戣
の
人
と
為
り
、
守
節
清
苦
に
し

て
、
議
論
平
正
な
り
。
今
年
纔
か
に
七
十
、
筋
力
耳
目
、
未
だ
衰
老
を

覚
え
ず
。
憂
国
忘
家
、
用
意
深
遠
な
り
。
所
謂
朝
の
耆
徳
老
成
の
人
な

り
）
」
と
称
え
て
い
る
。
孔
戣
の
広
州
刺
史
在
任
は
、
元
和
十
二
年
（
八

一
七
）
か
ら
同
十
五
年
（
八
二
〇
）
の
四
年
間
で
あ
る
（
郁
賢
皓
著
『
唐

刺
史
考
全
編
』
巻
二
百
五
十
七
・
嶺
南
道
広
州
、
安
徽
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
。

○
西
上

西
に
向
か
っ
て
去
る
こ
と
。
『
太
平
広
記
』

卷
九
十
・
異
僧
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四
・
「
釋
寶
誌
」
に
「
於
是
輕
船
入
海
、
趨
浦
口
、
欲
西
上
（
是
に
於
い

て
軽
船

海
に
入
り
、
浦
口
に
趨
り
、
西
上
せ
ん
と
欲
す
）
」
と
あ
る
（
出

典
は
、
梁
・
慧
皎
『
高
僧
伝
』
お
よ
び
北
魏
・
楊
衒
之
『
洛
陽
伽
藍
記
』
）
。

○
秀
才

科
挙
受
験
者
、
ま
た
は
受
験
有
資
格
者
の
こ
と
。
初
唐
の
科

挙
で
は
、
明
経
・
進
士
・
明
法
な
ど
の
科
目
の
中
で
、
科
挙
の
筆
頭
科

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
開
元
年
間(

七
一
四
～
七
四
一
）

以
後
及
第
者
が
現
れ
な
い
た
め
廃
止
さ
れ
、
以
降
は
科
挙
に
応
募
し
た

者
を
秀
才
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
河
東
記
』「
李
敏
求
」
に
は
、「
柳

澥
秀
才
」
と
し
て
登
場
す
る
。
「
儒
生
の
汎
称
」
（
牛
志
平
・
姚
兆
女
編

著
『
唐
人
称
謂
』
三
秦
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）。

○
嚴
燭
・
曾
黯

こ
の
名
前
は
、
一
人
が
「
燭
」
と
称
し
灯
火
や
明
か

り
を
意
味
し
、
一
人
が
「
黯
」
す
な
わ
ち
暗
闇
や
暗
黒
を
意
味
す
る
こ

と
か
ら
、
架
空
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
明
暗
を
代
表
す
る
。

○
陽
朔
縣

唐
代
は
、
桂
州
に
属
す
。
現
在
の
広
西
省
陽
朔
県
。

○
博
局

博
打
、
す
ご
ろ
く
等
を
行
う
碁
盤
の
類
。
『
太
平
広
記
』
巻
九

ば
く
ち

十
七

異
僧
十
一
・
「
廣
陵
大
師
」
に
「
少
年
與
人
對
博
、
大
師
大
怒
、

以
手
擊
其
博
局
盡
碎
（
少
年

人
と
博
に
對
す
、
大
師
大
い
に
怒
り
、
手

を
以
て
其
の
博
局
を
撃
ち
尽
く
砕
け
り)

」
（
出
典
は
唐
・
張
読
『
宣
室

志
』
）
と
あ
る
。

○
投
刺

名
刺
を
差
し
出
す
こ
と
。
ま
た
、
面
会
を
求
め
る
こ
と
を
指

す
。
『
太
平
広
記
』
巻
二
百
一
十
七
・
卜
筮
二
・
「
黄
賀
」
に
「
有
勇
士

陳
立
・
劉
幹
投
刺
於
軍
門
、
願
以
五
百
人
嘗
寇
、
必
面
縛
戎
首
（
勇
士

陳
立
・
劉
幹

軍
門
に
投
刺
す
る
有
り
、
五
百
人
を
以
て
嘗
寇
し
、
必
ず

戎
首
を
面
縛
せ
ん
こ
と
を
願
う
）
」（
出
典
は
五
代
・
南
唐
・
劉
崇
遠
『
耳

目
記
』
）
と
あ
る
。
『
河
東
記
』
に
は
、
「
葉
靜
能
」
（
巻
七
十
二
・
道
術

二
）
に
、
「
明
日
使
謁
王
、
王
試
與
之
言
也
。
明
旦
、
有
投
刺
曰
、
道
士

常
持
蒲
（
明
日
王
に
謁
せ
し
め
、
王
試
み
に
之
と
言
ふ
な
り
。
明
旦
、

刺
を
投
ず
る
有
り
て
曰
く
、
「
道
士
常
持
蒲
」
と
）」
と
あ
る
。

○
衫
帶

衫
は
う
す
衣
、
肌
着
の
よ
う
な
着
物
。
帯
は
角
帯
を
指
す
。

周
密
『
武
林
旧
事
』
巻
四
・
「
孟
駕
出
」
に｢

男
子
並
令
衫
帶
、
婦
人
裙

背
（
男
子

並
び
に
衫
帯
せ
し
め
、
婦
人

裙
背
す
）
」
と
あ
る
。

○
拱
揖

両
手
を
こ
ま
ね
き
、
こ
れ
を
或
い
は
上
下
し
、
或
い
は
左
右

し
て
会
釈
す
る
こ
と
。

○
同
事

一
緒
に
同
じ
仕
事
を
す
る
。

○
符
命

天
が
瑞
祥
を
以
て
人
君
に
下
す
命
令
。
天
子
の
命
。
こ
こ
で

は
、
泰
山
府
君
か
ら
の
命
が
下
っ
た
こ
と
。
『
太
平
広
記
』
巻
百
七
十
三

・

俊
辯
一
・
「
李
諧
」
に
「
（
李
）
諧
曰
、
帝
王
符
命
、
豈
得
與
中
國
比

隆
。（
諧
曰
く
、
帝
王
の
符
命
、
豈
に
中
国
と
比
隆
す
る
を
得
ん
や
）
」（
出
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典
は
隋
・
楊
松
玠
『
談
藪
』）
と
あ
る
。

○
桂
州

現
在
の
広
西
省
桂
林
市
。

○
行
李

旅
行
者
の
携
帯
す
る
荷
物
、
そ
の
箱
。
又
は
旅
、
旅
人
を
指

す
。
荷
物
の
用
例
と
し
て
は
、
『
太
平
広
記
』
巻
二
百
六
十
四
・
無
賴
二

・
「
樂
從
訓
」
に｢
（
王
）
鐸
之
行
李
甚
侈
、
從
客
侍
姫
、
有
輦
下
昇
平

之
故
態
（
鐸
の
行
李
甚
だ
侈
く
、
客
従
ひ
姫
侍
り
、
輦
下
に
昇
平
の
故

態
有
り
。
）
」
（
出
典
は
五
代
十
国
・
荊
南
・
孫
光
憲
『
北
夢
瑣
言
』
）
と

あ
り
、
同
じ
く
『
太
平
広
記
』
巻
百
二
十
七
・
報
応
二
十
六
・
「
盧
叔
敏
」

に
「
（
盧
）
生
遂
自
緱
氏
赴
京
、
行
李
貧
困
（
生

遂
に
緱
氏
よ
り
京
に

赴
き
、
行
李
貧
困
な
り
）
」
（
出
典
は
唐
・
盧
肇
『
逸
史
』
）
と
あ
る
。
ま

た
、
旅
・
旅
人
の
用
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
杜
甫
「
贈
蘇
四
徯
」

の
「
別
離
已
五
年
、
尚
在
行
李
中
（
別
離
し
て
已
に
五
年
、
尚
ほ
行
李

の
中
に
在
り
）
」
が
あ
る
（
『
杜
詩
詳
註
』
巻
十
八
、
『
全
唐
詩
』
巻
二
百

二
十
二
）
。
な
お
、
「
議
行
李
」
の
用
例
は
、
『
太
平
広
記
』
中
、
本
用
例

の
み
。

○
懍
然

お
そ
れ
る
様
。
ぞ
っ
と
す
る
様
。

○
肸
蠁

ぼ
ん
や
り
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
。
『
太
平
広
記
』
巻
一

百
三
十
六
・
徵
應
二
・
「
唐
玄
宗
」
に
「
玄
宗
得
藥
喜
、
盡
去
左
右
、
獨

搆
火
於
殿
中
。
煮
未
熟
、
怠
而
假
寐
、
肸
蠁
之
際
、
有
神
人
長
丈
餘
、

馬
具
飾
、
身
被
金
甲
、
操
戈
。
繞
藥
鼎
三
匝
（
玄
宗
薬
を
得
て
喜
び
、

尽
く
左
右
を
去
ら
し
め
、
独
り
火
を
殿
中
に
搆
ふ
。
煮
る
も
未
だ
熟
せ

ざ
る
に
、
怠
り
て
仮
寐
す
る
に
、
肸
蠁
の
際
、
神
人
の
長
丈
余
、
馬
具

飾
り
、
身
金
甲
を
被
り
、
戈
を
操
る
有
り
て
、
薬
鼎
を
繞
る
こ
と
三
匝

す
）
」（
出
典
は
著
者
不
詳
『
柳
氏
史
』
）
と
あ
る
。

○
吁
嗟

嘆
く
こ
と
。
た
め
息
を
つ
く
こ
と
。
『
太
平
広
記
』
巻
一
百
二

十
六
・
報
応
二
十
五
・
「
武
攸
寧
」
に
「
告
冤
於
天
、
吁
嗟
滿
路
（
天
に

告
冤
し
、
吁
嗟
路
に
満
つ
）
」
（
出
典
記
載
な
し
）
と
あ
る
。

○
泰
山
主
簿

冥
府
の
長
官
で
あ
る
泰
山
府
君
に
仕
え
る
役
人
。
主
簿

は
、
本
来
、
漢
代
の
中
央
や
郡
県
に
置
か
れ
た
官
。
文
書
を
掌
り
事
務

を
総
理
す
る
。
魏
晋
期
に
は
重
臣
の
主
要
な
属
僚
で
あ
っ
た
が
、
次
第

に
仕
事
の
内
容
は
軽
く
な
り
、
唐
宋
期
に
は
初
任
官
が
就
く
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
こ
で
は
、
お
そ
ら
く
生
殺
与
奪
の
権
能
を
有
す
る
閻
羅
王
に

匹
敵
す
る
泰
山
府
君
が
管
理
す
る
人
の
命
数
を
記
し
た
帳
簿
『
録
鬼
簿
』

を
主
管
す
る
こ
と
か
ら
か
く
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
太
平
広
記
』

巻
二
百
九
十
七
・
神
七
・
「
睦
仁
蒨
」
に
、
「
至
後
月
、
長
史
來
報
云
、

是
君
郷
人
趙
某
為
泰
山
主
簿
、
主
簿
一
員
缺
、
薦
君
為
此
官
。
故
為
文

案
、
經
紀
召
君
耳
。
案
成
者
當
死
（
後
月
に
至
り
、
長
史
来
り
報
じ
て

云
ふ
、「
是
れ
君
の
郷
人
趙
某
泰
山
主
簿
と
為
る
、
主
簿
一
員
欠
く
れ
ば
、
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君
を
薦
め
て
此
の
官
と
為
す
。
故
に
文
案
を
為
り
、
経
紀
も
て
君
を
召

す
の
み
。
案
成
れ
ば
当
に
死
す
べ
し
」
と
）
」
（
出
典
は
唐
・
唐
臨
『
冥

報
録
（
冥
報
記
）
』）
と
あ
る
。

○
箕
踞

両
足
を
伸
ば
し
て
座
る
こ
と
。
礼
儀
外
れ
の
座
り
方
で
、
そ

の
形
が
箕
の
形
状
に
似
て
い
る
か
ら
言
う
。
『
太
平
広
記
』
巻
七
十
七
・

方
士
二
・
「
胡
蘆
生
」
に
「
（
胡
蘆
）
生
方
箕
踞
在
幕
屋
、
倚
蒲
團
、
已

半
酣
矣
（
生

方
に
箕
踞
し
て
幕
屋
に
在
り
、
蒲
団
に
倚
り
、
已
に
半
酣

す)

」
（
出
典
は
唐
・
皇
甫
氏
『
原
化
記
』）
と
あ
る
。

○
五
十
灘

地
名
。
航
行
の
途
中
の
難
所
。「
灘
」
は
、
漢
字
音
「
タ
ン
」
。

○
紫
衣

紫
の
衣
。
貴
人
の
服
で
も
あ
る
が
、
道
士
の
衣
服
を
指
す
場

合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
こ
の
世
の
貴
人
で
は
な
く
、
冥
府
に
お
け
る

貴
人
を
指
す
。
「
李
敏
求
」
に
登
場
す
る
冥
府
の
役
人
も
「
著
紫
衣
官
人

具
公
服
（
紫
衣
を
著
け
し
官
人
、
公
服
を
具
ふ
）
」
と
し
て
登
場
す
る
。

唐
代
伝
奇
小
説
の
着
衣
の
色
彩
は
、
人
物
形
象
化
の
傾
向
が
指
摘
で
き
、

た
と
え
ば
、
多
く
の
場
合
「
青
衣
」
は
下
女
や
は
し
た
め
を
表
し
、
「
黄

衣
」
は
冥
土
か
ら
の
使
者
を
表
現
す
る
。
「
紫
衣
」
は
高
位
の
貴
人
を
表

す
こ
と
が
多
い
。
同
時
に
、
「
南
柯
太
守
伝
」
に
出
る
蟻
の
世
界
の
使
者

は
そ
の
象
徴
か
ら
も
「
紫
衣
使
者
」
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
蟻

の
色
彩
と
貴
人
の
衣
服
と
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
新
唐
書
』
巻
二

十
四
・
車
服
志
第
十
四
に
は
、
紫
の
衣
服
に
関
し
て
、
「
袴
褶
之
制
、
五

品
以
上
、
細
綾
及
羅
爲
之
、
六
品
以
下
、
小
綾
爲
之
、
三
品
以
上
紫
、

五
品
以
上
緋
、
七
品
以
上
緑
、
九
品
以
上
碧
（
袴
褶
の
制
、
五
品
以
上
、

細
綾
及
び
羅
も
て
之
を
為
り
、
六
品
以
下
、
小
綾
も
て
之
を
為
る
、
三

品
以
上
は
紫
、
五
品
以
上
は
緋
、
七
品
以
上
は
緑
、
九
品
以
上
は
碧
な

り
）
」
と
あ
る
。
春
秋
戦
国
時
代
以
降
、
紫
衣
は
貴
人
の
着
る
衣
裳
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
朱
紫
」
「
金
紫
」
の
称
が
あ
っ
た
。

○
軍
容

軍
隊
と
同
じ
陣
容
を
備
え
る
。
晋
・
左
思
「
呉
都
賦
」
に
「
軍

容
蓄
用
、
器
械
兼
儲
。
」
と
あ
り
、
劉
逵
の
注
に
、「
軍
容
、
軍
之
容
表
、

言
矛
劍
等
也
（
軍
容
と
は
、
軍
の
容
表
な
り
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
矛
劍
等

な
り
）
」
と
説
明
す
る
（
『
文
選
』
巻
五
・
賦
甲
・
京
都
下
）
。
唐
・
楊
巨

源
「
上
劉
侍
中
」
に
「
軍
容
雄
朔
漠
、
公
望
冠
巖
廊
（
軍
容

朔
漠
に
雄

た
り
、
公
望

巖
廊
に
冠
た
り
）
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
三
百
三
十
三
）
と
あ

る
。

○
執
鎚

つ
ち
を
手
に
と
っ
て
。

○
推
輓

押
し
、
引
く
。
こ
こ
で
は
柳
澥
を
載
せ
た
舟
を
押
し
た
り
、

引
い
た
り
す
る
こ
と
。

○
家
書

家
へ
の
手
紙
。

○
元
和
十
四
年

唐
代
の
年
号
。
憲
宗
治
世
。
西
暦
八
一
九
年
。
な
お
、
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『
河
東
記
』
に
は
、
「
韋
丹
」
（
巻
一
百
一
十
八
・
報
応
十
七
・
異
類
）
、

「
呂
羣
」
（
巻
一
百
四
十
四
・
徴
応
十
・
人
臣
咎
徴
）
を
は
じ
め
、
八
話

に
元
和
年
間
の
言
及
が
あ
る
。

【
参
考
】

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
「
死
」
は
冥
府
か
ら
の
使
者
に
よ
っ
て
否
応

も
な
く
勾
引
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
寿
命
（
定
数
）
が
尽
き
れ
ば
物
故

と
相
成
る
。
泰
山
信
仰
は
地
獄
の
信
仰
と
相
ま
っ
て
、
死
後
の
世
界
を

か
な
り
つ
ま
び
ら
か
に
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
話
柄
は
、
そ
の
中
で
も
泰
山
府
君
の
配
下
と
し
て
仕
え
る
下
僚
が
ど

の
よ
う
に
選
ば
れ
、
そ
の
任
に
つ
く
の
か
を
窺
わ
せ
る
好
個
の
例
と
な

っ
て
い
る
。
突
然
の
名
刺
を
投
ず
る
者
の
来
訪
が
、
冥
府
よ
り
の
使
者

で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
当
時
の
人
々
が
脳
裏
に
描
い
て
い
た
死
者
の

勾
引
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
同
時
に
「
李
敏
求
」

を
併
せ
読
む
と
き
、
こ
の
話
の
展
開
は
そ
の
後
の
柳
澥
の
登
場
の
仕
方

と
符
合
す
る
。

こ
の
物
語
に
お
け
る｢

奇｣

は
、
柳
澥
の
死
に
つ
い
て
物
語
中
で
語
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
何
者
か
と
の
会
話
に
始
ま
り
、
泰
山
府
君
の
下
僚
に

抜
擢
さ
れ
た
事
態
が
先
行
し
、
そ
の
後
で
柳
澥
が
死
を
迎
え
る
と
い
う

構
成
を
も
つ
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
桂
州
に
到
る
ま
で
の

難
所
を
な
ん
な
く
通
過
で
き
た
の
は
、
柳
澥
が
す
で
に
冥
府
の
支
援
を

得
て
お
り
、
舟
中
で
の
異
様
な
行
動
も
、
す
で
に
仮
死
状
態
の
中
で
の

所
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
納
得
が
い
く
。

最
後
に
、
本
話
柄
を
支
え
る
「
泰
山
信
仰
」
中
の
泰
山
主
簿
に
つ
い

て
、
澤
田
瑞
穂
の
所
説
を
引
い
て
お
こ
う
。
「
そ
れ
で
は
山
東
の
泰
山
に

は
、
仏
教
伝
来
以
前
か
ら
地
獄
―
―
地
底
の
牢
獄
―
―
に
相
当
す
る
も

の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
ま
で

の
観
念
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
そ
の
前
提
に
な
る
も
の
と
し
て
、

泰
山
の
神
が
人
間
の
魂
を
召
す
と
か
、
人
間
の
寿
命
の
長
短
を
知
る
と

か
、
は
て
は
山
上
に
は
年
寿
の
長
短
を
記
し
た
帳
簿
が
保
管
さ
れ
て
い

る
と
か
の
俗
説
が
、
す
で
に
後
漢
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
」「
つ

ま
り
後
漢
こ
ろ
ま
で
の
古
信
仰
で
は
、
泰
山
は
死
霊
の
赴
く
山
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
人
間
の
寿
命
の
年
数
を
記
し
た
原
簿
が
あ
る
と
い
う
程
度
の

も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
寿
命
が
記
録
さ
れ
て
あ
る
な

ら
ば
、
同
時
に
「
禄
」
―
現
世
の
栄
達
や
官
職
な
ど
も
記
さ
れ
て
あ
る

ろ
く

は
ず
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
泰
山
の
神
に
禱
っ
て
、
夢
の
中
で
そ
れ

い
の

を
教
え
て
も
ら
う
と
か
、
原
簿
を
ち
ら
り
と
見
て
、
わ
が
未
来
の
運
命

を
知
る
と
か
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
来
る
。
」
「
す
で
に
原
簿
保
管
の
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官
庁
が
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
長
官
も
あ
る
は
ず
だ
し
、
そ
れ
に
所
属

す
る
吏
僚
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
生
者
死
者
の
霊
魂
を
処
理
す

る
公
務
も
考
え
ら
れ
て
く
る
。
泰
山
に
関
す
る
六
朝
唐
代
の
説
話
に
よ

っ
て
調
べ
る
と
、
そ
の
長
官
が
泰
山
君
ま
た
は
泰
山
府
君
で
あ
り
、
そ

の
属
僚
は
泰
山
主
簿
・
泰
山
録
事
・
泰
山
伍
伯
な
ど
と
よ
ば
れ
る
。
ま

さ
し
く
陽
界
に
州
県
の
長
官
が
あ
り
、
左
右
の
事
務
官
が
あ
り
、
下
働

き
の
隷
卒
が
あ
る
の
と
同
様
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
泰
山
の
最
高
の
主
宰

者
は
、
き
わ
め
て
人
間
的
な
性
格
を
も
つ
泰
山
府
君
と
い
う
神
と
考
え

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」(

澤
田
瑞
穂
『
地
獄
変
』
宝
蔵
館
、
一
九
六

八
年
、
四
四
～
四
六
頁
／
『
修
訂

地
獄
変
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、

三
八
～
四
〇
頁
、
引
用
は
修
訂
版
に
よ
る)

（
赤
井
益
久
）


